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プロローグ１　世紀末は世せ知ち辛がらい







　時は誰だれもが寝ね静しずまる夜、場所は新領主モガミ・ユヅルが統すべる街――始まりの街トランタのとある路地裏。

「ったくよぉ……雑ざ魚こがよぉ、クソがよぉ……だからあいつはいつまで経たっても、駄だ目めなままなんだろうがよぉ！」

「おうおう、そうだろうがよう！　シラハの奴やつ、俺おれ達たちを見るとしょっちゅう因いん縁ねんつけて来やがってよぉ！」

「兄あに者じや達はただルシアンの酒場に酒を飲みに行っただけなのに、まったくいい迷めい惑わくだろうがよぉ！」

　そんな声を発しているのは世紀末のような恰かつ好こうをした男達……世紀末男達である。

　彼かれらは金属製のバケツを受け皿にたき火をし、いい感じで酔よっぱらっている。

　というのも、彼らは昼からつい先ほど――ルシアンの酒場の店主であるタオから「もういい加減飲み過ぎだよ、君達！」と、追い出だされるまでひたすらに飲んでいたのである。

　特に最後、世紀末Ｃに「兄者達」と呼ばれた二人の酔いはなかなかに凄すさまじく、口の悪さもいつもより倍増しているのが見て取れる。

「はぁ……」

　と、これまでとは打って変わってため息を吐つくのは世紀末Ａである。

　彼はボーッとした瞳ひとみでたき火の炎ほのおを見ると、続けて言う。

「でもよぉ、どうして俺達こんな事になったんだ。ユヅルに負けたせいでギルド『フォーチュン』は解散……みんな散り散りになってよぉ……金使いの荒あらかった俺たちは文無し家無し……こうして日々路地裏でたき火を囲む毎日だろうがよぉ」

「うう、くぅっ！」

　それに対し、世紀末Ａの肩かたに手を回し、泣きながら言うのは世紀末Ｂである。

「本当だろうがよぉ！　俺達いったいどうして、どうしてこんな事になってるんだ！　キリエさんを裏切って頑がん張ばったのに、フィオネさんからはエッチなお仕置きもしてもらえないし……散々だろうがよぉ！」

「お、弟よ！　わかるぞ、俺にはお前の気持ちが痛いほどわかるぞ！」

「兄者！」

「弟よ！」

　ヒシッ！

　まるで男の友情を確かめ合うかのように抱だき合あう二人のマッチョ……否いや、世紀末。

　一方、残りの世紀末Ｃはそんな兄たちの様子を見て感かん極きわまったに違ちがいない。

「兄者！　これからだろうがよぉ！　うっ、ぐす……俺達はこれからだろうがよぉ！」

　彼は二人の兄に向けて駆かけ寄よると、彼らを覆おおうように抱いて。

「泣くのはまだ早いぜ！　俺たちはっ、俺たちはここから成り上がればいいだけの話だろうがよぉ！　必死に努力して、お金を集めて、自分たちの家を手に入れればいいだけだろうがよぉ！」

「「お、弟ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」

「兄者ぁあああああああああああああああああああっ！」

　ヒシッ！

　世紀末達は抱き合う。

　と、その時。




「マッチョさんが三人……とても弱そうです」




　そんな言葉と共に路地裏――その闇やみの奥おくから現れたのは、ダークレッドのコートを身にまとい、白銀の装そう飾しよく銃じゆうを持った男の姿。

「なっ!?　て、てめぇはユヅル！」

「どうして、てめぇがここに居るんだろうがよぉ！」

「まさか俺達とやろうってのか!?」

　聞こえてくるのは世紀末男達の声。

　そう、白銀の装飾銃を持つ男の正体はユヅルであった。

　モガミ・ユヅル。

　この街の領主にして、かつて世紀末男達のリーダーであったキリエ・フィルハート元もと男だん爵しやくを、一方的に打だ倒とうした男。

　この街トランタだけでなく、他ほかのあらゆる街で一目置かれつつある男。

　そして、世紀末男達にとってこのモガミ・ユヅルは、因縁浅からぬ相手である。

　というのも。

「元はといえばてめぇのせいだろうがよぉ！　てめぇがフィオネさんをたぶらかさなければ、こんな事にはならなかっただろうがよぉ！」

「そうだ、兄者の言う通りだろうがよぉ！」

「報復だ！　そっちから仕し掛かけてくるなら、こっちだってやってやぺっ――」

　と、最後に発言しようとした世紀末Ｃ。彼は言葉を最後まで紡つむぐ事が出来なかった。

　なぜならば。

「うるさいです……弱い人は喋しやべらなくて結構なので。それにたぶらかす？　兄さんはそんな事をする人じゃないです」

　ユヅルが撃うち抜ぬいたからである。

　彼が喋っている最中の世紀末男Ｃの頭を、目で捉とらえられないほどの速さで撃ち抜いたからである。

　だが、世紀末ＡとＢとて身内にこんな事をされれば、当然黙だまっているわけはない――なんせ彼らにとって、とても大切な弟が撃たれたのだ。

　黙っていられるわけがない。

「てめぇっ！」

「フィオネさんに気を使ってたが、もう黙ってられねぇ！」

　世紀末男達は路地裏の壁かべに立てかけてあった銃――愛用のアサルトライフルをそれぞれ手に取る。そして、それをユヅルに向けると声を合わせて言う。




「「ぶっ殺す！」」




　しかし、その直後聞こえて来たのはアサルトライフルの銃じゆう声せいではなかった。

　直後聞こえて来たのはリボルバー――ユヅルが持つ白銀の装飾銃《リベルテ》の銃声。それが連続して二つ。

「な、んだと……？」

「つよ、すぎるだろうが、よぉ……」

　更さらにその銃声と同時に聞こえて来たのは、世紀末ＡとＢが声を上げ、地面へと倒たおれる音。

「…………」

　その場に残った勝者モガミ・ユヅルは、心底つまらなそうな顔をして呟つぶやくのであった。

「……こんな事をする意味、本当にあるんですかね」







プロローグ２　忍しのび寄る影かげ







　場所は同じくユヅルが世紀末男達を一方的に倒した路地裏。

「…………」

　ユヅルは自らの両手を顔の前に掲かかげ、それをボーッとした様子で眺ながめていた。

「…………」

「このわたくし――創世神カノンの《オメガ狐化かし》の力で再現したユヅルの体。シズネのその様子だと気に入ったみたいですし！」

　と、聞こえてくるのは自らをカノンと名乗る少女の声。

　彼かの女じよはゆっくりとした足取りで、路地裏の闇の中から姿を現すと。

「シズネは何だかんだで、ユヅルの事が好きなわけですし！　兄を超こえたいけど兄が好き……そんな考えじゃ勝てないのは明白ですし！　あらゆる世界に妹より優すぐれた兄、姉は存在しない！　それを証明するためには、どんなに卑ひ怯きような事をしてでも勝たないとダメなわけですし！　それにはまずそんな甘あまい考えを――」

「そういうのはいいです……早くこの変身を解いてください」

　と、カノンに対し言葉を返すのはシズネと呼ばれたユヅルである。

　シズネと呼ばれたユヅルは気だるげな様子でカノンへと続けて言う。

「わたしはカノンさんの考え――妹が至高という事には賛成します。正直、あなたからそれを聞かされたときは天てん啓けいを得た気分でした」

「よきよき！　もっと褒ほめればいいですし！」

　そこでカノンは楽し気な様子で指を鳴らす。

　するとそれまでユヅルだった者に、劇的な変化が起きた――女になったのである。

　そう、これまでここに居たユヅルは偽にせ者もの。実際はシズネという少女が何なん等らかの方法で、ユヅルの姿に変装していたのだ。

　そして、件くだんのシズネは元に戻もどった自身の体を一通り見たのち、先ほどの会話を続ける。

「でも戦い方は別です。わたしは正々堂々やって兄さんに勝ちたい……わたしなら勝てます……今のわたしなら兄さんに負けない、絶対に。それともカノンさんは、まともにやったらわたしが兄さんに負けると――」

「モガミ・シズネ。我が憎き姉ミオンが選んだ男、ユヅルの妹よ！」

　と、カノンはシズネの言葉を遮さえぎって言う。

「わたくしは別にシズネの力が、ユヅルより劣おとっているとは思っていないわけですし！」
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「じゃあなんで……どうしてまともに戦わないで、こんな意味の分からない準備ばかりするんですか？」

「これは策なわけですし！　シズネは絶対に勝てるとは思ってる……けど、万が一の策なわけですし！」

「万が一の……策？」

　シズネは尻尾しつぽをふりふりするカノンを見て、ひょこりと首を傾かしげる。

　カノンが持つ女め神がみとしての力《オメガ狐きつね化ばかし》。シズネはそれによってユヅルに化け、こうして世紀末男達を彼女に言われるまま倒した。

　そこから考えられる策――それらが巻き起こす結果など一つしかない。

「あの人達……兄さんの知り合いですね。それで、わたしを兄さんと誤ご認にんさせてあの人達を兄さんにけしかけようとしている」

　シズネがそう言うと、「ぎ、ぎくっ」とわかりやすい反応をしてくるカノン。

　彼女はあたふたした様子で言ってくる。

「べ、別にそういうわけじゃないですし！　あれらをけしかけて、ユヅルが弱ったところに駄目だしとばかりにシズネをけしかける……そ、そんな作戦じゃないですし！　誤解ですし、勘かん違ちがいなわけですし！」

「ジトー……」

「……………」

「ジトー……」

「こ、コヤーン……」

　カノンはシズネの視線に耐たえきれなくなったに違いない。彼女は狐耳をぷるぷる、狐尻尾をぷるぷる、まるで狐が鳴くような声をあげている。

　一方、それを見たシズネは「はぁ……」とため息一つ言う。

「カノンさんには天啓を与あたえてもらった恩と、この世界に連れてきてもらった恩があります。この一いち度どだけ……あのマッチョさん達をけしかける作戦だけは大目に見ます」

「こ、コヤンっ！　さすがはシズネ！　わたくしと同じ妹の称しよう号ごうを持つ者なわけですし！」

　それまでの沈しずんだ様子はどこへやら。

　カノンは狐耳をぴょこぴょこ、狐尻尾をふりふりさせながら。

「まぁ安心すればいいですし！　ここ数日情報を集めたところによると、ユヅルは結構つよ――」

「かなり」

「え？」

「兄さんはかなり強い……兄さんはわたしの次に優れています」

「ま、まぁユヅルはかなり強いみたいですし、最終的に決め手になるのはシズネなわけですし！　シズネが戦って勝つ、それが見せ場なわけですし！」

　と、カノンのそんな懇こん切せつ丁てい寧ねいな言い訳を聞いたシズネ。

　彼女はカノンに背を向け、路地裏の奥へと歩きながら言うのだった。

「さっき言った通り、今回はカノンさんの顔を立てます……ですけど、わたしは正々堂々、万ばん全ぜんの状態の兄さんと戦っても勝てます。その事を覚えておいてください……それでは、そろそろ寝ねますので」





●●●






　シズネが去って行った路地裏にて。

「やれやれ、正々堂々にこだわるのも困りものですし！」

　と、カノンは一人呟いてため息を吐く。

　カノンがこのフィールダウトの世界――姉であるミオンが作ったこの世界に来た理由はただ一つ。

　それすなわち、ミオンを自らの足元に這はいつくばらせたいからである。

　というのも、カノンは幼い時から何かとミオンと競きそってきたのだ。ちょっとした遊びから勉強、そして仕事に至るまで……二人は様々な事で競ってきたのである。

　そして、カノンはその全すべてにおいてミオンに負けてきた。

　僅きん差さで負けたのではない、大敗である。

　ミオンはバカそうに見えても、やる時はやる。そんな事は妹であるカノンが、誰よりもよくわかっている。

　しかし、カノンとしてはそれが許せないのだ。

「妹より優れた姉はいない……妹こそが至高の生物なわけですし！」

　生物は進化する。その事は神にだって言える。

　それはつまり、遅おそく生まれた方が先に生まれた方より、より優れているという事だ。

　そう、論理的に考えても妹のカノンの方が姉ミオンより、生物として優れているというのは明白なのだ。

　にもかかわらず、カノンはミオンに勝てない。

　それが許せない。

「ミオンが自らの作った世界に、ユヅルという転移者と共に渡わたった。それを聞いた時は心が躍おどったわけですし！」

　カノンは尻尾をふりふりさせて、それを聞いた時の事を思い出す。

　カノンがその事を聞いたのは、同どう僚りようの女神との会話の中であった。聞いたその場でこそ、彼女は「ほーん」と特に興味ない感じを装よそおっていたが。

　内心は正反対であった。




『これは姉であるミオンに、ぎゃふんと言わせる絶好の機会なわけですし！』




　自分の事以外にさして興味を示さない姉ミオン。そんな彼女がそこまで入れ込む転移者。

　もしも、カノンがその転移者の目的を妨ぼう害がいし、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてやれば、ミオンはいったいどんな顔をするのか。

　ぶんぶん。

　ぶんぶんぶん。

　カノンは尻尾を振ふりまくる。尻尾がちぎれて飛んで行ってしまうのではないか、そう心配されるほどに尻尾を振りまくる。

「絶望してるユヅルを見て、更に絶望してるミオンをわたくしが見ている……そんな場面を想像するだけで最高なわけですし！」

　つまり、カノンにとってこれは復ふく讐しゆうなのである。

　長年超える事の出来なかった姉――カノンなど眼中にないに違いない姉。

　そんな姉ミオンに対する復讐なのである。

　そして、復讐をなす為ためにいちいち手段に構っていられるだろうか……いや、ない。

「最終的にミオンをぎゃふんと言わせるのが目的なわけですし！　シズネみたいに正々堂々とか言ってるのは、ちゃんちゃらおかしいわけですし！」

　勝てばいいのだ。

　たとえどんな手段を使う事になろうとも、最終的に勝てばいい。

　大事なのは過程ではなく、カノンがミオンに勝ったという結果なのだから。

　そのためにまず、カノンはモガミ・シズネに声をかけた。

　ミオンが選んだモガミ・ユヅル。その義ぎ妹まいであり、凄まじいゲームの腕うで前まえを持った少女。

「シズネのスペックは妹である事を抜きにしても、素す晴ばらしいものなわけですし！　実際の強さ、そして兄に勝ちたいという執しゆう念ねん。どれをとっても……正々堂々やりたいという事と人間のくせに少し生意気という事以外は、だいたい完かん璧ぺきなわけですし！」

　そう、シズネは強い。強い上に、カノンがとある固有スキルを渡しているので、万が一にでも負けるハズはない。

　だがしかし、用心するに越こした事はない。

「卑怯な事はあの男達をけしかける事で最後……シズネにはそう言ったけど、どうやら破る事になるわけですし！」

　と、カノンは小こ狡ずるそうな笑えみを浮うかべる。

　最終的に勝てばいい――それがスタンスである彼女は、端はなからシズネとの約束を守るつもりなどないに違いない。

「さぁミオン……わたくしが華か麗れいに勝利するところを、泣きながら見ていればいいわけですし！」

　言って、カノンは歩き出すのだった。

　路地裏の一角にある通路――この街トランタの地下水道へと通じる道に向け、一人歩き出すのだった。







第一章　変わらぬ異世界ライフ







　時は昼少し前。場所はギルド『エクリプス』、そのギルドハウスであるユヅルの自室。

「これは酷ひどい……」

　ユヅルは現在、机の上の紙と向き合って絶句していた。

　というのも、ユヅルはキリエに勝利し男爵になった。そしてそれと同時に、この街の領主にもなったのだが……そこにキリエからの凄まじい置おき土産みやげが用意されていたのである。

「何が酷いのじゃ？　まさかユヅル、どこか体調でも悪いのかの？」

　と、心配そうな声をかけてきてくれるのは、ほんのり桜色がのった銀ぎん髪ぱつと白く透すき通とおったドレスのような服が特とく徴ちよう的てきな女神、ミオンである。

　彼女は椅い子すに腰こしかけるユヅルの上――ユヅルの股またの辺りにスポンッと収まった状態のまま、言葉を続けてくる。

「余は心配なのじゃ。キリエを倒してからというもの、ユヅルはずっとそうして机に向かってばかり……体調を壊こわしていないか、ストレスが溜たまっていないか、余は心配で夜も眠ねむれないのじゃ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ミオン。俺は別に体調が悪いわけじゃない。それと心配してくれてありがとう」

「余がユヅルを心配するのは、当たり前の事なのじゃ。そんな当然の事はともかく、体調が悪くないというならば、ユヅルはどうしてそんな渋しぶい顔をしているのじゃ？」

「あぁ～……」

　ユヅルは思わず人差し指で、こめかみのあたりをこつこつと小こ突づく。

　ユヅルとしては、そこまで渋い顔をしていないつもりだった。だが、ミオンの言葉を聞く限り、彼女が心配する程度には渋い顔をしてしまっていたようである。

　もっとも、体調が悪いとかでは本当にない。

「いや、ちょっとな。ほら……タオの件があったから、気になって調べてたんだけど」

「タオの件？」

　と、ひょこりと首を傾げてくるミオン。

　彼女はユヅルの方へふわりと寄りかかってきながら、言葉を続ける。

「タオの件とはいったいどれの事なのじゃ？　世紀末男達が相も変わらず入いり浸びたっているのを、何とかしてほしい件かの？　それともフィオネが過か剰じようにスキンシップしてくるから、最近困っている件かの？　それとも少し前のキリエが――」

「最後のやつだよ。最後の税金の件。キリエが男爵だった時に、タオの店にどれくらいの税を課していたか……俺は今、それについて調べてたんだけど」

「だけどなんなのじゃ？　ユヅルをそんな渋い顔にさせる何かが、そこに書かれているのかの？」

　言って、心配してきてくれるミオン。

　その答えはイエスだ。

　この報告書には、ユヅルの頭を痛くするのに十分すぎる事が書かれている。

（キリエの奴これ、税金とり過ぎだろ。街中からこんなに搾しぼり取とるって……シミュレーションゲームでこんな事したら、住民のヘイトがどんどん溜まって――）

　ユヅルはそこまで考えたところで思う。

　あぁ、そういえばキリエは元から住民のヘイトを溜めていたなと。

　納なつ得とくである、何一つおかしな事はない。

「ユヅルよ、黙ってないで何か言ってほしいのじゃ！　余はユヅルが心配なのじゃ！」

　と、ユヅルが考えに耽ふけっていたのをお気きに召めさなかった様子のミオン。

　彼女はユヅルの股の辺りで体をもじもじ、頭をユヅルの体にぐりぐり押おしつけながら言ってくる。

「ユヅルは何を見て、そんなに顔を渋くさせているのじゃ？　余になにか出来る事はないのかの？　もしあるなら、ユヅルの力になりたいのじゃ」

「俺が渋い顔してるのはまぁ……簡単にいうとキリエが過剰に税を課していたのは、タオのところだけじゃなかったって事だ。もちろん、売り上げの五割とか八割とか頭おかしい税率を要求してるのは、タオのところだけだったんだけど」

「他の店てん舗ぽにも相場以上の税金を、平気で要求していたという事じゃな？」

「そういう事。とりあえずざっくり一律で税率を下げたけど……あ、これが下げた方の税率が載のっている紙な。それでこれ、一個一個適正かどうか判断していくのは苦労しそうだなって思ってな」

　それこそがユヅルが現在、渋い顔をしている本当の理由である。

（って言っても、俺にはもう金は余るほどあるし適正かどうかとか割り出さなくてもいいかな。でも、せっかく愛すべきフィールダウトの世界に来たんだから内政とかも楽しみたい。余す事なく楽しんでのこの世界だと思うし、うーん……悩なやみどころだ）

　と、ユヅルがまた新たにできた悩みの種のせいで、更に渋い顔をしていると。

「な、なんなのじゃこれは!?」

　ユヅルの耳に聞こえてくるのは、ミオンの驚おどろいたような声。

　彼女が見ているのはユヅルが渡した二枚目の報告書――ユヅルが素す早ばやく適当に調整した今の税率が書かれた紙である。

　ミオンはそんな紙を見ながら言ってくる。

「納める税金が少ししかないのじゃ！　いやむしろ、これはないのと同じなのじゃ！　ユヅルよ、これでは手元にお金が全く入ってこないのじゃ！」

「あぁ、いいんだよ。とりあえずはそれで」

「よくないのじゃ！　せっかく領主になったのじゃから、もっと欲を出さないとダメなのじゃ！　これでは……こんな税率では街の運営費とトントンなのじゃ！　収入が全く見込めないのじゃ！」

「だからいいんだよ、今はそれで」

　ユヅルとしてもミオンが心配している理由はわかる。

　領主といえども、所しよ詮せんは何の変へん哲てつもないただの人間。生きていく上では生活費や趣しゆ味みなどで、大量の金が要いる。

　であるならば、収益が街の運営費とトントンの現状では、その生活費などに割さくお金はないように思う。

　確かに通常の領主ならばそうだ。

　それ故ゆえに通常の領主は税率を上げる。中にはキリエのようにとことんまで税率を上げ、自らの利益を限りなく増やそうとする領主もいる。

　それは当然の事である。

　だが、ユヅルにはその必要はないのである。

「俺は今、文字通り使い切れない額の金を持ってる。だから、必要以上に税金を取る必要はないんだよ。税率を弄いじったりして内政をやってみたいっていう気持ちはあるけど、当分はこのままでいい。その方がこの街の住民も幸せだろうし、他の街から噂うわさを聞きつけてやってきてくれる人とかもいて、街も活気づく」

　だから今はこのままでいいのである。

「ユヅルよ……」

　と、何やらミオンの慈じ愛あいが籠こもったような声。

　彼女はぽふっと再びユヅルに背中を預けて。

「ユヅルは優やさしいのじゃ。とっても住民思いの優しい領主なのじゃ。だから、そんなユヅルの事は余が褒めてあげるのじゃ」

「いや、俺は本当に一時的にそうしようと思っただけ――」

「よしよし、ユヅルは偉えらいのじゃ……いつも頑張って、とっても偉いのじゃ」

　言って、ミオンは優し気げにユヅルの太ももの辺りをさすさすと撫なでてくる。

　これにはユヅルも黙るしかなかった。

「…………」

　黙って鼻血をツーッと流すしかなかった。

　女の子が股の間に座すわり、太ももをさすってくれるこの状じよう況きよう。

　一健全な男子として、興奮しないわけがあるだろうか……いや、ない。

「…………」

　ユヅルはくわっと目を見開き、これまでの渋い顔はどこへやら。全力で膝ひざの上の女神様を拝んでいると。




「ただいま！　ユヅルに言われた生活用品、ちゃんと買ってきてあげたんだからね！　感謝しなさ――」

「ん、どうしたのだフィオネ？　そんなところで止まっていないで、早く部屋の中に――」




　聞こえてくるのは少女二人の声である。その声の持ち主達の正体は――。

　一人目がやや癖くせのある金きん髪ぱつツインテールと、軍服をアレンジした露ろ出しゆつの多い衣装がトレードマークのフィオネ。

　そしてもう一人がやや暖色がかった黒くろ髪かみポニーテールと、騎き士しのような服装が特とく徴ちようのシラハである。

　そんな二人はユヅルとその股に収まっているミオンを見た瞬しゆん間かん、しばしの間動きを止める。

　そして、二人はそれぞれ無言でささっと持っていた荷物を脇わきへ置き。

「フィオネに抜け駆がけ禁止って言ったのは、ミオンなんだからね！」

「ふ、不純だ！　二人で隠かくれてイチャイチャするなど、おまえたちは不純だ！」

　フィオネとシラハは口々にそう言いながら、ユヅルの前にある机の傍そばまでつかつかと勢いよく歩いて来る。

　特にマズい事はしていないはずだ。

　と、ユヅルはそんな自信があるにもかかわらず、二人の圧にビビっていると。

「イチャイチャもしていないし、これは抜け駆けでもないのじゃ！」

　二人の圧に全くビビっていない様子のミオン。

　彼女はまるで正妻が醸かもし出す余よ裕ゆうといった雰ふん囲い気きで。

「余とユヅルは仲良しなのじゃ！　どう仲良しかはあえて言わないが、とにかく仲良しなのじゃ！　つまり、余とユヅルにとってこんなものはただのスキンシップ……イチャイチャする内にも入らぬ些さ事じなのじゃ」

　ドヤァッと言い切るミオン。

　これにはフィオネとシラハも黙っていなかった。

「だったら、フィオネもスキンシップするんだからね！　ミオンのそれがただのスキンシップだって言うなら、フィオネがこれから何してもいいはずよね？」

「な、仲間とのスキンシップは大事だからな……うん、こういう事をするのは絆きずなを深めるために大事だ」

「あ、駄目なのじゃ！　今はミオンとユヅルだけの時間なのじゃ！　邪じや魔ましたら駄目なのじゃ！」

　と、そんなミオンの制止の声を無視して、フィオネとシラハは飛びついて来る――ユヅルの両側から、まるで彼を取り合うかのように手を回し抱き着ついてくる。

　要するに、今の状況を簡単に表すならばこうだ。




　股こ間かんにミオン。

　右みぎ頬ほおにフィオネ。

　左頬にシラハ。




　特に左頬の圧力が尋じん常じようじゃない。その理由は簡単である。

　おっぱいだ。シラハの大きいおっぱいが、左頬を……いや、ユヅルの顔を包つつむ勢いで襲おそってきているのだ。

「ぶふっ」

　これにはユヅルとしても、更なる赤い情熱を鼻から噴ふき出させるしかなかった。

　勘違いしないよう言っておくが、もちろんフィオネのちっぱいも素晴らしい。虚きよ乳にゆうは虚乳でいいところがあるのである。

　と、ユヅルが股間に加え新たに増えた感かん触しよく――両頬のパフパフとコリコリを楽しんでいると。

「胸を頬に当てるのはスキンシップじゃないのじゃ！　それは違い法ほうなのじゃ！　女神の裁さばきが下るのじゃ！」

「ミオンはさっきこう言ったわ――『余とユヅルにとってこんなものはただのスキンシップ』って。だったら、フィオネにとってのスキンシップはこれなんだから！」

「っ！　その言い分だと、私にとってのスキンシップも胸を当てる事になってしまう気がするのだが……い、いや違う！　私はそんなビッチでは断じてない！」

　と、それぞれ順に言ってくるミオン、フィオネ、シラハの三人。

　彼かの女じよ達たちはなおもガールズトークを続ける。

　ユヅルの股間に収まり、ユヅルの頬を胸で押しながら会話を続ける。

「とにかくダメなのじゃ！　ユヅルにそういう事するのは、ユヅルが余に初めてを捧ささげてからなのじゃ！　それまではユヅルは余のものなのじゃ！　あんまりくっついたらダメなのじゃ！」

「別にユヅルがミオンのものなんて決まってないんだからね！　それにそれを言うなら……んっ、ユヅルはフィオネのもので……っ、フィオネはユヅルのものなんだからぁ……っ」

　再び会話の先せん陣じんを切ったミオンに対し、何やら蕩とろけた様子のフィオネ。

　一方、二人の会話を聞いていたに違いないシラハはというと。

「は、初めてを捧げる……ユヅルが誰だれのもので……だ、誰かがユヅルのもの!?　う、くっ……なんだ、この胸がきゅんきゅんするワードの応おう酬しゆう！　とても不純な響ひびきなのに、どうしようなく興奮してしまう私が居る……っ！」

　シラハはどうしようもなく混乱していた。

　おっぱいのせいで何も見えないユヅルにもわかるほどに、シラハが混乱している様子は容易に理解できた。

　そして、シラハに対しそんな印象を抱いたのは、ミオンとフィオネも同様だったに違いない。

「シラハよ！　それは心の迷いなのじゃ！　余が導いてあげるのじゃ……汝なんじ、煩ぼん悩のうを振り払はらい、今すぐ男から離れるべしなのじゃ！」

「ミオンの言葉を信じちゃだめよ、シラハ！　それは女としての本能！　もっとユヅルにくっついてユヅルを興奮させれば、シラハも気持ちよくなれるんだから！」

「うぅ、くっ……わ、私は！」

　と、ミオンとフィオネは余計にシラハを混乱させていた。

　ユヅルとしては現在の状況は役得である。そのため、二人がシラハを混乱させる事によって、この状況が長引く事は望むところ。

　だがしかし。

「ぐ、ぐるぢ……い、いき、出来な――」

　ユヅルはシラハに首を絞しめられていた。

　混乱した彼女が腕うでに力を込めるものなので、チョークスリーパーよろしく、彼かれは首を絞められていた。

（し、死ぬ……おっぱいに埋うもれてしぬ……し、幸せだけど、俺おれはまだ……俺はまだ死ねないっ！）

　ユヅルが何とかおっぱいホールドという死の淵ふちから脱だつ出しゆつできたのは、それから数分後――フィオネの提案で、外にみんなでお昼ごはんを食べに行く事になった時であった。





●●●






　ユヅルがおっぱい地じ獄ごくから生せい還かんして数十分後、時刻は昼。

　現在、ユヅル、ミオン、フィオネ、シラハのいつもの四人は、始まりの街トランタの広場にある噴ふん水すい付近に腰を下ろしていた。

　もちろんただ腰を下ろしているのではなない――近くの屋台で昼食を購こう入にゆうし、ここで食べているのである。

（家やお店で食べる料理もいいけど、こうして太陽の下で食べるのもいいな。なんというか癒いやされるのとは違ちがうけど、開放的な気分になれる）

　もきゅもきゅ。

　もきゅもきゅもきゅ。

　ユヅルが和なごみながら、買い食いした串くし料理を口へ運んでいると。

「そういえばユヅル。屋台で料理を買うとき、店主が値段をまけていたが……いったいどういった流れであぁなったのだ？」

　と、言ってくるのはシラハである。

　彼女が言っているのは、ユヅルが先ほど屋台で串料理を買った時の事に違いない――その時あったユヅルと店主の会話はこうである。




『串焼き八本ください。あとこの焼肉バーガーっていうのを四つ』

『はいよ！　……あんた、領主のユヅルだろ？　ここだけの話、あんたには感謝してるよ。バカみたいに税金取る事しか考えてなかったキリエを倒してくれて、しかも税率を極きよく端たんに下げてくれてさ。あんた、こんなに税率下げたら自分の収入もないだろ？　俺は感動してるよ……いや、この辺りで店出してる奴やつはみんなあんたに感謝してる』

『あ～っといえ……それほどでも』

『いいって、謙けん遜そんなんかすんな。料金まけてやるよ、これからもいい領主として頑がん張ばってくれよな！　みんなあんたを応おう援えんしてるぜ！』
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　とまぁ、こんな会話があったわけである。

　ユヅルとしてはつい先ほどミオンに述べた通り、別に住民の事を思って税金を下げたわけではない。

　本当に必要なかったのと、今は詳しよう細さいを決めているのが面めん倒どうだったため、適当な金額に下げただけなのである。

　だがそれでも。

（あんなに感謝されると、いい事したって気分になるな。それにみんな応援してくれてる……そんな事を聞くと、この街のためにもっと色々してやりたいって、本心からそう思うようになる。なんて、我ながら単純すぎるかな）

　ユヅルがそんな事を思い出しながら、先ほどのシラハの問いに答えようとすると。

「それは簡単な事なのじゃ。ユヅルは簡単に出来るが、誰もがやろうとしない事をやってみせた結果なのじゃ」

　と、ユヅルが答えるより先にミオン。

　彼女はまるで自分の事のように誇ほこらしげに胸を張って言う。

「ユヅルはなんと、税率を限りなくゼロに等しい数字に設定したのじゃ。つまり、住民の事を思って……住民が幸せになれるよう、自らの身を切って税率を下げたというわけなのじゃ」

「嘘うそでしょユヅル!?　それじゃあ領主としてのメリットが全然生かせないんだからね！」

「タオを助けた時から私はわかっていた……ユヅルは心優しく、正しい人物だと私はわかっていたぞ！」

　ミオンの言葉に続き、驚きの声を上げるのはフィオネとシラハである。

　彼女たちはわいわいきゃっきゃっと、ユヅルを褒めるように騒さわぎながら続ける。

「ユヅルは甘いところがあるとは思ってたけど、まさかそんなに甘いとは思わなかったわ。領主の特権を行使せず、住民の事を考えるなんて……でも、それでこそフィオネのユヅルなんだから！」

「あぁ、さすがはユヅルだ。住民の事を第一に考える！　領主としては当たり前だが、なかなか出来ない事だ」

「ふふーん！　ユヅルの偉くてすごいところは、まだまだあるのじゃ！」

　と、ミオンはユヅルが褒められていい気分になったに違いない。

　彼女はフィオネとシラハへ誇らしげな様子で言葉を続ける。

「なんと、ユヅルは寝る間も惜おしんで報告書とにらめっこしているのじゃ！　住民がどれくらい苦労しているのか……その事を思って、ユヅルはずっと報告書を見てうんうん唸うなっていたのじゃ！」

「っ……まさかユヅルがそこまでの善人なんて。割と本気でお姉ちゃんに見習わせたくなってきたわ」

「あ、あぁ……キリエは性格が少しアレだからな」

　キリエは性格がアレ。

　シラハのそんな言葉に真っ先に反応したのは、その性格がアレなキリエの妹ことフィオネである。

「ちょっと！　それどういう意味よ！」

　と、フィオネはシラハへとわーわーきゃーきゃー噛かみつく。

「フィオネのお姉ちゃんは確かに金の亡もう者じやで、住民から搾り尽つくすように金を集める悪あく魔まだったわ。でも、性格がアレとか言われるほどじゃないんだからね！」

「い、いや。私はそこまで言ったつもりは……というか、フィオネの方が口くち悪くキリエを罵ののしっている気がするのだが、私の気のせいだろうか」

「フィオネがお姉ちゃんの悪口を言うのはいいの！　でも他ほかの人がお姉ちゃんの悪口を言うのは、絶対に駄だ目めなんだからね！」

「そうではなく、私は悪口レベルの事は言っていない！　悪口レベルの事を言ったのは、フィオネの方で――」

「もう！　シラハは言い訳ばっかりでうるさいんだからね！」

「まぁまぁ、少し落ち着くのじゃ二人とも」

　と、フィオネとシラハのじゃれあいに割って入ったのは、ミオンである。

　彼かの女じよは串料理をもきゅっと頬ほお張ばった後、二人に続けて言う。

「キリエや他の領主がどうであれ、今ここで重要なのはユヅルが神という事じゃ」

「確かにそのとおりね。悔くやしいけどミオンの言う通りなんだから！」

「そうだな。人の行いの良よし悪あしというのは、誰かと比べるものではないのだからな」

「わかればいいのじゃ」

　言って、いい感じにフィオネとシラハを納得させ、うんうん頷うなずくミオン。

　ユヅルはそんな彼女を見て思うのだった。

（さっきミオンが『ユヅルは神』とか言ってたけど、女神が安易に人を神とか呼んでいいのか？　まぁミオンを見ている限り神様事情は結構緩ゆるそうだし、そんなに厳格なものでもないのかな）

　わーわー。

　きゃーきゃー。

　もきゅもきゅ。

　ユヅルが串焼きを頬張りながら、ポケーッと女の子三人が燥はしやいでいる様子を見ていたその時。

「ユヅルお兄ちゃん！」

　言って、ユヅルの袖そでをくいくい引っ張ってきたのは男の子である。

　年ねん齢れいがかなり低い事からして、転移者……ではなくて、転移者同士の子供に違いない。

　ユヅルがそんな事を考えている間にも、その男の子は言ってくる。

「お母さんとお父さんがとっても感謝してたよ！　ユヅルお兄ちゃんが意地悪オババを倒たおしたから、お店を続けられるようになったって」

「ぷっ……意地悪オババって」

　ユヅルは思わず吹ふき出だしてしまう。

　この男の子が言う意地悪オババとは、確実にキリエ・フィルハート元もと男だん爵しやくの事に違いないからだ。

　恐おそろしきは子供心。なんでもストレートに伝えて来るこれくらいの年齢が、何よりも恐ろしいのだ。

「ねぇねぇ、ユヅルお兄ちゃん！　あのねあのね……お母さん、いつも泣いてたの！　お父さんと一いつ緒しよに抱だき合あって、いつも泣いてたの！　お店がなくなったら、生活が出来なくなるって、みんなろとー？　に迷うって！」

　言って、男の子はポケットをごそごそ探さぐり、探り当あてたそれをユヅルへ差し出しながら続けてくる。

「だからこれお礼！　意地悪オババを倒して、お母さんお父さんを助けてくれたお礼！」

「これは？」

「石だよ！　僕ぼくが道で拾った綺き麗れいで珍めずらしい石を、頑張って磨みがいたんだ！　僕の宝物！」

「宝物……ね。そんな大事なものもらえないよ。それにキリ――意地悪オババを倒したのも、君のお母さんやお父さんのためじゃない。だから、ここで俺が君からその宝物をもらうわけにはいかない」

「でも……」

　と、途と端たんにしゅんっとしてしまう男の子。

　どうやら、彼はどうしてもユヅルに恩を返したいに違いない。ある意味子供らしい頑がん固こさとも言える。

「わかった。じゃあ、君がもう少し大きくなって、自分で戦う力を手にしたら俺と戦おう」

　だからこそ、ユヅルは男の子の頭にぽふっと手を置き、優しく撫でながら言う。

「俺と戦って、俺を楽しませてくれ。それそのものを恩返しとして、受け取るよ。もし強くなれる自信がないとしても大丈夫……君みたいに優しい子は絶対に強くなれるよ、俺が保証してやる」

「うんっ！　僕強くなるよ！　強くなって、お兄ちゃんと戦うよ！」

　そう言って去っていく男の子。

　ユヅルはそんな彼の背に「待ってるよ」と、笑いかけるのだった。

　…………。

　………………。

　……………………。

　決まった。

　ユヅルは今の男の子とのやりとりが、完璧だったと確信していた。

（男の子の宝物を受け取るのを断りつつ、それに対する完璧なフォロー。これはモテる！　絶対にモテる！　ミオン達たちはもちろんの事、この状況を見ていた周囲の女の子達も、絶対に俺の事を意識する！　意識せざるを得ないはずだ！）

　ユヅルは完璧に決まったイケメン台詞ぜりふの出で来き栄ばえに、思わず笑いだしそうになるのを必死に堪こらえる。そして、その台詞のウケ具合を見るために、ミオン達の方へ視線を――。

「ぷっ、くく……ぷくくぅなのじゃ！」

　ミオンが必死に笑いを堪えていた。

　おかしい。いったいこれはどういう事なのか。

　疑問に思ったユヅルは、すぐさま残るフィオネとシラハを見るが。

「ぷっ……ちょ、意地悪オババって、お姉ちゃんの悪口……くくっ、酷ひど過すぎなんだからっ」

「お、おいフィオネ……ぷくっ、キリエの悪口はおまえ以外言ってはダメなのでは――ぷふっ」

「…………」

　この瞬間、ユヅルは理解した。

　キラーワード過ぎたのだ。

　意地悪オババがキラーワード過ぎて、ユヅルのイケメンモテ台詞の効果を完全に打ち消してしまったのだ。

（くっ、まさか子供特有の『年上＝おばさん』理論に、俺のイケメン台詞が玉ぎよく砕さいされるとは！　こんなはずじゃなかったのに……くぅ）

　ユヅルが思いっきりがっくりしていると。

「でもあの子、普ふ通つうにいい子だったわね。ユヅルほどじゃないけど、成長したら可愛かわいくなりそうだったんだから！」

　と、聞こえてくるフィオネの声。

　そして。

「可愛い云うん々ぬんは別として、ユヅルにしっかりお礼を言いに来たのは偉いのじゃ。まぁユヅルがこの街にした事を考えると、さして驚かない事ではあるのじゃがな」

「きっとあのような子供は、この街に大勢いるのだろうな。キリエの一件にみんなで関かかわった身としては、誇らしい気分だ」

　フィオネの言葉に同意を示すのは、ミオンとシラハである。

「…………」

　ユヅルは三人のやり取りを聞きながら、先ほどの子供の事、そしてあの屋台の店主の事について考える。

　二人とも笑え顔がおで、心の底からユヅルへと感謝してくれていた。二人ともユヅルと顔見知りでもなんでもない人物、ひょっとしたら今初めて会ったかもしれないのにだ。

　ユヅルにとってそれは初めてだった。

　ゲームを除いて、知らない人からリアルで面と向かってそんな事を言われるのは、生まれて初めての経験だったのだ。

　だからこそ、ユヅルはこう思う。

（イケメンアピールは出来なかったけど、あの子に感謝されたしまぁよしとするかな。俺らしくないけど、たまにはこうやって感謝されて気分よくなるのもいいもんだな）

　ユヅルは一人頷くと、残っていた串料理を口へと運ぶのだった。







第二章　襲しゆう撃げきされるギルドハウス







　時は夕暮れ、場所はギルド『エクリプス』のギルドハウス――二階が吹き抜ぬけになっている一階リビングにて。

「機き嫌げんがよさそうだな、ユヅル」

　ユヅルがソファーの上で横になりくつろいでいると、聞こえてくるのはシラハの声である。

　彼女はソファーの背もたれの方から身を乗り出し、ユヅルを覗のぞき込むように言ってくる。

「やはり普ふ段だんは気にしていなくても、いざああいう事を言われると嬉うれしいものか？」

「あぁ、まぁそうだな。俺はああいう経験あんまりなかったから、嬉しいか嬉しくないかで言えば……まぁ、うん」

「なるほど。ユヅルはああいう事を言われると、照れくさくなるようだな……ユヅルの弱点、しっかりと覚えておこう」

「いや、別に照れてなんてないからな！」

　シラハの言うああいう事とは、昼にあった屋台の店主の事。そして、その後の男の子の事だけではない。

　実はあの後にも何件か似たような事があったのである。

　ユヅルはキリエと戦って領主の座を得たのち、ギルドハウスの管理や件くだんの税の事などで忙いそがしかった。そのため、外に出る機会があまりなかったのだ。

　それこそ、出たとしてもギルドハウスの周りを散歩するくらいである。

　つまり、ミオン達ギルドメンバー以外とあまり触ふれ合う機会がなかった。

　故にユヅルは知らなかったのである。

（まさか俺があんなに大勢の人から感謝されているなんてな）

　そう、ユヅル自身、タオから感謝されているのは知っていた。キリエを倒す話になったのはタオの件があったからなので、そんな事はさすがの彼もわかっている。

「…………」

　ユヅルは思い出す――食事が終わってから見て回ったトランタの街、そしてギルドハウスへの帰り道。そこで何人もの人に声をかけられ、お礼を言われた事を思い出す。

『ありがとう』

『あんたのおかげで、家族全員助かった』

『あたしたちはユヅルを応援してるわ』

　多くの大人、多くの子供がユヅルに感謝の言葉を伝えて来た。

　中にはわざわざ家に引き返し、お礼の品まで持ってこようとした人も居たくらいである――もっとも、お礼の品についてはさすがに悪いのと、持って帰るのが面倒だったため全力で固辞したが。

「でもまさか、あの固辞したお礼の品についても『なんて謙けん虚きよな人なんだ、素す晴ばらしい』って褒ほめられるとは思わなかったな」

「いや、私は正当な評価だと思う」

　と、シラハが真ま面じ目めな様子で言ってくる。

「そもそも前提にこの街を救ったユヅルだからこそというのはあるが、ああいうところでほいほい物を貰もらうか貰わないか。そこには確実に人間性が出てくるものだからな」

「そういうものか？」

「そういうものだ。つまり――」

「つまりユヅルは最高の男って事なんだから！」

「そうなのじゃ。つまりはそういう事なのじゃな」

　と、シラハの言葉に続けて言ってきたのはフィオネとミオンである。

　彼女達はシラハと同じく、ソファーの背もたれからユヅルを覗き込むようにし、それぞれ順に続けてくる。

「謙虚かどうかは置いておくとしても、シラハの言う通りあれは正当な評価よ。お姉ちゃんの事だから、フィオネが言うのはアレだけど。ユヅルはこの街の住民から感謝されるだけの事を、しっかりとやってのけたんだからね！」

「その通りなのじゃ！　言ってみればユヅルはこの街の英えい雄ゆうなのじゃ！　だからこそ、大人からも子供からも感謝されるのじゃ！　もっと胸を張って自じ慢まんしてもいいくらいなのじゃ」

「フィオネとしては、ユヅル領主着任記念日とか作ればいいと思うんだから！」

「それは余も同感なのじゃ。みんなで美味おいしい物を飲み食いしたり、ユヅルを称たたえるパレードをしたりすればきっと楽しいのじゃ」

「い、いや二人とも……さすがにそこまで行くとやりすぎだと。というか、そのままエスカレートすると暴君のような末路を辿たどる気がするのだが」

　と、異議を唱えるのはシラハである。

　彼女はユヅルから見ても暴走気味だったフィオネとミオンの会話に、割り込むようにして言う。

「先ほどの謙虚の話ではないが、そこまでやってしまうと謙虚さがまるでないぞ！　ユヅルを称えるパレードをし、駄だ目め押おしでユヅル像とか立ててしまえば、雰囲気はどんどん暴君に近づいていく！　そうなれば待っているのは確実に破は滅めつだ！」

　確かに。

　ユヅルはそんな未来を想像してみる。

（行われる俺を称えるパレード、周囲に立つ俺の銅像。住民の税で豪ごう遊ゆうするギルドメンバー……だけどそんなある日、過税に耐たえかねた住民が立ち上がって、俺の銅像をロープで引ひき倒して――）

「……うん」

　ありそー。

　ユヅルは一通りそんな未来を想像し、フィオネとミオンが描えがいた方向性には絶対にいかない。そんな事を心に強く決め――と、その時。




　突とつ如じよ響ひびく窓ガラスが割れる澄すんだ音。




「な、なんだ!?」

　と、シラハのそんな驚おどろきの声。

　ユヅルは彼女が声を出すより先にソファーから飛び起きる。そして、その手に白銀の装そう飾しよく銃じゆう《リベルテ》を握にぎり、割れた窓の方を見る。

　するとそこに居たのは少女である――特とく殊しゆ部隊よろしく窓をぶち割り侵しん入にゆうしてきた少女。

　片手にショットガンを持ち、フィオネによく似た容姿を持ったその少女。フィオネと似た雰囲気を醸し出しながらも、決して露出の多くない服を纏まとったその少女の正体は。

「え、お姉ちゃん!?」

　そう、それはフィオネの姉――キリエ・フィルハート元男爵であった。

　襲しゆう撃げき者しやの正体こそすぐにわかったものの、ユヅルには襲撃者の目的がわからない。

（キリエとはこの前やりあったばかりだから、俺に負けてギルドハウスを奪うばわれた事への怨えん恨こんという可能性もあるけど。キリエがそんな性格じゃないのは、戦った俺が一番よくわかってる）

　それに何より、このギルドハウスはユヅルの物になってはいる。だがしかし、実際はキリエからフィオネへのプレゼントという体ていになっているのだ。

　つまり、怨恨の線は限りなく低い。

　しかし、ユヅルから見るキリエの目には、凄すさまじい怒いかりが感じられる。

「あー……っと、フィオネも居る事だしお前とはあんまり戦いたくないんだけ――」

　直後、ユヅルの言葉を遮さえぎるように響いたのは銃じゆう声せいである。

　キリエが頭上に銃口を向け、発はつ砲ぽうしたのだ。

「なるほど、要するに引く気はないって事か？　俺としては戦いたくないってのは本音だけど……せっかく手に入れた新居の窓ぶち割られて、天てん井じように穴まで空けられてさ。ここまで挑ちよう発はつのオンパレード食くらった後戦うとなると」

　ユヅルは眼がん光こう鋭するどく襲撃者キリエを睨にらみ付つけると言う。

「手を抜けな――」

「ユヅル待って！」

　と、またも遮られるユヅルの声。

　だが今度ユヅルの声を遮ったのは、フィオネの声である。

　彼女はたたっとユヅルを守るように立つと、キリエへと言う。

「お姉ちゃんこれ、どういう事!?　どうしてお姉ちゃんがいきなりフィオネ達を攻こう撃げきするのよ！　意味がわからないんだからね！」

「わたしの目的はあんたじゃないわ……あんたでもなければ、シラハでもミオンでもない」

　と、キリエはショットガンこそ下ろしたものの、一いつ触しよく即そく発はつといった空気を纏わせ。







[image: ]







「わたしの目的はユヅル。そこのふざけた奴を今度こそ倒す……場合によってはフィオネ、あんたも力ずくで奪い返かえすわ」

「ユヅルが目的、それにフィオネを奪い返すって……な、なんでよ！　お姉ちゃんはユヅルの事認めたって言ってたんだからね！　このまえ二人で話した時だって、お姉ちゃん無意識だと思うけど、ユヅルの話ばっかりしてたんだからね！」

「う、うるさい！　あんたは余計な事言わなくいいの！」

　フィオネが言った事は本当だったに違いない。

　キリエは図星を突つかれたのがよほど恥はずかしかったのか、顔を真っ赤に染める。

　だが、彼女がユヅルに抱いている怒りも相当に大きいのか、またも怒りの雰囲気を纏い。

「フィオネ、とにかくそこをどきなさい。わたしにあんたへの敵意はないわ」

「いや！　絶対にどかないんだからね！」

「いい加減にしなさい……あんたはユヅルに騙だまされてる。そいつがどんな悪人か理解していないわ。自分で言うのもなんだけど、そいつはわたし以上の悪人よ……金の亡者が可愛く見えるくらいのイカレ野や郎ろう、それがユヅルの正体なんだから」

「ユヅルの悪口を言うなら、お姉ちゃんでも許さないんだからね！」

　ミイラ取りがミイラになる。ではないが、フィオネはそんな事を言って、ついにサブマシンガンを取り出し、その銃口をキリエへと向けてしまう。

　一方、それを見たキリエも怒りで冷静さを失っているに違いない。フィオネの行動に対し、弾はじかれたようにショットガンを構える。

　もはやこうなってくると泥どろ沼ぬま状態である。

（キリエがどうしてこんなに怒おこっているのか、どうして襲撃してきたのか。事の真相は全くわからないけど、ここはフィオネを守るためにも一戦交えるしかないか）

　ユヅルがそう判断し、キリエへの攻撃を仕し掛かけようとしたまさにその時。




「二人とも少し冷静になれ！　ユヅルもそんな切せつ羽ぱ詰つまったような顔をするな！」




　ギルドハウス内に響いたのはシラハの声である。

　彼女はまさに女おんな騎き士しといった雰囲気を醸し出し、フィオネの横――キリエと向かい合うような位置まで歩いていくと言葉を続ける。

「いったいどういう事か説明してもらえないだろうか？　こちらとしては、攻撃される理由が全くわからない。それにもかかわらずギルドハウスを破は壊かいされ、ユヅルを罵ば倒とうされるのは正直不快だ。もしも、あの時フィオネが銃じゆうを抜かなければ、私が抜いていた程度にな」

「不快、ね。あんた達は……そこに居るユヅルは不快にされて当然の事をした」

　と、キリエは全く怯ひるむ事なく、シラハに対たい抗こうして言う。

「ユヅルはわたしが、今この場で倒す。これは正当な裁きよ……臭くさい言い方だけど、正義はわたしの方にあるんだから」

「正当な裁きと言ったな。なら、その正当な理由というのを、この場で教えてもらいたい」

「わたしがあんたに、それを逐ちく一いち説明する義務はある？」

「もしそちらの理由が本当に正当なものなら、ユヅルを好きにするといい。もっとも、私はユヅルを信じている。ユヅルは悪人などでは断じてないとな！」

「…………」

「…………」

　無言で睨みあうシラハとキリエ。

　二人はお互たがい一歩も譲ゆずらないといった様子で、そのまましばらく睨みあう。

　だが、やがてキリエがため息一つ。

「……いいわ。話したとしても、ユヅルの罪が確定するだけ。時間の無む駄だだっていうのはわかっているけど、そこまで言うなら話してあげるんだから」

　そうして、彼女が語り出した事をかいつまんで言うと――。




　時は数日前の夜にまで遡さかのぼる。

　キリエはかつてのギルドメンバーであるエース、ビィ、シィこと、ユヅルも知っている世紀末三兄弟のもとへ向かったそうなのだ。

　ユヅルとキリエの間で起きたあの戦いの最後、彼女を裏切った世紀末男――キリエも思うところはあるらしいのだが、元の仲間という事で結局は仲直りしたそうだ。

　さて、話は戻もどって件の夜。

　キリエは世紀末三兄弟と飲み話をするために、彼らが住んでいる路地裏に向かった。

　しかし、そこに彼らは居なかった。

　これだけならば、いつも居る場所に居ないだけ――きっとどこかに出かけているに違いない。と、そう判断して終わるのだが。

　今朝、世紀末男達がキリエのもとに泣きついてきたようなのだ。そして、その泣きついてきた内容こそ、彼女がユヅルを襲撃した理由に直結している。

　世紀末男が泣きついてきたその理由、それは――数日前の夜。ちょうどキリエが世紀末男たちのもとに向かったというあの夜、時間にしてキリエが到とう着ちやくした少し前の事。

　ユヅルが現れたというのだ。

　世紀末男達の前に現れたユヅルは、本格的な戦せん闘とう態勢に入っていなかった世紀末男達へ一方的な攻撃を開始。

　最終的に世紀末男を皆みなデスらせたというのだ……それも世紀末男達に「弱すぎる」と、冷たい声をかけながら。

　かつての仲間が理由もなく一方的にやられた。それも、キリエの大切な妹を預けているユヅルにである。そうなった以上、彼女が黙だまっていられるわけがない。

　故ゆえにキリエはこうして、ユヅルのギルドハウスに攻撃を仕掛けて来たそうだ。




「なるほど」

　キリエが襲撃を仕掛けて来た流れ、その正当性に関してのみについて考えるならば、彼女は全面的に正しい。誰だれがどう聞いてもユヅルが悪い事など、すぐにわかる。

　しかしである。

「ちょっと待つのじゃ！　ユヅルはそんな深夜に一人で出かけたりしていないのじゃ！」

「ミオンの言う通り！　それなら私たちが証明できる！」

　と、ユヅルを弁護してくれるのはミオンとシラハである。

　そう、その通りなのだ。ユヅルはその時間帯に外出してなどいない――しかも、一人で出歩くなどは確実にしていない。

　なぜならば、ユヅルがこの世界に来てからというもの、だいたいミオンが傍そばに居た。そして、シラハとフィオネが新たに仲間に加わってからは、だいたい三人で過ごしている。

　故にユヅルがその時間帯、一人で出歩いていない事は仲間達が証明してくれる。

（ただ、一つ懸け念ねん事じ項こうがあるとすれば、それをすんなりキリエが信じるかだよな）

　ユヅルがそう考えた理由は簡単である。

　ユヅルの仲間であるミオン達がいくらそんな事を言っても、キリエからすれば『どうせ仲間を庇かばっているだけ』と捉とらえられかねないからである。

　というより、もしもユヅルがキリエの立場ならば、確実にそう捉える。

　仲間を庇いたい。

　家族を庇いたい。

　そう考えるのは、人として当然の事なのだから。

　なとと、ユヅルが考えていると。

「そんな事、私が信じられるとでも思ってるの？」

　聞こえてくるキリエの声。

　彼女はやはりミオンやシラハの事を頭から信じていない様子で。

「そんな弁護、後からいくらでも言えるんだから。それにあんた達、さっきの言動からして相当ユヅルを慕したってるっていうのがわかるわ。そんなあんた達がユヅルの為ために嘘をつく……至し極ごく当然の流れね」

「なっ!?　余は嘘なんてつかないのじゃ！」

「そうだ！　私達は嘘などついていない！　ユヅルの前では誠実でいたいからな！」

　と、ミオンとシラハは反論するが、当のキリエは全く聞く耳持たずといった様子で。

「じゃあ証しよう拠こでもあるの？　その時間にユヅルが外を出歩いていない……出歩いていたとしても、あんた達と一緒にいたから無罪。それを証明できる証拠があるなら、わたしだってユヅルが無罪だって認めてあげるんだから」

「しょ、証拠……証拠は……ユヅルは余と一緒に寝ねているのじゃ！」

「なっ!?　男女で一緒に寝ているだと!?　で、ではなく、今はそうではなくてだな！」

　キリエの言葉に対し、明確な証拠と言えるほどの答えを返せないミオンとシラハ。

　そんな二人に対し、キリエは「そらみたことか」と、まるでそう言っているかのような表情をするが。




「二人が言っているのは本当なんだからね！」




　と、フィオネの声が響ひびき渡わたる。

　彼女は彼女に似つかわしくない、とても真しん剣けんな様子の表情を浮うかべ。

「ユヅルは夜に出かけたりしてないんだからね！　証拠はないけど、フィオネはちゃんと見てるんだから！　ユヅルが何をしてるか、いつもちゃんと見てるんだからね！　ユヅルは寝る少し前まで、ずっと頑がん張ばってるわ。報告書と向き合ったり、ギルドハウスの整理をしたり……いつもいつもみんなの為に頑張ってるんだから！」

　フィオネのキリエに向けた、ひたすらに感情が込められている言葉はなおも続く。

「ユヅルは嘘をついたりしない、悪い事をしたりもしない！　フィオネが信じてるユヅルは……フィオネが大好きなユヅルは、そんな事を絶対にしないいい男なんだから！　それでももしお姉ちゃんがユヅルを信じられないなら……ユヅルを攻撃するなら、ユヅルの事はフィオネが守るわ！」

「フィオネ、あんた……っ」

　と、少したじろいだ様子のキリエ。

　いくらキリエでも実の妹であるフィオネにここまで言われれば、多少は心境に変化があったに違ちがいない。

「はぁ……わかったわよ。フィオネ、あんたがそこまで言うなら話くらい聞いてあげる。頭っから否定しないで、ちゃんと考えるから……それでいいわね？」

　言って、キリエはフィオネの方へ近づくと、ぽふぽふ彼女の頭を撫なでる。

「うん♪」

　直後聞こえたのは、フィオネのそんな嬉しそうな声だった。





●●●






　時はキリエ襲撃事件から数分後。

　現在、ユヅル達いつもの四人と、そこにキリエを合わせた計五人は、それぞれ椅い子すに腰こし掛かけ話していた。

　もちろん、その話の内容とは先ほどまさに揉もめていた件――ユヅルは無罪なのかどうかという事についてである。

「シラハとミオンはともかく、わたしの妹であるフィオネは男を見る目があるわ」

「いや、ちょっと待て。それでは私が男を見る目がないみたいではないか」

「余も男を見る目はあるのじゃ。キリエの言葉は心外なのじゃ！」

　と、キリエに異議申し立てをするシラハとミオン。

　だが、当のキリエはそんな二人の言葉を見事にスルーして続ける。

「そんなフィオネが信じてるユヅルが、エースたちを意味もなく襲おそったなんて……そうね、正直わたしも考えたくはないわ。そこで一つ、わたしの方からユヅル……あんたに質問したいんだけど」

「あぁ、自分の誤解を解くためだし、答えられる範はん囲いでなら何でも答えるよ」

　すると、キリエは「上等」と呟つぶやいてから、言葉を続けてくる。

「あんたエースたちに何かされた？　わたしとの戦いが終わってから数日、その間にエースたちに何か――そうね、例えばあの三人を一方的に倒さなければ気が済まないような事をされたりした？」

「されてない。というか、正直世紀末男……エースたちにはあれっきり会ってないよ」

「そう……正直これを言うのは何だけど、エースたちはいつもあんたの恨うらみ言ごとを言っていたわ。だから、ひょっとしたらエースたちが何かして、返り討うちにあったっていうのを考えてたんだけど、違うみたいね」

「あぁ、重ねて言うけど何にもされてないし、俺おれも何にもしてない」

「わからないわね……あんたと話して、余計にわからなくなったわ」

　と、キリエは口元に手をやると、まるで考える人のようなポーズで。

「まだよく話してなかったから、一方的にユヅルを疑ったけど……話せば話すほど、あんたが一方的にエースたちを襲うような奴やつとは思えないわ」

「お姉ちゃんだって最初から、ユヅルが本当にやったのか不ふ審しんがっていたのはわかってるんだからね！　じゃなかったら、最初にショットガンを撃うったあの時……お姉ちゃんの性格からして真っ先にユヅルを狙ねらうはずなんだから！」

「フィオネは口を挟はさまなくていいの。今はわたしとユヅルで話してるんだから」

　キリエは途と中ちゆうで言葉を挟んできたフィオネを、ぐぐっと押おし返すと言ってくる。

「ユヅルが思っていた以上に信用できそうっていうのは認めるわ。だけど、わたしは同時に元ギルドメンバー――エースたちの事も信じてる。あいつらがいくら恨んでいるユヅルが相手とはいえ、人を貶おとしめるような事をするとは思えないわ」

「エースたちが見たのは、本当に俺だったんだよな？」

「間ま違ちがいないわ。実際にその目で見て、言葉も交かわしたって言っていたんだから」

「言葉も交わした、ね」

　ますますもってユヅルには心当たりがない。

　そもそも、ユヅルは世紀末男の本名すら知らなかったのだ。

　そんな関係性の薄うすさなのだから、彼かれらが夜中にどこで生活をしているかなど当然知っているはずもない。

　キリエではないが、ユヅルもますますわからなくなってきた。

　もういっそ、ユヅルは二重人格で、隠かくれた人格である裏ユヅルが深夜獲え物ものを求めて……とかならわかりやすい。のだがまぁ、当然そんなわけもない。

「あ～じゃあ、その時の俺……わかりにくいからユヅルもどきって呼ぶけど。そのユヅルもどきには何か特とく徴ちようはなかったのか？　例えばこうこうこういう場所が違ったとか」

「ユヅルもどきって……安直なネーミングをするのね、あんた。まぁいいけど」

　キリエはため息一つつきながら、言ってくる。

「エース達の話によると、何もかも一緒だったみたいなんだから。そのユヅルもどき？は、あんたと何もかもが同じ。声も、服装も、使っている武器も――」

「待て、今なんて言った？」

「な、なによ？　使っている武器も一緒って言っただけなんだから！」

「使ってる武器も一緒？　バカな、ありえない」

　服装が一緒なのはわかる。

　そんなものは、オークションなどで同じ服や装備を買えばいいだけの事だ。

　だが、武器が同じという事はあり得ないのである。

　その理由は簡単――ユヅルの武器《リベルテ》はこの世界に一丁しか存在していない銃なのだ。

　この《リベルテ》を入手する方法はただ一つだけ。それはあの暴ぼう虐ぎやくの旧王を打ち倒たおす事であり、それ以外にはない。

（そして、あの暴虐の旧王は一度倒たおしたらもう二度と出現しない。つまり、この世界において《リベルテ》を手に入れる方法は皆かい無む。俺が今持っているこの《リベルテ》以外に、《リベルテ》が存在している状じよう況きようはありえない）

　故にユヅルは信じられないという気持ちで、キリエへと言う。

「本当にそれは、同じ銃だったのか？」

「や、やけにくいつくわね、あんた。エース達が、銃の外見が似ているって言っていたのもそうだけど、性能的にもすごい威い力りよくだったみたいだし……そんな銃はあんたの《リベルテ》以外に考えられないと思うわ」

　外見的にも能力的にも《リベルテ》に酷こく似じしている銃。

　二つの要素で酷似しているというのならば、かなり信しん憑ぴよう性せいがあるに違いない。

「…………」

　ユヅルと似たような姿をし、この世界に一丁しか存在しない《リベルテ》を持つユヅルもどき。いったい彼は何者なのだろうか、いったい何の目的でそんな事を――。

「ユヅルと同じ姿……存在しないはずの二丁目の《リベルテ》……まさか、なのじゃ」

　と、それまで沈ちん黙もくを続けていたミオン。

　彼かの女じよはここに来てやや青い顔になりながら、ぶつぶつそんな事を喋しやべり出す。

　その様子からして、ミオンがユヅルもどきの件について心当たりがあるのは明白だ。

「ミオン、何か心当たりでもあるのか？　顔色もあんまりよくないし、話したくなかったらいいけど……もし打ち明けて楽になる類たぐいの事なら、適当でもなんでも聞くけど」

「い、いや、その……別にこうという確証があるわけではないのじゃ。ただ、その」

　と、何やらはっきりとしない様子のミオン。

　普段のミオンを知っているユヅルとしては、今の彼女に凄まじい違い和わ感かんを覚える――確実に何かある。ミオンはキリエとユヅルのやり取りから、何かとんでもない事に気が付いたに違いない。

　ユヅルはそう思いつつも、ミオンが話してくれるのを待っていると。

「これはひょっとしたら、見当はずれの事かもしれないのじゃ。だから、もしかしたらそうかもしれない……それくらいに思って聞いて欲ほしいのじゃ。と、その前にもう一度確かく認にんなのじゃが」

　ミオンはキリエの方へ向き、言葉を続ける、

「世紀末男達たちが見たユヅルは、銃はともかくとしても、確実にユヅルの姿をしていたのじゃな？　似ているや、服装だけ一緒だったではなく、完全に同じだったのじゃな？」

「そこに関しては見み間ま違ちがえていないはずよ。いくら暗いと言っても、その場にはたき火の明かりもあったみたいだし。えぇ、さすがにその距きよ離りでエース達が見間違うのはあり得ないわ」

「わかったのじゃ……」

　と、ミオンはゆっくりと頷うなずき喋り出す。

「余は一人だけ知っているのじゃ。人と全く同じ姿に化ける事が出来る存在を……そして、余は一つだけ知っているのじゃ。一つしか存在しないはずの《リベルテ》を、もう一つ作り出す事のできる固有スキルを」

　人と同じ姿に化ける。そして、一つしか存在しない武器をもう一つ作り出せる固有スキル。

　もしもそんなものがあるとするならば、確かに今回の件は解決する――何者かがユヅルに化け、《リベルテ》と全く同じものを作り出し、世紀末男達をデスらせたのだ。

　その理由こそ未いまだ不明だが、最低限の事は解決した事になる。

　であるならば、ユヅルがミオンに聞く事は一つだけである。

「それでミオン、それはいったい誰の――」

　それはいったい誰の事だ。と、ユヅルがミオンに問おうとしたまさにその時だった。




　再び聞こえる窓ガラスが割れる澄んだ音。

　割れた窓ガラスから侵入してくる二つの影かげ。




　そんな新たなる襲撃者の内の一人がこう言ったのは、まさにその時だった。

「いつまで経たっても戦いが起こらない！　そう判断するや否いなや、臨機応変に行動指針を変える！　それが出来る狐きつねことわたくし、創世神カノンなわけですし！」







第三章　妹いもうと無む双そうの始まり







　一度目はキリエによって、二度目は謎なぞの襲撃者二人によって割れる窓。

「厄やく日びか、今日は！」

　ユヅルはそんな数十分おきに割られる窓ガラスを見て、思わず感想をそのまま口に出す。

　だが、嘆なげいてばかりもいられない。

　このギルドハウスはユヅルのもの。そこに襲撃をかけられたのならば、ギルドハウスとメンバーを守るためにも、応戦する必要があるのは当然の事だ。

　さらに、今はキリエという一応の客がいるのだ……彼女に被ひ害がいを出してしまえば、ギルド『エクリプス』の名に傷がつくというもの。

「キリエ！　お前は客だ！　下がってろ！　フィオネ、キリエの護衛を頼たのむ！」

「わかったんだからね！」

「なっ、わたしは別に護衛される必要なんか！」

　ユヅルの言葉に対し了りよう承しようするフィオネ。そして、異を唱えてくるキリエ。

　襲撃者が何者か、何が目的なのかわからない以上、後者を懇こん切せつ丁てい寧ねいに説とき伏ふせている暇ひまはない。

　ユヅルは心の中でキリエに詫わびつつ、彼女を無視。そのまま襲撃者の前へと立ちふさがり。

「テンプレートだけど、言わせてもらう。何者、だ……おま――」

　そんなユヅルの言葉はすぐに勢いを失い、やがて止まってしまう。

　なぜならば。

「お前……シズネか？」

　そう、襲撃者の片方が顔見知りだったのである。

　だが、いくら襲撃者が顔見知りだったとはいえ、ユヅルはここまで驚いたりはしない。

　彼がここまで驚いた真の理由は、襲撃者が顔見知りでありなおかつ……この世界『フィールダウト』に存在するはずがない人物だったからである。

　その人物とは。




「久しぶりです……兄さん」




　言ってくる物静かな口調の少女。

　鴉からすのように美しいミディアムショートの黒くろ髪かみ。やたら露ろ出しゆつの多い服の上に羽織っているのは、黒を基調としたロングコート。そして、チョーカーや袖そでの一部、靴くつなどに赤のワンポイントを入れているその少女。

　ユヅルはそんな彼女の事を――その少女、モガミ・シズネの事をよく知っている。

　なんせ、その少女は正しよう真しん正しよう銘めいユヅルの家族。今も地球で暮らしているはずの義ぎ妹まいなのだから。

「いや、久しぶりです……って、なんで、シズネがここに居るんだよ？」

「なんで？　兄さんは相変わらずおかしな質問をしますね」

　と、シズネはジトーッとした怠だるそうな視線を浮かべ言ってくる。

「兄さんがこの世界に来たから、わたしもこの世界に来たんです」

「俺が来たから、来た？」

「はい……わたしは兄さんの妹です。妹が兄の傍にいて何か変な事がありますか？　妹が兄の後を追ってやってきた。妹はいついかなる時も兄と共に、兄と添そい遂とげる生き物なんです……これはそれだけの事です」

「それだけの事って……」

　シズネのエキセントリックな妹理論は置いておくとして、ユヅルは思わずシズネの言葉を、心のなかで「ありえない」と否定する。

　なんせ、シズネの言っている事が真実であるはずがないのだ。

　シズネは先ほどこう言った――『兄さんがこの世界に来たから、わたしもこの世界に来た』と、確かにこう言ったのだが、これこそがありえない事なのだ。

　その理由は簡単だ。

　この世界を作った女め神がみミオンがユヅルに直接言ったのだ。この世界に転移出来るのは、あのゲーム『フィールダウトα』を愛している人間のみであると。

　そして、ユヅルが知る限りシズネはあのゲーム『フィールダウトα』に、微み塵じんも興味を抱いだいていなかった。

　彼女はゲームにこそ興味を持ち、ユヅルと結構対戦したりはしていた。

　しかし、いわゆるＭＭＯやＭＯ系のゲームにはまるで興味を示さなかったのだ。

　もちろん、シラハのようにこのゲームの世界観に惹ひかれて……という事もあるが、ユヅルが知っているシズネは世界観などに興味を抱くような奴ではない。

「お前、この世界にどうやって来た？　それに目的はなんだ？」

「どうやって来たか……ですか。それは」

　と、シズネは視線をもう一人の人物へと送る。

　ユヅルが彼女に釣つられて視線を移動させると、そこに居たのはもっふもふの狐きつね耳みみと狐きつね尻尾しつぽが特とく徴ちよう的てきな少女だった。

　どことなくミオンに似た雰ふん囲い気きの髪かみ形がたと瞳ひとみを金色に輝かがやかせ、現代風にアレンジされた巫女みこ服ふくを着こなし、腰こしに差す神楽かぐら鈴すずと片足の文様が特徴的なその少女。

　現在、そんな狐きつね娘むすめの少女がユヅルの視線の先で偉えらそうに両りよう腕うでを組み、ドヤァッといった様子で尻尾をふりふりしているのだ。

（シズネのインパクトが強すぎて見えてなかったけど、こっちはこっちで十分インパクト強いな。それに気のせいか、こいつ突とつ入にゆうしてきた時に自分の事を『創世神』とか言ってなかったか？）

　そう、ユヅルの聞きき間違いでなければ、この狐娘の少女はこう名乗ったのだ。

　創世神カノンと。

　ユヅルはその名前にこそ聞き覚えはない。

　だが、創世神という肩かた書がきの方には大分聞き覚えがあった。なんせ――。

「カノン！　どうしておぬしがここに居るのじゃ！」

　と、ユヅルがカノンに問いかけようとするよりも先、部屋に響くのはミオン声である。

　彼女は珍めずらしくイライラとした様子で、ユヅルの横に並び立ちカノンへと言葉を続ける。

「おぬしは女神なのじゃ！　女神は世界へ直接干かん渉しようする事を禁止されているのじゃ！」

「どの口がいうわけですし！　ミオンだってこの世界にそうやって足を着けている以上、わたくしに何か言える立場じゃないわけですし！　同類なわけですし！　まぁ、同類と言っても、妹であるわたくしの方が優すぐれているのは確定事じ項こうなわけですし！　妹より優れた姉はいないわけですし！」

「おぬしの妹至上主義など聞いていないのじゃ！　余にはしっかりとこの世界に干渉している理由があるのじゃ！　余はちょっとした事故から、ユヅルを見守る必要が――」

「事故から見守る必要？　普ふ段だん感情を表に出ださなくて、何もかもつまらなそうに作業してるミオンがそんなにべちゃくちゃ感情的に喋る……妹のわたくしにはお見通しなわけですし！　ミオンはそこのユヅルと居るのを楽しんでいるだけなわけですし！」

「ぬっ、ぐぐぅ……なのじゃ」

　ミオンはズビシッと突きつけられたカノンの指に、珍しく押され気味である。

　それはともかくとして、ユヅルはミオン達の会話から拾い上げた情報を整理すべく、そのミオン本人へ言う。

「あの狐娘……カノンだったか？　あれってミオンの妹なのか？　全然似てないけど」

「残念な事に妹なのじゃ……腹はら違ちがいなのじゃが、妹という事になっているのじゃ」

　と、苦虫をかみつぶすような顔のミオン。

　どうやら姉妹関係はあまりよろしくないに違いない。と、ユヅルがそんな事を考えていると、再びミオンが言ってくる。

「先ほど話していた話題――世紀末男達を襲ったのが誰かという事なのじゃが。十中八九、カノン達で間違いないのじゃ」

「この状況だから、そうだろうとは思ってたけど、一応聞いておくと……それはどうして？」

「まずカノンの女神としての力なのじゃ。カノンは余と同じ女神、故に余と同じく女神としての力を持っているのじゃ」

　女神としての力。

　それはミオンが持っている《スーパー女神アイ》の事を言っているに違いない。

　では、いったいカノンの力は何なのか。

　その答えはミオンによって、すぐにもたらされる事になる。

「カノンは女神としての力を二つ持っているのじゃ。でも今回使ったのは間違いなくカノンの十八番……あの狐の女神を象しよう徴ちようとする《オメガ狐化かし》に違いないのじゃ」

「…………」

　ユヅルは思わず黙ってしまった、黙るしかなかった。

（《オメガ狐化かし》……凄まじいネーミングセンスだ。もちろん、マイナス方面に凄まじいネーミングセンス。なんだろうか、ミオンの《スーパー女神アイ》といい……ミオンの一族って全員ネーミングセンスがないのかな）

　ユヅルがミオン一族に若じやつ干かん引いている中、そのミオンは説明を続けてきてくれる。

　その説明をまとめるならば、こんな感じである。




▲オメガ狐化かし


自分もしくは触ふれている対象を、一定時間任意の形に変化させる事が出来る。また、後者に至っては、一度変化させてしまえば手を離しても効果は一定時間同様に持続する。






「なるほどな」

　確かにこの《オメガ狐化かし》の能力ならば、ユヅルがもう一人現れた事にも納なつ得とく出来る……だが、それにしてもこのネーミングセンスはやはりやばい。

「むぅ！　そこの人間――ユヅルから悪意の波動を感じるわけですし！」

　と、言ってくるのはカノンである。

　カノンはネーミングセンスこそ死んでいてもさすが女神。まるでユヅルの内心がわかっているかのように続けてくる。

「さすがはバカなミオンが選んだ男！　品性下げ劣れつもいいとこなわけですし！　やっぱりわたくしの説通り、兄や姉にろくな奴は――もごっ!?」

「兄さんをバカにしないでください」

　突とつ如じよカノンの言葉に割り込み、彼女の口を手で塞ふさぎながら言ったのはシズネである。

　彼女は見てわかる程ほどにググッと手に力を入れ、カノンの口を押さえながら言葉を続ける。

「妹の方が優れている……それは認めます。でも、兄さんは品性下劣なんかじゃありません。妹が至高なら、兄は至宝……ともに愛し、愛されるものです。以前もこの議論はしましたが……カノンさんとはその点、見解の相そう違いですね」

「ぷはっ！　この無礼者！　人間の分際で女神に何しているわけですし！　立場をわきまえないと、酷ひどい目にあうわけですし！」

「すみません、うっかりしていました……狐の分際で（ボソボソ）」

「あ！　いま悪口言った！　悪口が確かに聞こえたわけですし！」

　などなど、シズネとカノンのチームダブルシスターズは、息を合わせて襲しゆう撃げきしてきた割には惨みじめな言い争いを開始する。

　ユヅルはそんな二人を見て思うのだった。

「なぁ、ミオン。あれさ、黙っていても内部崩ほう壊かいするんじゃないか？」

「まぁ、カノンはあの通りの性格じゃからな……それにこう言っては悪いのじゃが、おぬしの妹も大分変わっているのじゃ」

　と、どうやらユヅルの意見に賛成な様子のミオン。

　彼女は「それはともかく」と一呼吸置いて続けてくる。

「あの二人の目的はいまいちわからないのじゃが、襲撃を仕掛けて来た以上、敵意があるという前提で話しておくのじゃ。まず前提としてなのじゃが、カノン本人に戦闘能力はないのじゃ」

「その点はミオンと同じってわけだな。そうなってくると、気をつけるべきはやっぱり」

「おぬしが思っているとおり、シズネの方なのじゃ。シズネ本人のスペックがどれくらいのものか……それは余にはわからないのじゃ。しかし、シズネが持っている固有スキルはわかるのじゃ。そして、それこそが要注意するべきものなのじゃ」

「要注意って、そんなに強力なのかその固有スキルは？」

　ユヅルの問いかけに対し、ミオンは少しの間沈黙したのち言葉を返してくる。

「強力に決まっているのじゃ……余の《スーパー女神アイ》で見た限りあれは、あの固有スキルは余がユヅルのために選んだものに違いないのじゃからな」

「それって……」

　ユヅルはその固有スキルの能力こそ知らないが、存在は知っている。

　なんせその固有スキルは、ユヅルが固有スキル《タイラント》をイレギュラーで手に入れなければ、本来彼に与あたえられるはずだったもの。

　ミオンがユヅルのために選んでくれた最強の固有スキルなのだから。

「固有スキル《バレット・オブ・フルバースト》。それがそのスキルの名じゃ」

　ミオンは言ってくる。そのスキルの名を、そしてそのスキルが持つ能力を。




▲固有スキル《バレット・オブ・フルバースト》　使用回数：無限


このスキルの使用者はフィールダウトに存在するあらゆる武器の完全複製品を、五分間手元に個数制限なく召しよう喚かんする事が出来る。また、召喚した武器は時間を待たなくても、任意の時間で消しよう滅めつさせる事が可能である。

さらに、このスキルで召喚された武器は、オリジナルと同一の性能を有している。しかし、このスキルで召喚された武器には、銃じゆう弾だんやリロードといった概がい念ねんは存在していない。






「といった感じじゃな。まぁ、我ながら少しやりすぎた固有スキルだとは思うのじゃ……いざ敵にまわしてみた今になって、ようやく反省したのじゃ」

　と、ミオンは本当に反省した様子でため息を吐いている。

　ユヅルはミオンから聞かされたこの固有スキルについて、最初はこのように考えていた――好きな武器を好きなだけ召喚できる事がウリの固有スキルである。

　なんせそれだけでも強力だ。

　スキルの文面から考えるに、召喚された武器は五分間で消えてしまうものの、好きなだけ武器を召喚できるのだから。

　だが、この固有スキル最大の脅きよう威いはそうではないのだ。

　ユヅルがそう考えたのは、ミオンが言った『このスキルで召喚された武器には、銃弾やリロードといった概念は存在していない』という部分である。

　一考しただけではピンとこなかったが、要するにこれはＦＰＳやＴＰＳでいうところの弾だん数すう無限、リロード不要という事に違いない。

　これは脅威である。

　なんせ、あのゲームひいてはこの世界における武器は、デメリットとメリットでバランスを取っているのだ。

　例えば、シラハが使っているライトマシンガンにそれを当てはめるならばこうなる。

　あのゲームにおけるライトマシンガンのメリットは、一度に多くの銃弾を連射でき弾だん幕まくを張れるところにある。

　一方のデメリットはリロードに時間がかかる事だが……件くだんの固有スキルを使えば、そのデメリットを完全に消し去れるのである。

　これを脅威と言わないのならば、いったい何を脅威とすればいいのか。

　ユヅルですらそう感じてしまう程の固有スキル。

（固有スキル《バレット・オブ・フルバースト》か……確かに、最強の固有スキルと呼ぶにふさわしい能力を有している。だけど、所しよ詮せん大事なのは使いよう）

　どんなに強力な武器だとしても、持ち主がそれを使いこなせていなければ真価は発はつ揮きできない。はたして、シズネはどうなのだろうか。

　と、ユヅルがそんな事を考えていたその時。

「あーもう！　いいですし！　もう勝手にすればいいですし！　わたくしはどうなっても知らないわけですし！」

「勝手にします……カノンさんの作戦はそもそもわたしに必要なかったので。それにカノンさんの作戦、結局失敗していますし……こんな事になるなら、最初から正々堂々正面から行った方がよかったですね」

　聞こえて来たのは未だ口くち喧げん嘩かしていた様子のカノンとシズネの声。

　彼かの女じよ達たちはなおも続けて順に言う。

「失敗してませんし！　マッチョをけしかけてユヅルの戦力を削そいだところに、シズネを投入して押しつぶす！　マッチョがそこのサイドテールを頼たよったのと、サイドテールがヘタレだったのが計算外なだけだったわけですし！」

「カノンさん……世の中ではそれを失敗と言うんですよ。カノンさんはもう少し、世間について勉強した方がいいと思います」

「おまえみたいな人間には言われたくないわけですし！　無む駄だ口ぐち叩たたいている暇があるなら、早くユヅルをやっつけてみろですし！」

「痛いです……叩かないでください」

　ポカポカ。

　ポカポカポカ。

　このショートコントのようなやり取りはいつまで続くのだろうか。

　と、ユヅルが疑問に思い始めたその時、ついに事は動き始める。

「わかりました……では、これより戦せん闘とうに入ります。カノンさんは――っ」




　シズネの話を遮さえぎったのは雷かみなりのような音。

　室内に響く烈れつ火かのような銃じゆう声せい。




　それと同時に聞こえて来たのは。

「話を聞く限り、あんた達がわたしの敵……わたしの仲間を傷つけたのは、あんた達って事でいいわよね？」

　キリエだ。

　いつの間にやらユヅルの傍そばまで歩み寄ってきていたキリエが、突とつ如じよ銃をシズネとカノンに向けぶっぱなしたのだ。

「あ、お姉ちゃんちょっと……勝手に参戦したらダメなんだからね！」

「そうだ、キリエは元は敵とはいえ今は一応客人！　このギルドの客である以上、私達が守る立場でもあるのだからな！」

　言って、フィオネとシラハがキリエの制止に入る。

　だがしかし、キリエはまるで止まる気配なく、むしろヒートアップした様子でシズネとカノンヘ言う。

「あんた達を今から潰つぶすわ。ユヅルの妹とミオンの妹みたいだけど、そんなの関係ないんだから。あんた達が今ここでわたしにやられる理由……それは、わたしの仲間を傷つけたってだけで十分。だから、フィオネもシラハも、ユヅルも……あんた達は下がってなさいよね！」

「随ずい分ぶんせっかちな人ですね……弱い犬ほどよく吠ほえる、まさにこの事です」

　と、キリエと打って変わって物静かな声はシズネである。

　彼女はキリエが放った銃弾を受け止めた盾たて――今も「この無礼者！　わたくしを盾にするとかありえないわけですし！」と、文句を言っているカノンを放ほうり捨てると、キリエへと言葉を続ける。

「でも、いいです。兄さんの前にキリエさん……って言いましたよね？　あなたから倒たおしてあげます。少しは楽しませてくれそうですし……あぁ、それとも皆みなさんで一いつ斉せいにかかってきますか？　わたしは構いませんよ、絶対に負けませんので」

「言うわね、あんた」

「えぇ……言いましたよ。それが何か？」

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　もうこうなった以上、キリエが二発目の銃弾をシズネへぶち込むのは時間の問題である。

　なんせキリエはフィオネよりクールな印象があるが、その実根本はたいして変わらない。短い付き合いのユヅルですらわかるほどに、彼女は激しやすい。

　そんなキリエがここまで挑ちよう発はつされて、本格的な戦闘行動に移らないなんて事があるだろうか。

　その答えは、否である。

「っ！」

　キリエはユヅルを追おい越こし、シズネへ向かって走り出す。

　更さらに、彼女は再びショットガンを構えると、すぐさまその銃じゆう口こうをシズネへと向ける。

　ユヅルはこの瞬しゆん間かん、キリエの勝利を確信した――一いち撃げき目めはカノンシールドによって防がれたが、この距離でショットガンによる広こう範はん囲い攻こう撃げきを躱かわせるとは考えられない。

　しかも、彼女には銃弾の進む方向を操作する事のできる固有スキル《アバウト・フェイス》があるのだから。

　せっかくこの世界に来たシズネには悪いが、ある意味自じ業ごう自じ得とく。

　今回はユヅルと戦うまでもなく、キリエが彼女を倒して終わりである。

　と、そう考えたユヅルは見てしまった――キリエがショットガンを構えるより早く、キリエが銃口を向けるよりなお早く。シズネがその手に握にぎり、キリエへ照準を合わせている物を。

　ユヅルが見たそれの正体は、ロケットランチャーである。

　キリエとシズネの距離はやや離はなれている。この距離で撃ちあった場合、どう考えてもショットガンでシズネをデスらせる事は不可能。

　一方、ロケットランチャーを打ち込まれてしまえば、キリエがどうなるかなど考えるまでもなくわかる。

「キリエ、避よけろ！」

「っ!?」

　と、ユヅルの言葉にキリエは反応するがもう遅おそい。

（駄だ目めだ！　あんな走り出している状況で、いきなり行動を変えられるわけがない。このままじゃキリエは確実にやられる……だったら、今俺が出来る事は）

　ユヅルは《リベルテ》を引ひき抜ぬくと、それをシズネの方へと向ける。

　それと時をほぼ同じくして、ロケットランチャーから打ち出されるロケット弾だん。

（狙うのはシズネじゃない。今いま更さら、シズネを狙っても遅い。俺が狙うべきは――）




　打ち出されたロケットランチャーの弾の方だ。




　ユヅルは《リベルテ》の引き金を引く。

　少しの遅おくれも許されない極限の時間の中、彼は凄すさまじい速さと凄まじい正確性でもって狙いを付け、なんの迷いもなく引き金を引く。

　その直後、巻き起こったのは爆ばく発はつ。

「きゃっ」

　聞こえるキリエの悲鳴――どうやらキリエは、爆風に巻き込まれてしまったようだ。

　しかし、ユヅルがキリエの前方でロケット弾を撃ち落おとしたので、その被害は最小で済んでいるに違ちがいない。

「ミオン！　キリエを連れて下がってくれ！　フィオネ、シラハ！　あいつは俺おれたちのギルドに対する明確な敵対者だ！　である以上、全員で一気に叩くぞ！」

「わ、わかったのじゃ！　気をつけるのじゃぞ、ユヅル！」

「お姉ちゃんの仇かたきと、エース達の仇……許さないんだからね！」

「キリエの仇討うちというのは複雑だが、それを抜きにしてもおまえの行動は許せん！」

　と、ユヅルの言葉に応じてくれるミオン、フィオネ、シラハの三人。

　ミオンはすぐさまキリエをおぶい、安あん全ぜん圏けんまで退たい避ひ。後者二人はユヅルの左右に並び立ち、共にシズネへと向き合ってくれる。

　一方、そんなシズネはというと。

「ロケットランチャーの弾に銃弾を着ちやく弾だんさせる……すごいです、びっくりしました」

「攻こう撃げきしておいて褒ほめるとか、おまえそれ嫌いや味みか？」

「違います。わたしは本心で兄さんを褒めています……さすがはわたしの兄さん、これくらいやってくれないと困ります」

　と、シズネはユヅルにだけわかる程度の笑えみで、そんな事を言ってくる。

　嫌味でなく純じゆん粋すいかつ単純に褒めてくれているのは結構な事だ。

　だが、出来れば彼女のエキセントリックな思考回路も、それくらい純粋かつ単純になって欲しい。

　そうすれば、このような面めん倒どうな状況にならなかったに違いないのだから。

　もっとも、今更そんな事を思ったところで意味はない。

「それで？　お前は結局どうして攻撃を仕し掛かけて来たんだよ」

「そうですね……ただ教えるのも面おも白しろくないので、こういうのはどうですか？　兄さんが私に勝てたら、教えてあます……というのは」

　と、シズネはユヅルに対し明らかな挑発をしてくる。

　彼かれはそんな彼女の言葉を鼻で笑い飛ばし。

「上等だ……そんなに挑発するなら、乗ってやるよ」

　と言うと同時に、ユヅルは目にもとまらぬ速さでシズネの頭部を狙ねらい、《リベルテ》の引き金を引く。

　すると轟ごう音おんと共に撃うちだされたのは、対象を間ま違ちがいなく射い抜ぬく必殺の銃弾。

　しかし、シズネはここで予想外の行動をとった……それは。

　彼女は「ふふっ」と楽しそうに笑って手をかざし、銃を大量に召喚し始めたのだ。一丁や二丁ではない、同時に数十丁を雪崩なだれの如ごとく召喚したのだ。

　結果、ユヅルが放った弾はシズネに当たる事なく、彼女が召喚した銃の群体のどれかに当たり弾はじけて飛んだ。

（召喚した銃を盾に使うだと!?　っ……これは想定外だったな。まぁさすがは俺の妹と言うべきか。って、褒めてる場合でもないよな）

　シズネと戦うのが徐じよ々じよに楽しくなってきてしまっている。

　ユヅルはそんな内心を表に出さないように努力しつつ、フィオネとシラハへ言う。

「シラハ、弾幕を。シズネの動きが止まったら、フィオネは俺に合わせてくれ」

「わ、わかった！」

「了りよう解かいなんだからね！」

　ユヅルの言葉に了解を示すシラハとフィオネ。

　彼はそんな二人を見て一度頷うなずいたのち、すでにバグらせた《戦術マーカー》を取り出す。そしてそれをシラハへと渡わたし、彼女に追加で行動を指示する。

「シラハ、お前には念のためこれを渡しておく。危ないと感じたり、俺の指示があったりしたら、それをすぐに目の前の床ゆかへ叩き付つけてくれ」

「？　……なんだかよくわからないが、ユヅルがそう言うのなら覚えておこう」

「まぁ基本は弾幕メインって覚えてくれてればいい。用意が出来たらすぐにでも撃ってくれ。お前が撃つと同時に、本格的に行動開始だ」

（シラハの銃弾は目標に当たらないという謎能力持ちだ。だから、一見脅威には感じないかもしれない。だけど、その事を知らないシズネからしたらライトマシンガンによる弾幕は脅威に違いない。なんせ、いくら銃を大量に召喚したところで、いくら素す早ばやく移動しているからといって、全すべての弾を防ぐなんて到とう底てい不可能だからな）

　…………。

　………………。

　……………………。

　と、しばしの静せい寂じやくの後放たれるのは、シラハが構えるライトマシンガンによる圧あつ倒とう的てきな連射――窓を次々に割り、雑貨類を粉々にし、壁かべに無数の弾だん痕こんを刻む銃弾の嵐あらし。

　それを見たに違いないシズネは案の定、動き回るのをやめる。

　そして、彼かの女じよはその場に膝ひざをつくや否や、地面をなぞるように手を横へスライドさせる。

　いったいシズネは何をしているのかと、ユヅルが思った直後。

　現れたのは無数の銃である。

　そう、シズネは目の前に大量の銃を床へ突つき立たてるようにして――まるで剣けんを床に突き刺さす要領で無数に召喚し、即そく席せきの盾としたのである。

「あの固有スキルなんでもありかよ……にしても、ずいぶんな魅みせプレイしてくれるな」

　ユヅルはシズネに面白い戦法を見せられ、一いつ瞬しゆん熱くなりかける。しかし、一時の感情に流され作戦を台無しにしてしまう彼ではない。

　そう、作戦だ――シズネの動きを止めるという作戦は、十分に達成しているのだ。

　であるならば、あとはユヅルがフィオネと合わせて左右からシズネを攻撃すれば――。




「あのライトマシンガンを撃っている人……命中率が悪いですね。銃の盾の裏にわたしが居る部分……一番守りを堅かたくしている部分に一発も当たってないです」




　ユヅルはシズネのそんな言葉に、どうしようもなく嫌いやな予感がした。

「っ！」

　それはユヅルとフィオネがシズネの横に回り、彼女をちょうど射線に捕とらえたのとほぼ同時に起きた。

　なんと、シズネは銃弾を防ぐ盾代わりに使っている無数の銃達のいくつか――ちょうどシズネの正面にあたる位置に突き立っていた銃の数本を、突とつ然ぜん消し去ったのである。

　常識的に考えるならば、シズネは即そく座ざにハチの巣にされるに違いない。

　けれど、彼女に弾は当たらない。

　ライトマシンガンから放たれた弾は、全て見けん当とう違ちがいの方へと着弾する――シラハの特性が悪い方向に働いたのである。

「チェスでいうチェック……というやつです」

　と、シズネは出来た銃の盾の間から、シラハに向けて球体を投げつける。その球体とは《インパクトグレネード》と呼ばれるものである。

　あのゲームにおける《インパクトグレネード》の効果を簡単に表すのならば、このような感じである。

　通常のグレネードと異なり、対象に当たった瞬しゆん間かん、爆ばく発はつを起こすグレネード。

　つまり、ＦＰＳでよくあるように、爆発する前に拾って投げ返す事が不可能なのだ。

　故ゆえに、このままではシラハはデスる。

　シズネもそうわかっているからこそ「チェック」と、そんな言葉を使ったに違いない。

　だが、ユヅルにはシラハを助ける手段がただ一つあるのだ。そして、それを成すための予防線はとうの昔に張っている。

「シラハ！　今だ、《戦術マーカー》を投げつけろ！」

　ユヅルが言うと、シラハは《戦術マーカー》を素早く床へ叩き付ける。




　次の瞬間、ユヅルは独特の浮ふ遊ゆう感かんを伴ともないながら、シラハの前――彼女が《戦術マーカー》を投げた位置へとテレポートしていた。




「なっ!?」

　と、驚おどろきの声を上げるのはシズネである。

　彼女が驚くのも無理はない。なんせ、彼女はこの戦術マーカーバグの効果――投げた位置にテレポート出来るという能力は知らないに違いないのだから。

　けれど、ユヅルからしてみれば驚くのはまだまだ早い。

（頼たのむぞ、《タイラント》！）

　ユヅルは心の中で己おのれが固有スキルの名を呟つぶやき、発動させる。

　そして、そのまま左手を前へ前へと伸のばし……ユヅルとシラハの方へ向かってくる《インパクトグレネード》を。

　掴つかんだ。

　ユヅルは《インパクトグレネード》を、それはもう見事にキャッチしたのだ。

　だが、ユヅルの手にパシッと気持ちいい音を立てて収まったとはいえ、《インパクトグレネード》がそのままでいるわけがない。

　次に待ち受けるのは爆発である。

「いきなりテレポートしたのには驚きましたけど……わたしの勝ちですね、兄さん」

　シズネは笑っている――《インパクトグレネード》の爆発によって、ユヅルとシラハがデスると思っているに違いない。

「まぁ、普ふ通つうはそう思うよな。それが普通だ……だけど、俺は普通じゃない」

　ユヅルがそう言った直後聞こえたのは、《インパクトグレネード》が爆発する轟音……ではなく、ポフッという可愛かわいらしい破は裂れつ音おんである。

　そう、それこそが《インパクトグレネード》の爆発音。

　要するに、《インパクトグレネード》はユヅルの手のひらの中で、風船が破裂した程度にしか爆発しなかったのである。

「…………」

　と、動きを止め珍しく絶句している様子のシズネ。

　ユヅルとしては、バグ技を見てここまで呆ぼう然ぜんと驚いてくれるのは嬉うれしい事このうえない。しかし、今が戦闘の最中である以上、彼女の現状は絶好のチャンスだ。

「みんなの仇、取らせてもらうんだからね！」

　どうやらその事に気が付いたのは、フィオネも同じだったに違いない。

　彼女はそう言って、速さを生かしシズネへと突とつ貫かんしていく。

「っ……うっとうしい人ですね」

　未いまだ気だるげな様子のシズネ。

　だが、彼女はここに来て明白に焦あせっている様子が見て取れた。

　彼かの女じよが焦っている理由は簡単だ――彼女はユヅルのバグ技という想定外の出来事に目を奪われ、接近してくるフィオネへの反応が遅れてしまったに違いない。

　この時、ユヅルは再び勝ちを確信した。そしてそれは、実際に攻撃を仕掛けているフィオネも同じだったに違いない。

　しかし。

「残念ながら、兄さん以外に負けるつもりはありませんので」

　シズネは飛んだ。

　彼女は手をかざし空中にライトマシンガンを次々に召喚するや否いなや、落下が始まる前のそれを踏ふみ台だいにして飛んだのだ。

　まるで八はつ艘そう飛びを彷ほう彿ふつとさせる軽快さで……ゲームの二段ジャンプを彷彿とさせる様子で、彼女は次々とそれらを蹴けって飛び、二階の踊おどり場ばへと着地する。

「ちょっと！　あんた、降りて来なさいよね！」

「…………」

　と、そんな事を言うフィオネをシズネは完全無視。

　彼女は踊り場に着地した後、間かん髪はつ容いれずに手に銃――かつてシラハが使っていたものによく似たスナイパーライフルを召喚してくる。

（高台からフィオネを狙う気か!?　いや、シズネだってフィオネがすばしっこいのはわかっているはずだ。である以上、あの近きん距きよ離りでフィオネを狙うわけがない。仮に俺があいつなら、この状じよう況きようで狙うのは！）

　この状況でシズネが狙うとすれば、それは外れる可能性の高いフィオネではない。

　ユヅルだ。

　狙うなら、シラハを守ったばかりで立ち止まっているユヅルに他ほかならない。

　故に、ユヅルはシズネの照準が定まりきるより先、すぐさま《リベルテ》の銃口をシズネへと向ける。

　しかし。

「遅いです、兄さん」

「その言葉、そっくりそのまま返してやるよ」

　互いに言うシズネとユヅル。

　二人が銃口を向けあったのは、ほぼ同時であった。

「…………」

「…………」

　銃口を向けあい、視線を交かわしあう。そんな何とも心ここ地ちよくも、何とももどかしい沈ちん黙もくが流れる中、それを最初に破ったのは。

「兄さん、大人しく降参したらどうですか？」

　この膠こう着ちやく状態に焦じれたに違いないシズネであった。

　彼女は焦れた様子こそ出さないものの、明確に戦いを終わらせようと続けてくる。

「わたしのスナイパーライフルの照準は、ぴったりと正確に兄さんの頭に付けてあります……わたしが引き金を引けば、それでわたしの勝ちです……あきらめてください」

「冗じよう談だん言うなよ。スナイパーライフルの照準をぴったり俺の頭に合わせてる？　俺もお前の頭にぴったり《リベルテ》の照準を合わせてるよ」

「では、試ためしてみますか？　どちらが精確により早く、相手の頭を撃ち抜けるのか」

「やりたいなら付き合ってやるよ。兄は妹の我わが儘ままに付き合うものだからな」

　シズネは強い。彼女がこの距きよ離りでターゲットを外すとは、到底考えられない。

　だが、それはユヅルだって同じである。

（つまり、このままこの勝負を続けるなら、引き分けになる。だけど、シズネは引き分けなんて勝負のつけ方は望んでないはずだ。あいつは確実に白黒つける派だからな……だからこそ、さっきも俺に降参するように促うながしてきたに違いない）

　それこそがユヅルが考えるシズネの心情であった。

　同時にユヅルは考えていた――もしも、彼のシズネに対する理解が正しいのならば、彼女が次に提案してくるのは、早はや撃うち対決などではなく。

「わかりました……わたしとしても、兄さんとこんな形で勝負するのは不本意でしたし、引き分けになってしまうならなおさらです。決着はまた後日正式な形で――爵しやく位い戦せんでつけましょう……兄さんと二人だけで、互いの全力が出せるように……誰だれの邪じや魔まも入らない、そんな場所で勝負をしましょう――この街の傍にある廃はい城じようとかがいいです」

　と、シズネはそこまで言うとチラッと、フィオネに視線を動かし続ける。

「さっきからわたしを睨にらんでいる金きん髪ぱつさん……あなたもそれでいいですか？　もしどうしてもこの場でわたしと戦いたいなら、仕方ないので戦ってあげます。もっとも、これ以上は人も集まってきてしまいそうですので、時間はかけられませんが」

「あんたみたいな奴やつはこの場ですぐにでも倒してやるわ……だけど、それをするかどうかを決めるのは、フィオネじゃなくてユヅルなんだからね！」

　フィオネはシズネに散々挑発されたにもかかわらず、そんな事を言ってユヅルに任せてくれる。

　ユヅルとしてはそんな彼女の気持ちを汲くんで、ここで勝負をつけさせたいが。

（このままここで戦うのは色々と問題がある。小さな問題から言うと、このままここで戦うと、せっかく手にいれたギルドハウスがどんどん壊こわれていく。でもこれは金があるからいいとして、問題はもう一つの方だ）

　そのもう一つの問題とは、ここが始まりの街トランタであるという事である。

　これは別に、トランタでなければ戦っても構わないという意味ではない。

「シズネの戦闘スタイルからして、戦いが派手になる事は決まりきっている。それにもかかわらず、このまま街中で戦うのは論外だ。俺おれ達は別にいいにしても、他の住民に迷めい惑わくが掛かかり過ぎる」

「他の住民……そうですね。兄さんがそんな事を気にして本気を出せないのなら、今叩くのは論外です。では、後日改めて二人で対戦する……それが最終決定でいいですね？」

　そんなシズネの言葉に対し、ユヅルは了解の言葉を返す。

　すると、シズネは構えていた武器を消滅させ、身軽そうに一階へと飛び降りてくる。

　そして、彼女はそのまま戦せん闘とう序じよ盤ばんで放り投なげられたカノンが、ベチャッと倒れているところまで歩いていき。

「カノンさん、倒れていますけどどうせ気絶していないんですよね？　戦いの被ひ害がいが出ないように、寝ねたふりしているんですよね……女め神がみはダメージを受けないって言っていましたし。ほら、帰りますよ……起きてください」

「ひゃ、ひゃわ!?　し、尻尾しつぽを！　尻尾を握らないで欲ほしいわけですし！」

　と、どうやらシズネの予想通り狸たぬ寝きね入りしていたに違いないカノン――道理で戦闘中静かなわけである。

「では兄さん、わたし達たちは帰ります……勝負は二日後の正午、この街の近くにある廃城での爵位戦にて。あぁ……それと、わたしには勝てませんでしたけど、兄さんへのサービスで教えてあげます。わたしがこの世界に来た目的……わたしが何を思って行動しているのか」

　シズネは言ってくる。ユヅルの方を見てきながら、どこか恍こう惚こつとした様子で。

「わたしは兄さんと戦いたい。戦って、勝ちたいだけです。それ以外にはなにもありません……ゲームにおいてわたしは、ずっと兄さんには勝てなかった。勝とうと努力して、それでいつかはって思っていたら、兄さんは居なくなってしまった……だから、わたしもこの世界に来たんです」

　と、シズネは最後に兄であるユヅルですら見た事のない、とても幸せそうな笑えみを浮うかべ言ってくるのだった。

「勝ち逃にげは許されない行こう為いです……兄さん。妹より優すぐれた兄はいないんですから」

　一方、そんなシズネの言葉に触しよく発はつされた様子のカノン。

　彼女も彼女でズビシッとミオンを指さし、声高らかに宣言してくるのだった。

「これは代理戦争なわけですし！　わたくしのシズネと、ミオンのユヅル！　お互いがお互いの駒こまを競きそわせる事により、わたくしとミオンの勝敗もつくわけですし！　シズネがユヅルに勝つとき、それがわたくしがミオンに勝つときなわけですし！」

　そうしてシズネとカノンは去っていく。

　ユヅル達のギルドハウスを散らかすだけ散らかし、自分勝手に去っていくのであった。







第四章　嵐の後







「あぁ～もう！　なによ、あいつら！　こんなにイライラしたの久しぶりなんだからね！　ミオンとユヅルの妹だからって、あの二人の事は許せないわ！」

　シズネが去ってから数分後、散らかりに散らかったギルド内。大声をあげ、不ふ機き嫌げんさを微み塵じんも隠かくそうとしていないのはフィオネである。もっとも……。

「まったくだ！　私たちのギルドで散々あばれ、破は壊かい活動をしたのは奴らなのに。どうして私たちが後片付けをしないといけないのだ」

　不機嫌そうなのは、そんな事を言うシラハも同じではあるのだが。

　とはいえ、二人が不機嫌なのは仕方のない事だ。せっかく手に入れたギルドハウスを、数日と経たたずここまで荒あらされたのだから……正直、ユヅルだってイライラしてはいる。

「二人とも、声にだすより手をうごかしなさい。わたしも手伝ってあげてるんだから……感謝しなさいよね、まったく」

　と、聞こえて来たのはキリエの声である。

　彼女がシズネから受けた怪け我がは軽傷であった。そして、その怪我が完治するや否や

『ここは妹が暮らす場所だから』という理由で、片付けを手伝ってくれているのである。

　ユヅルとしてはキリエのこの行動、感謝してもしきれない。

　なんせ現在のギルドハウの内状は酷ひどい――あの戦闘によって壁には弾痕ができ、窓ガラスの破は片へんや木もく片へん、調度品だったものが床に散乱しているのだから。

「…………」

　そこでユヅルは一人考える。

（窓ガラス以外は、俺指示のもとシラハがやったから、俺とシラハの責任と取れなくもないんだけど。ま、まぁ誰もツッコんでこないし、そこは掘ほり返かえさなくていいよな。もしも、シラハが責められたら、その時は庇かばおう）

　といっても、このギルドにそんな事で仲間を責める奴はいないに違いないが。

　なにはともあれ、これはあまり深く考えると罪悪感が湧わいて来る部類の話である。

　そこでユヅルは自らの意識をそれから逸そらすためにも、新しい話題を見つける。

　とくれば、目下一番新しいのはシズネとカノンの話題である。

「でも本当によくやってくれたよな、シズネともう一人……カノンだっけ？」

「うっ、ユヅルよ……一応とはいえ余の妹が迷惑をかけたのじゃ」

　と、ユヅルが何気なく放ったカノンという単語。それに露ろ骨こつな反応を示すのは、彼と一いつ緒しよにソファーの修理を頑がん張ばっているミオンである。

　彼女は心底申し訳なさそうな様子で、ユヅルへと言ってくる。

「カノンは昔からああいうところがあるのじゃ。なんというか、目標を達成するためならば、手段を選ばないというか……周りへの被害など考えないというか。カノンはそういう奴なのじゃ。今回も余を見返すためにあんな馬ば鹿かな手段を……はぁ、なのじゃ」

「責めているわけじゃないし、別にミオンが謝あやまったり落ち込んだりする必要はないよ。やったのはあくまでカノンだ……というか、このギルドに実質的な被害を出したのはカノンじゃなくて、俺の妹のシズネの方だしな……厳密にいうなら俺とシラハだけど（ぼそぼそ）」

「面めん目ぼくないのじゃ。余はカノンの姉として、恥はずかしい思いなのじゃ。しかもカノンの奴、この世界への愛がない者を連れてくるなど、本当に滅め茶ちや苦く茶ちやなのじゃ」

「まぁそんな妹が恥ずかしいっていうのは、お互いさまという事で」

　そう、実際お互いさまである。

　カノンもシズネも暴走しているという意味では、さして変わりはないのだから。

　と、そこでユヅルはふと今しがた、ミオンが言った『連れてくる云うん々ぬん』について考える。

　確かに話の流れからすると、シズネをこの世界に連れてきたのはカノンであるのに間違いはない。しかし、それはカノンがシズネを無む理り矢や理り連れてきたという意味ではない。

　この世界への転移を受け入れ望んだのは、誰であろうシズネ自身なのだ――それは戦闘中、そして戦闘後に彼女が語った言葉が何よりも物語っていた。

（シズネとカノン。見た感じ二人の相あい性しようはバッチリって感じではなかった。だけど、カノンがシズネを無理矢理従わせているっていう感じでもないのは確かだ……というか、あのシズネが無理矢理何かをさせられるって、そんなのそうそう思おもい浮かばないしな）

　モガミ・シズネ。

　ユヅルの義ぎ妹まいにして紛まごう事なき天才。

　ゲームの腕うで前まえ以外は、全てにおいてユヅルに勝まさる才能を持った少女。

　彼女はゲームの腕前もさることながら、勉強、運動、料理と、たいていの事を最高レベルでこなしてみせた。

　ついたあだ名が神童。なんともよくありそうなあだ名だが、これほど彼女に似つかわしい名は、おおよそ考える事が出来ない。

　だが、ユヅルが『シズネは人に従うタイプではない』と感じたのはそこからではない。彼がそう感じた理由は別にあるのだ。

　それはシズネがとんでもなく強いという事。

　あの怠そうかつ丁てい寧ねいな喋しやべり方かたと、ジトーッとした目つきからは想像つかない強さ――すなわち、彼女は圧倒的な戦せん闘とう力りよくと精神力を持ち合わせているのだ。

「…………」

　今でも思い出す、あれはシズネが小学三年生の夏の日。

　シズネは同級生の女子と喧けん嘩かし殴なぐり合あいになった末、喧嘩相手を一撃でノックアウトした。正直、これだけでもやばいとは思うのだが、この話にはまだ続きがある。

　兄が出て来たのだ。

　どうやらその同級生の女子には、高校生の兄が居たようなのだ。

　そして、その女子は兄にシズネの事をチクった――学校でシズネに虐いじめられたと、ある事ない事盛りに盛ってチクったようなのだ。

　結果、その兄は地元の友達を引き連れ、シズネを脅おどそうとした。

　当然、その事を聞きつけたユヅルはシズネを助けるために走った。走りに走って、シズネが囲まれているという空き地に行くと……そこにあったのは死体の山だった。

　もちろん本物の死体があったわけではない。

　小学生であるシズネにボコボコにされ、完全に戦意喪そう失しつ精神崩ほう壊かいの廃はい人じんと化した、高校生たちが六人倒れていたのだ。

「…………」

　ユヅルは今でも、あの時妹から感じた阿あ修しゆ羅らの如きオーラを思い出す。

　そして、そんな彼女がやはり、誰かに無理矢理何かをさせられるというのは到底想像ができないのである。

（シズネが無理矢理従わされていて、無理矢理この世界に連れて来られたなら、なんとかしなきゃって思ったけど……とりあえずその心配がないだけでも、よしとしておくか）

　と、ユヅルはそこでとある事が気になる。

　それはカノンについてである。ユヅルは妹であるシズネについては知っているものの、カノンについてはまるで知らないのである。

　如しいて知っている事を挙げるならば、カノンが狐きつね娘むすめである事。あとは性格が少しアレなところくらいだ。

　そして、気になったのならば聞くべきである。幸い、カノンについて最も詳くわしいと言って差さし支つかえない人物が、こうしてユヅルの隣となりにいるのだから。

「なぁ、ミオン。ちょっと気になる事があるんだけど」

「なんなのじゃ？　ユヅルが知りたい事なら、余はどんな事だって教えるのじゃ」

　と、幸せそうな笑みを浮かべてくるミオン。

　そう、彼女に聞けばカノンの事はだいたいわかるに違いない。

　正直、ユヅルとしては『女神同士の事は教えられないのじゃ』と言われそうだな。とも思っていたのだが……この様子では大だい丈じよう夫ぶに違いない。

　故にユヅルはミオンへと言う。

「カノンの事なんだけどさ。カノンってどういう子なんだ？　俺、カノンについて全然知らないから、姉であるミオンから教えて欲しんだけど」

「…………」

「ん、あれ？」

「…………」

「ミオン、さん？」

　おかしい、ミオンが返事をしてこない。いや、それだけなら大した問題ではないのだが……これは、この感じは間違いない。アレだ！

「ユヅルよ……よりにもよってカノンに興味があるのじゃな？　タオ、シラハ、フィオネ、キリエ……どんどん女を作っていると思いきや……ついにはカノンなのじゃな」

　邪じや神しんミオンだ。

　ドス黒いオーラを放つ邪神様は、カリカリ何度もソファーを引っ掻かきながら言ってくる。

「聞いた事があるのじゃ。人間の男は妹好き……姉と妹が居れば妹を選ぶ……」

「い、いや違う！　俺はそういう意味でカノンの事を聞いたんじゃない！　あ！　そ、そうだ！　それにそもそも俺はどっちも好きだ！　姉も妹もどっちも好きだ！　仮に初対面の女性が目の前に二人いて、それぞれ姉と妹だったなら、俺はどっちも選ぶ！」

「し、姉妹丼どんなのじゃ!?」

「え」

「よ、余としてはその……できれば最初はノーマルがいいのじゃ……で、でもユヅルがどうしてもと言うなら、その……カノンをとっ捕つかまえて姉妹でその……ごにょごにょ、するのも……ユヅルが喜んでくれるならいいのじゃ」

「姉妹で……ごにょごにょ」

　姉妹でごにょごにょ姉妹でごにょごにょ――それはこういう事に違いない。




『ユヅル……はやく、余のなかに来てほしいのじゃ』

『ユヅルのお情けをいただくのは……んゅ。わ、わたくしが先なわけですし！』

　と、ベッドの上で裸はだかで抱だき合いながら言ってくるミオンとカノン。

　彼かの女じよ達たちは煽せん情じよう的てきな瞳ひとみでユヅルを見ると、今度は口をそろえて。

『『ユヅルの熱くて硬いの……ちょーだい♪』』




「ぶふっ……!?」

　そこまで考えたところで、ユヅルは情熱を鼻から噴ふき出だしながら妄もう想そうの世界から帰き還かんする。

　危あやうく妄想の世界から帰ってこられず、大事な事をミオンから聞きそびれるところであった。なので、帰ってこられたのは幸いと言える。

「…………」

　本当に幸いな事だ。別に続きを見たかったわけではない。と、ユヅルは自分で自分に言い訳しながら、ミオンへと言う。

「いいか、よく聞けミオン！　今すぐごにょごにょしよ――ではなく、今すぐカノンを捕まえて……でもなく、えっとなんだったっけな。あ、そう！　そうだ、カノンがどんな奴かについて知りたいんだよ。そういうごにょごにょとか関係なく、これから戦うシズネの相棒だから、知っておきたいんだ」

「な、なんじゃ。紛まぎらわしいのじゃ、余はてっきりごにょごにょかと……」

　と、ミオンは指先をモジモジさせた後、気を取り直した様子で言ってくる。

「カノンは言ってみれば……いつも余に勝とうと必死なあまり、こじらせてしまった妹といったところなのじゃ」

「こじらせた妹？　それっていったいどういう事だ？」

「多分、おぬしの妹のシズネと大して変わらないのじゃ。正々堂々を好むか、卑ひ怯きような手も使うか、その点を除けばカノンとシズネはよく似ているのじゃ」

　こじらせた妹。そして、シズネと似ているというミオンの弁。

　ユヅルはそれらから、カノンがどんな人物なのかだいたい想像できてしまった。

　要するにカノンは姉であるミオンになにかしらで負け続けた結果、コンプレックスを抱いてしまったに違ちがいない。

　何度やっても、どんなに努力してもミオンに勝てない。

　そうして出来上がったのが、あの『妹より優れた姉はいない』という言葉に違いない。

「だがまぁ、あれはあれで可愛い妹なのじゃ。面倒くさい時の方が多いが、手段はどうあれ頑張って余を追おい越こそうと努力しているのは……なんというか、とても嬉しいのじゃ」

「あぁ……」

　ユヅルはそんなミオンに「わかるよ」と、苦笑いしながら返すのだった。

　と、その時。

「もう無理！　もう限界なんだからね！」

「フィオネ！　子供じゃないんだから、掃そう除じくらいしっかりやりなさいよね！」

　聞こえて来たのはフィオネとキリエの声である。

　ユヅルがそちらの方を見てみると、掃除という地味な作業に飽あきたに違いないフィオネ。彼女が駄だ々だをこね、キリエに叱しかれているところであった。

（そういえば、あの二人も姉妹だったよな。なんだか俺おれの周りは姉とか妹とかだらけだな……まさか、シラハにも兄弟や姉妹が居たりするなんて事は）

「だって、こんなにギルドハウスを散らかしたのは、フィオネじゃないんだから！　全部シズネとかいう生意気女が仕し掛かけて来たせいなんだからね！　それに掃除してもいっこうに綺き麗れいにならないし……飽きてくるのも当然だわ」

　と、ユヅルの考えを断たち切きるように言ってくるフィオネ。

　そんな彼女は「あ、そうだ」と、ユヅルの方へ言ってくる。

「ねぇねぇ、ゆ～づ～る～……フィオネ、さっきユヅルが使ってたバグについて聞きたいなぁ～♪　ユヅルの面おも白しろい話を聞きながらなら、頑張れるんだからね！」

「余もそれは興味があるのじゃ！　あの《インパクトグレネード》のバグ、知りたいのじゃ！」

「私もそれなら聞いてみたいな。あれは自分の身が守られたバグでもあるのだからな」

「掃除の最中だっていうのに、まったく……で、でもまぁ、みんなが聞きたいのなら、そうね。わたしも聞いてあげてもよくなくないわ」

　と、フィオネの言葉に賛同を示してくるのはミオン、シラハ、キリエの三人である。

（本当はさっきのインパクトグレネードバグ。俺としては芸術性が低いし、なんの面白みもない使い方しちゃったから、あんまり説明したいものでもないんだけど）

　ここまでバグ解説の要望があった以上、バグの解説をしなければバグを愛するユヅルの名が廃すたるというものである。

「さっきの《インパクトグレネード》。あのゲーム『フィールダウトα』においては、とある重大なバグが発生していたんだ。何な故ぜか投げても爆ばく発はつしない……正確にいうと微び妙みように爆発はしているんだけど、ミリ程度しかダメージが入らないものなんだ」

　まぁこれは実際にテキストで見た方がわかるに違いない。

　と、ユヅルはそう判断してあのゲーム……そして、この世界における《インパクトグレネード》本来のテキストと、インパクトグレネードバグのテキストをメールに乗せ、ここに居るみんなへ一いつ括かつ送信する。

　それはこんな感じである。




▲消費アイテム《インパクトグレネード》　使用回数：１


通常時効果：このアイテムを使用者が投とう擲てき後、このアイテムは最初に何かに当たった瞬間爆発する。なお、触ふれた際の爆発は必ず起きる。これは触れた対象がどんなに柔やわらかいものだとしても、触れれば爆発する。なお、例外として、砂さ塵じんや水すい滴てきなどの極きよく端たんに小さなものの場合、『最初に当たった物』とはカウントされない。

バグ時効果：このアイテムを使用者が投擲後、このアイテムは最初に何かに当たった瞬間爆発する。しかし、爆発の威い力りよく及および規模は投擲速度に比例したものになる。なお、例外として、砂塵や水滴などの極端に小さなものの場合、『最初に当たった物』とはカウントされない。






　要するに、インパクトグレネードバグの効果とは、速度をそのまま爆発力に変へん換かんする能力と言っても差し支えない。

「え、なにそれ！　どう聞いても最強なんだから！」

「強すぎるのじゃ！　だってこのバグ、強く投げれば投げるほど威力が出るのじゃろ？　つまり、全力で投げたら大爆発するのじゃ！」

　と、言ってくるのはフィオネとミオンである。

　そう、このバグを初めて知ったものは、誰もが同じ反応をする――全力で投げれば凄すさまじい威力が出る最強クラスのバグであると。

「ところが、このインパクトグレネードバグは単体だとそんなに……というか、全く威力が出ないんだよ。そもそも投げる速度に応じて露骨に威力が上がるなら、俺が《インパクトグレネード》をバグらせてシラハを守ったあの時、それなりのダメージを受けているはずだろ？　シズネだってそれなりの力を込めて投擲したわけなんだから」

「む、確かにそう言われてみるとそうだな」

「まさか……話の流れからして、そのインパクトグレネードバグが使えない理由って」

　と、シラハに続き言ってくるのはキリエである。

　さすがは元領主。彼かの女じよはユヅルが言いたい事に、何とはなしに気が付いたに違いない。

　これ以上焦らしてしまえば、キリエの口から答えが出てしまう危険がある。

　そう判断したユヅルは、やや焦らしが足りないものの、早々に答えを口にする――焦らす楽しみこそ減るものの、バグのバレを語る方が楽しいに決まっているのだから。

「キリエは気が付き始めているみたいだけど、要するにこのインパクトグレネードバグ。こいつは投擲速度による威力の増減が、かなり極端なんだよ」

「かなり極端って……つまり、壁かべみたいのがあるって事？」

　と、ユヅルの説明を自己流に解かい釈しやくしてくるのはフィオネである。

　こちらもさすがはキリエの妹というべきか。彼女はもうユヅルの説明内容を全すべて理解した様子で。

「ユヅルが言いたいのは――ある一定の速度以上で投げつければ、《インパクトグレネード》は凄まじい威力を出す。だけど、その一定を超こえない限りは、逆に凄まじく低いダメージしか出せない。そういう事でしょ？」

「ちょっと待て、それがどうして先ほど《インパクトグレネード》が、殆ほとんど爆発しなかった事に繋つながってくるのだ？」

　と、相も変わらず察しの悪いシラハ。

　一方のフィオネはそんな彼女に対し、いつもの女教師のような様子で説明を続ける。

「だから、そこがインパクトグレネードバグのピーキーなところ――ユヅルが言った『単体だとそんなに威力が出ない』って事なんだからね！　簡単に言うと、このインパクトグレネードバグ……人間の力でどんなに強く投げたとしても、その壁を超える事が出来ないせいで、風船が破裂するような威力しか出せないって事なんだからね！」

「な、なんだその使えないバグは！」

「同感なのじゃ！　そのバグ酷すぎるのじゃ！　武器としての在り方を完全否定しているのじゃ！」

　と、フィオネの砕くだいた説明に声を上げるシラハとミオン。

　二人はインパクトグレネードバグを、存在する価値もないクソバグだ……とでも思っているに違いない。

　確かにインパクトグレネードバグはクソバグではある。そこは否定しないが、このバグにだって面白いエピソードはあるのだ。

　例えば――。




　あのゲーム『フィールダウトα』では、プレイヤーが主しゆ催さい出来るイベントがあった。

　数あるプレイヤー主催イベントの中でも一番人気だったのは、『雪だ祭り』というものである。

　そのイベントをざっくり言うならば、雪合戦を雪が降ふっていない時でも再現してみようぜ！といったイベントである。

　今でも思い出すが、このイベントはアホみたいに人気だった。参加していたプレイヤーは皆みな、大人数でわいわいやるのが楽しかったに違いない――ユヅルだってそうなのだから。

　さて、この『雪だ祭り』。雪が降っていない時なのに、雪玉はどうしていたのかという事だが……そう、インパクトグレネードバグを使っていたのである。

　インパクトグレネードバグは、人が投げてもゴミのような威力しか出ない。だがしかし、逆に言うならゴミのようなダメージは入るのだ。

　そして、『雪だ祭り』でインパクトグレネードバグを雪玉の代わりに使う理由は、そのゴミのようなダメージにある。

　現実で行われる雪合戦もそうだが、どうしても自己申しん告こくに頼たよらざるを得ないところがあるのは当然の事だ。

　そうなると、紳しん士し的てきでない奴はどうしても、当たったのに当たってないふりをし始める。だが、このインパクトグレネードバグは、わずかなダメージを与あたえる事によって、当たった証しよう拠こを作り出せるのである。

　つまり、このインパクトグレネードバグは素す晴ばらしい。

　このバグがなければ、あのゲーム『フィールダウトα』において、皆が熱ねつ狂きようした『雪だ祭り』の公平性が保てないのだから。




（とはいっても、最初に言った通り今回に限って言うならば、そこまで自じ慢まんげにバグの解説したくないんだよな。今回、俺はシラハを守るためとはいえバグ技をバグ単体で使った。バグ同士を組み合わせたり、バグとプラスアルファで行ったりするバグコンボではなく、何の工く夫ふうもないバグそのものの効果）

　この《インパクトグレネード》のバグは言ってしまえば、威力が出なくなるバグ。

（《タイラント》でバグらせて《インパクトグレネード》をキャッチするとか……なんのひねりもないし、使い方としては下の下なんだよな。俺としてはどうせなら、このインパクトグレネードバグの本当の使い方を見せたかったんだけど）

　まぁそちらはそちらで、いつか披ひ露ろうする機会があるに違いない。

　と、ユヅルがそんな事を考えていたその時――視界の端はしにメールが届いた事を示すアイコンが浮かぶ。

　話しながら掃除をしてしまった影えい響きようで、もう時刻はかなり遅おそい。

　ユヅルはこんな時間にいったい誰だろうかと、そう思いながらメールを開くと。

「これは――っ」

　そこには予想外の文面が記されていた。

　それはこんな感じである。




　二日後のシズネとの勝負、わざと負けないと許さないわけですし！

　もしもユヅルがシズネに勝ったら、すでに仕掛けてあるとある物で、この街を吹ふき飛とばすわけですし！

　あと、このメールで知った事をシズネに漏もらしても、この街は吹っ飛ぶわけですし！

　まぁせいぜいユヅルにはわたくしを楽しませるために、踊おどって欲しいわけですし！


カノンより






　最後にしっかり自分の名前を書くところが、何ともカノンの性格を表している。

　ではなく、そんな事は重要ではなく、今はもっと大事な事がある。

　と、ユヅルが雑念を払はらうために頭を振ふると。

「どうしたのじゃ、ユヅル？　なんだか様子がおかしいのじゃ。もし何かあったら、いつでも打ち明けて欲しいのじゃ。どんな事かはわからないが、絶対に協力するのじゃ」

　心配そうに言って来てくれるのはミオンである。

（シズネには言うなって書いてあるだけだし、他の人には言っていいんだよなこれ。それに文面からしてカノンは俺だけじゃなく、街もターゲットに指定している。である以上、この場のみんなに言わない道理はないか）

　ユヅルはこの場にみんなに声をかけ、一いつ旦たん各おの々おのが行っている作業を中断させる。そして、彼かれはみんなを集めると、先ほど届いたメールについての話を始める。

　すると――。

「なんだこのメールは！　騎き士し道どうの欠片かけらもないではないか！」

　最初に反応してきたのは正義感の強いシラハである。

　それにしても彼女、前々から女おんな騎き士しっぽいとは思っていたが……ついに『騎士道』だのなんだのと言い始めてしまった。

　これはそのうち『くっ殺ころ』的な台詞せりふが飛び出る日も近いに違いない。

「なにこれ！　二人だけで勝負って言ってたくせに、最低なんだから！　ユヅルの妹のくせにシズネってとんだ卑ひ怯きよう者ものね！」

「これは酷いわね……わたしも色々やってきたけど、ここまでプライドを捨てた手段は使わなかったわ」

　と、大正道な言葉を言ってくるのはフィオネとキリエである。

　だが、そんな彼女達に異を唱える人物が一人。

「いや、このメールにはシズネは関かん与よしてないのじゃ。この文面『このメールで知った事をシズネに漏らしても』という箇か所しよ……これはきっと、シズネに知られたらマズいという事なのじゃ。つまり、これはシズネの正々堂々一対一でという気持ちを無視したカノン……あやつの独断による可能性が高いのじゃ。それに、カノンならば勝つためにこのくらい卑怯な事は、平気でやるのじゃ」

　ミオンである。

　彼女はカノンの事を誰よりもわかっている様子でそんな事を言う。

　そして、ユヅルもミオンの言った内容には大方同意であった。

　もっとも、それはカノンが卑怯な事をも平気でやるという事に関してではない。

（シズネはこんな卑怯な事は絶対にしない。最初から勝ちが決まっている勝負なんて、あいつは絶対にやらない。むしろ、そんなのはあいつが一番嫌きらう行為だ）

　故ゆえにこれはミオンの言う通り、カノンの独断――何があってもシズネに勝たせる事により、確実にミオンをザマァするために考えられた卑怯極きわまりない作戦に違いない。

　とはいえ、今はそれがわかったところで大した意味はない。誰がこの作戦の首しゆ謀ぼう者しやであり、賛同者であるかわかったところで、根本的な解決にはなっていないのだから。

「でもこれ、街を吹っ飛ばすって書いてあるみたいだけど……そんな量の爆ばく弾だんを、街のどこにセットしたのかしら？」

「キリエの言う通りだ。街を吹き飛ばすほどの爆弾をセットするなら、確実に一つでは足りない。大量の爆弾を街の複数個か所しよ……いや、至る所にセットする必要があるに違いないのだからな」

　と、もっともな事を言うのはキリエとシラハである。

　そう、もっともな事だ――故にユヅルも先ほどからそれについて不思議に思っていた。

（そんな量の爆弾を街の至る所に仕掛けるとしたら、どうしても人目につくはずだ。仕掛けているときもそうだけど、仕掛け終わった爆弾も……絶対に人目につくはずだ。そうである以上、爆弾が仕掛けられているといった騒さわぎが起こらないのはおかしい）

　いったいどういう事なのだろうか。

　と、ユヅルが不思議に思っているのはそういった事である。

　ユヅルはため息一つ、この場に集まっている皆へと言う。

「いずれにしろ、この場であぁだこうだ考えても仕方ない。爆弾が仕掛けられているのは、街中である可能性が高い以上、実際に足を使って調査、聞き込みをした方が有意義だ。とはいえ今日はもう夜……そんな夜から行動するのはどう考えても効率がよくない」

　夜は疲つかれが一番出てくる時間。そうなれば、集中力も下がっているに違いない。

　さらに、夜は視界も悪いため、本来見つけられるものも闇やみに隠れて見つけられない可能性もある。

「明日朝早くから調査、聞き込みをするために、今日はもうギルドの掃除は終しゆう了りよう。それぞれ寝ねる準備に入って欲ほしい」

　ユヅルが言うと、それぞれ了りよう解かいの言葉を口にしていくが。

「ん～、わかったんだけど……お姉ちゃんはどうするの？」

　ひょこりと首を傾かしげてくるのはフィオネである。

　フィオネの言葉の意味は明白だ――彼女は要するに、こう聞いているのだ。

　キリエはそもそも明日の調査に協力してくれるのか。そして、彼女は今日どこに泊とまるのか。

　もっとも、話している雰ふん囲い気きからして前者に関しては、まず間ま違ちがいなく手伝ってくれると見ていい。そして、そんな事はフィオネだってわかっているに違いない。

　ならば、フィオネが真に気にしているのは後者だ。

　つまり、キリエが今現在寝ね泊とまりしている所に帰って眠ねむるのか。はたまた、夜も遅いのでこのギルドハウスにお泊まりしてくれるのか。

　フィオネはそこのところが気になっているに違いないのだ。

　そして、そんな彼女がその二つのどちらを望んでいるかなど、実に明白である。

　そうである以上、ユヅルがキリエにかけるべき言葉は決まりきっている。

「今日は夜も遅いし、よかったらキリエも俺たちのギルドハウスに泊まっていかないか？　もっとも、そもそも明日手伝ってくれるならの話だけど」

「はぁ……わたしだって一応は元領主で、今はれっきとしたこの街の住民。手伝わないわけないんだから。元自分のギルドハウスに泊まらせてもらうのも変な感覚だけど、今日はお世話にならせてもらうわ」

　と、キリエは何やら照れくさそうな様子で、ユヅルから視線を逸らして言ってくる。

　一方、そんな彼女の答えを聞いたフィオネはというと。

「やった！　お姉ちゃんとお泊まり！　シズネ達たちの前にユヅルを勘かん違ちがいで襲しゆう撃げきしてきた罰ばつで、エッチなご奉ほう仕しいっぱいさせちゃうんだから♪」

　などなど、キリエと一緒に泊まる事が出来る嬉うれしさからか妙みような事を言っていた。







第五章　第一回ユヅル会議







　時は夜、場所はギルド『エクリプス』が有するギルドハウスの浴場にて。

「はぁ……いったいどうしてこうなったのかしら」

　体にタオルを巻いただけのキリエは、一人浴よく槽そうに浸つかりながら絶賛ため息を吐ついていた。

　なぜならば。

「ユヅルのやつ、いつ来るのかしら」

　そう、キリエはこの場所にやってくる段取りになっているユヅルを、こうして一人待っているのである。

　これは別にキリエが乱心したからというわけではない。

　事はキリエがこのギルドハウスに泊まるのが決定した数分後まで遡さかのぼる。

　その時、彼女は妹であるフィオネとこんな会話をしたのである。




『お姉ちゃんはユヅルに迷めい惑わくかけたんだから、ちゃんとお詫わびをしないとだめなんだから！』
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『お、お詫び？　もちろん謝る気ではいるけど……なんだか、あんたが言うとものすごく嫌いやな予感がするのは、わたしの気のせいかしら？』

『さすがフィオネのお姉ちゃんなんだからね！　ただ謝るだけじゃつまらな――じゃなくて、誠意が足りないわ！　お姉ちゃんはその体でユヅルにご奉仕する必要があるんだから！　大丈夫、全部フィオネがセッティングしてあげるから任せなさいよね！』




　と、こんな会話があったのである。

「…………」

（わ、わたしのバカぁあああああああああああっ！　た、確かにユヅルの事は少し気になってるけど、その……か、顔もそこそこいいし……何よりすごく強いし、キュンキュンきちゃうところだってあるけど……あるけど、いきなり一緒にお風ふ呂ろって過程を飛ばし過ぎなんだからね！）

　キリエはあくまで余よ裕ゆうありげに、普ふ段だんと変わらぬクールな表情を浮うかべるよう努力しつつ……内心全力で焦あせりながら考える。

（だいたいご奉仕ってなによ！　お風呂でご奉仕ってなにすればいいのか、全然わからないんだからね！　フィオネが言ってた罰なんて別に無視すればよかったのに……よかったのに、わたしったらなんでこんな所でしっかり待機してるのよ！）

　もちろん、キリエにはその答えがわかっている。

　キリエはなんだかんだ、ユヅルとそういう事がしたい願望があったのである。全力でスルーしていたが、心の中ではフィオネ同様ずっと彼を意識していた。

　だからこそ、キリエはフィオネからその提案をされた時『否』と答えられなかった。

　要するにこれは流された結果なのである。

　そして、キリエはこの状じよう況きように至ってなお、やはりまだどこか期待してしまっている。

　故になおさら恥ずかしくてパニクっているのだ。

（そ、そうよ……まだ逃にげられるわ。た、確かにユヅルとそういう事したいと思わなくもないけど……い、いきなりお風呂でそういうのは……そ、そう！　まだ早いんだから！　最初はやっぱりその……ベッドの上で優やさしくされ――）

「ってなに言ってるのよわたしは！」




　ガラガラ。

　ガチャリ。




「ひゃうっ!?」

　キリエは思わず変な声を出してしまう。

　その理由は当然――ガチャリと、浴場の扉とびらが開く音がしたからである。

「……っ！」

　扉が開いたという事はつまり、ユヅルがやってきたという事だ。なんせ、フィオネによってそのようにセッティングされているのだから。

（ど、どどどどどどど、どうしゅれば!?　ま、待ちなさいキリエ！　へ、平常心……わたしはキリエ・フィルハート。みんなから恐おそれられるキリエなんだから！　お、おお、おちちゅいて、おちちゅきなちゃい！）

　ペタペタペタ。

　キリエが考えている間にも聞こえてくる足音。

　そして、そんな足音は徐じよ々じよに大きくなってくる――間違いない、ユヅルがだんだんキリエの背後へと近づいてきているのだ。

　ペタペタペタ。

　もはやユヅルの足音は、キリエの真後ろから聞こえてくる。

　彼女がそれに対し、覚かく悟ごと緊きん張ちよう、そして期待から瞳を閉じたその時。

「あっ……んぅ、ちょ……ユヅル!?」

　なんと、ユヅルがいきなりキリエの胸を揉もんできたのである。

　後ろからモミモミ、まるで軟なん体たい生物のような淫いん猥わいさで舐ねぶるように揉んできたのである。

「ゆ、づりゅ……んぁ……そ、そんなに求めてくれるのはその……う、嬉しいけどその……も、もっと、ぁ……もっと優し――」

「ふーん、やっぱりお姉ちゃんこういう願望があったんだ！」

「さすがはフィオネの姉だな、所しよ詮せんは姉妹といったところか」

「結局キリエもユヅル狙ねらいなのじゃ……余は気が重いのじゃ……ふぅ」

　と、キリエの（喘あえぎ）声を遮さえぎって聞こえて来たのは、ユヅルとは異なる声。

　嬉しそうで、呆あきれたようで、困ったような――そんなフィオネ、シラハ、ミオンの三者三様とも言える声だった。

「な……なっ……っ！　っ！」

　キリエは視線を己おのれの胸へと向ける。

　すると、当然そこにあるのはキリエの胸を揉み揉みする手。

　だが、か細く華きや奢しやなそれはとても男の手には見えない。

　それはどう見ても女の子の手……そう、キリエとよく似た形でありながら、キリエよりも一回り小さい手。

　その瞬しゆん間かん、キリエは全てを理解しフィオネへと叫さけぶのだった。

「こ、このばかぁあああああああああああああああああああああああああっ！」





●●●






　キリエが自分の胸を揉んでくれた手を、ユヅルの手だと勘違い。その手が実はフィオネの物であったと気が付いてから数分後の事。

　現在、キリエはぷんすか怒おこりながら、先さきの三人――彼女同様、裸にタオルを巻いた姿のフィオネ、シラハ、ミオンと共に湯につかっていた。

「もう、そんなに怒らないでよね！　フィオネは別にユヅルのふりしてお姉ちゃんを騙だまそうと思ったんじゃなくて、ただ単に脅おどかそうと思っただけなんだから！」

　と言ってくるのは、先ほどのおっぱいもみもみ事件の犯人ことフィオネである。

　彼女はすりすりっとキリエに寄ってくると、小こ狡ずるそうな表情を浮かべ。

「そうしたら、お姉ちゃんが勝手にフィオネの事をユヅルと勘違いして、急に喘ぎだしたから――」

「わ、わかったわよ！　もう怒らないから、その事はいちいち言わなくていいんだからね！」

「お姉ちゃん、照れてるときの表情……んぅ、とっても可愛かわいいんだから♪」

「あぁもう！　あんたはいつもいつも！　次にやったら怒るんだからね！」

「はーい♪　ところでさ、お姉ちゃんはユヅルのどんなところが好きなの？」

　と、フィオネは反省しているのか、していないのかわからない調子で言ってくる。

　だが、その質問はキリエにとっては響ひびくものであった。

（ユヅルの好きなところ……わたし、ユヅルのどういうところが好きなのかしら？　強いところ？　顔がけっこう可愛いところ？）

　思い当たるところはいくつかあるが、どれも決定的なものではない。

　ユヅルに負けた直後は、彼とごにょごにょしてもいいとまでは考えなかった。

　しかし、今日は別にそれも構わない……むしろユヅルが相手ならばと思えたのだ。

（この前と今日までの間で、ユヅルに対する心境の変化。わたしの中で何かがあった？）

　と、キリエが難しい顔をして考えていると。

「その質問は余も興味があるのじゃ！　キリエは……というより、フィオネとシラハもユヅルのどういうところが好きなのじゃ？　ずっと前から気になっていたのじゃ！」

「それはフィオネだって気になるんだからね！　なんだかミオン、ユヅルの事ものすごく信しん頼らいして愛しているオーラが伝わってくるし」

「ユヅルを好きな理由……真しん剣けんに考えた事はなかったな」

　聞こえてくるミオン、フィオネ、そしてシラハの声。

　そして、彼女達の発言を機に話題はキリエの思わぬ方へと広がっていく。




「それではこれより、第一回ユヅルのどんなところが好き会議を開くのじゃ！」




　そう、ミオンの声と共にそんな会議が始まってしまったのである。

「まずは議長の余から、ユヅルの好きなところを話していくのじゃ」

　と、先せん陣じんを切ったのは、いつの間にやら議長になったミオンである。

　彼女は自慢げに胸を張って言う。

「詳くわしくは話せないのじゃが、余は昔とある………まぁゲーム的なものを作ったのじゃ。でもそれには致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあって、色々な人からバカにされたのじゃ。でも、ユヅルだけはその欠陥も愛してくれたのじゃ。誰だれもがバカにした部分を、ユヅルだけは本気で愛してくれたのじゃ」

　ミオンはそこまで言うと、自らの胸に手を当てとても優し気げに続ける。

「救われた気分だったのじゃ。そう、だから余はユヅルを幸せにしてあげたかったのじゃ……でも、今はそれだけじゃないのじゃ。ユヅルと共に居る理由は変わってしまったのじゃ……余はもう、ユヅルが居ないと生きていけない。それほどにユヅルの事を愛してしまったのじゃ」

　ミオンが語り終え、全員が「おぉ～」っと静かに余よ韻いんに浸ひたる中。

「フィオネは単純に、強いくせに少しヘタレなユヅルの性格が好きなんだから！」

　次は私の番とばかりに、フィオネが無い胸を張って喋しやべり出す。

「ユヅルは強くて、フィオネを簡単に屈くつ服ぷくさせたくせに、全然エッチなお仕置きをしてこないんだもん！　だから、いつかそんな強くて少しヘタレなユヅルを屈服させて……んゅ、エッチなお仕置きたくさんして……それで、それで最後に……赤ちゃん、欲しいなって♪」

　ぶっ飛んでいる。

　さすがフィオネ、我わが妹ながら安定のぶっ飛び具合である。

　キリエがシラーッとした目でフィオネを見ている間にも、話はどんどん進む。

「次は私がその……ユヅルの好きなところを語る番だな」

　と、次に話し始めたのはシラハである。

　彼女は胸に手を当て、まるで何かを思い出すように瞳ひとみを閉じる。そして、そのまま数秒を数えると、パッと目を開き語り始める。

「私がユヅルの好きなところ……それを語るなら、やはり正義感が強いところだな。ユヅルは普段の言動と行動からは想像できないほど――そう、多分ユヅル自身ですら気が付いていないほどに正義感が強い。私はユヅルのそんなところを好ましく思う……そしてそれは、この場にいないタオも同じはずだ」

　キリエはシラハの言葉を聞いて思わず「なるほど」と思う。

　キリエはユヅルの正義感の強さを、フィオネやエース達を通して知っているのである。

（ユヅルはタオを助けるために、なんの躊ちゆう躇ちよもなくエース達の前に立ちはだかった。ユヅルの最終的な目標がどこにあるのかは知らないけど、結局あいつはその過程で色々な人を助ける……わたしからこの街を救ったみたいに）

　ユヅルは正義感が強い。

　正義感があって、その正義を貫つらぬける強さを持っている。

　それにとても仲間思いで、優しい……傍そばに居ると温かくなるほどに。

（ミオンが好きなユヅルもわかるし、フィオネが好きなユヅルもわかる。そしてもちろん、シラハが好きなユヅルもわかる。だって、きっとわたしもユヅルのそういうところに惹ひかれたんだから……でも、わたしがユヅルに本当の意味で惹かれたのはきっと――）

「ちょっと！　お姉ちゃんいつまでも黙だまってないで、いい加減ユヅルの好きなところについて話しなさいよね！　一人だけ恥はずかしがって言わないのは、絶対にだめなんだから！」

　聞こえてくるのはせかすようなフィオネの声である。

　我が妹ながら全く容よう赦しやがない。と、キリエは苦笑い一つ口を開く。

「わたしが好きなところは強いところ」

　そう、結局はそれだ。姉妹揃そろってユヅルの強いところに惹かれたのである。

　だがしかし、キリエの理由はフィオネの理由とはだいぶ違ちがう。

「そ、その……守ってくれる、ところ。強くて……わ、わたしの事を守ってくれる強さがあるところ。ほ、ほら……その、わたしより強くて、わたしを守ってくれる男の人って、今まで……ね？　居なかったから……」

　キリエは言い切る。

　照れから来る恥ずかしさで震ふるえる口を何とか動かし、ユヅルの好きなところを何とか紡つむぐ。

　キリエはまだ完かん璧ぺきに認めてはいないが、心の中では理解していた。

　要するにロケットランチャーでデスられそうになったあの時――ユヅルに助けてもらった事により、キリエは完全に恋こいに落ちてしまったのである。

　なんという乙おと女め、なんという単純さ。

　故にキリエはそんな内心から全力で目を逸そらし、そのような言葉を放ったのだが。

「お姉ちゃん、乙女……え、すごく可愛い……」

「こ、これは乙女力全開なのじゃ……っ、まぶしいのじゃあ～」

「白馬の王子様願望というやつか。まさかこの中で一番キリエがピュアとはな」

　どうやらフィオネ、ミオン、シラハの三人にはキリエの心の内などお見通しだったに違いない。というより、先のキリエの言葉で内心を隠かくせたと思ったのは、キリエだけだったに違いない。

「……う、ぁ」

（あぁあああああああああああああああああああああああああああもうっ！　こ、ここ、こんなの恥ずかしすぎるんだからね！　わたしがピュアって!?　白馬の王子様願望があるって……乙女力全開って！　そんな願望がわたしにあるわけ……あるわけ……）

　と、キリエはここで実際に少し想像してみる。白馬に跨またがり、キリエの窮きゆう地ちに助けに来てくれた、彼女のためだけの騎士ユヅルを。




『キリエ姫ひめ、助けに来たよ！　ほら、早くこの白馬に乗って！』

『ゆ、ユヅル様……どうしてここに？』

『俺おれが君を助けにくる。その事に何か理由が必要かい？　なんせ、俺は君だけの白馬の騎士。君を守らずして何を守ると言うんだい？』

『あぁ……ユヅル様。わたしは、わたしはユヅル様と出会えて幸せです』

『俺もだよ、キリエ姫。俺の世界は君が居ないと始まらないのだから！』




　悪く……ない。

　キリエは一人瞳を閉じながら、思ってしまった――か弱い自分、助けられるだけの存在になるのも悪くはない。そして、かっこいい男の子に手を差さし伸のべられるのは、なんとも心ここ地ちのいいものか……それがユヅルならばなおさらである。

「だ、駄だ目めよ！　わたしったら何考えてるのよ！　こんなのわたしのキャラじゃないわ！　ユヅル様に助けられて、最終的にベッドで優しく一夜を過ごすキリエ姫とか！　こんなのわたしのキャラじゃないんだからね！」

　そう、こんな事はダメだ。

　キリエは自分らしくない思考を、全力で追い出す努力をする。

　一方、そんな彼女の言葉を聞き、行動を見てしまったミオン、フィオネ、そしてシラハの三人はというと。

「フィオネよ、おぬしの姉。あれどうしたのじゃ？　ユヅル様とか、キリエ姫とか言って、いきなり頭を両手で押おさえてぶんぶんし始めたのじゃ。そ、その……少し怖こわいのじゃ」

「そんなの決まってるんだからね！　あれはフィオネ因子に覚かく醒せいしただけなんだから！　フィオネに因子に覚醒すると、次し第だいにエッチな事しか考えられなくなっちゃうの」

「フィオネ因子……フィルハート一族にはそんな危険なものがあるのか」

　などなどある者は大いにドン引きし、ある者は理解を示し。

　そしてまたある者は、大いに恐きよう怖ふするのであった。





●●●






「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫くない……お姉ちゃんもうダメ……恥ずかしくて生きていけない」

　と、キリエはフィオネに言葉を返すが、御ご覧らんの通り凄まじく意い気き消しよう沈ちんしていた。

　時はあれから数分後――キリエが脳内妄もう想そう駄だ々だ漏もらしにしていた事に気が付いてから数分後の浴場である。

　そう、キリエは気が付いてしまったのである。自分が「ユヅル様が～」とか、「キリエ姫が～」とか口に出して言ってしまっていた事に。

　これまで作り上げたキリエのイメージ崩ほう壊かいもいいところである。

　別にキャラを作って生きていたわけではないが、自分の中でのイメージというものが彼かの女じよにはある。

　それが一いつ瞬しゆんで……しかもあんなこっ恥ずかしい事で崩ほう壊かいしたのだから。

「ゔぁあああああああああああああああああああああ～～～～～……っ」

　キリエが両手で頭を押さえ、思わず変な声を上げてしまうのも、仕方がない事なのである。だが、キリエにとっての試練はまだまだ終わらなかった……それは。




『さて……フィオネによると、三十分になったらもう女子勢はいないから、風呂入って大丈夫って事だったけど……よし、明日早い事だし今日はいつもより長湯して疲れを取るか』




　ユヅルである。

　なんと、浴場へ通じる扉の向こうから、ユヅルの声が聞こえて来たのである。

（え、な、なななななん、なんで!?　そもそもユヅルにお風呂でご奉仕って、フィオネがわたしを騙して遊ぶための嘘うそじゃなかったの!?　だ、だって、ユヅルが来るのは嘘だったから、フィオネ達がお風呂に入ってきたわけで……な、なんで、なんでユヅルが!?）

　キリエは咄とつ嗟さにバッと、真相を知っているフィオネの方を向く。

　すると、フィオネはそんなキリエの視線に気が付いたに違いない。

　彼女はニコッと、デフォルト小こ悪あく魔まスマイルを浮かべ言ってくる。

「お姉ちゃん、フィオネ達が浴場に入ってきたから、ユヅルの件は全部嘘だと思ったんでしょ？　残念！　フィオネ達が来たのは、ユヅルが来るのが嘘だからじゃなくて」

　そこでフィオネはチラッとミオンとシラハの方――特に、前者の方をより意識した風に見て、言葉を続けてくる。

「あそこの二人が焼きもち焼いて、お姉ちゃんだけユヅルにご奉仕するのは狡ずるい！　ユヅルにご奉仕するなら自分たちもする！　ってなったからなんだから！」

「えっと……それは、つまり……どういう？」

「うん！　こういう事に慣れてないお姉ちゃんに、わかりやすく言ってあげるとね！　今日は三人仲良くユヅルとちゅっちゅっしたり、ごにょごにょしたりする日なんだから！」







[image: ]







「…………」

　脆もろくも崩くずれ去さったキリエの『三人が来た＝ユヅルへのご奉仕は嘘だった』理論。

　新たに提唱された『三人が来た＝ユヅルに四人でご奉仕』理論。

　キリエは色々とフィオネに言いたい事がある。

　けれど、それでもキリエは思うのだった。

（ゆ、ユヅルに奉仕するのはその……嫌じゃなかったし。せ、せっかくこういう展開になってるんだから……そう、楽しまなきゃ損ってやつ……そう、そういう事よね！）

　こうして、何だかんだで状況に流されやすい事が判明したキリエ。

　そんな彼女と、ミオン、シラハ、フィオネのいつものメンバーによるご奉仕作戦が始まりを告げるのだった。







第六章　危険なお風呂タイム







　ユヅルは一人でゆっくりお風呂に入ろうと思っていた。

　というのも、今日は珍めずらしい事が起きたのである――いつも何かと一いつ緒しよに入りたがるフィオネが、こんな事を言ってきたのだ。

『明日はみんな早いし、ユヅルも今日は一人でゆっくりお風呂に入って早く寝なさいよね！　三十分頃ごろには女子勢みんな浴場から出てるようにするから、たまにはリラックスしなさいよね！』

　ユヅルはその言葉を聞いた瞬間思った。何だかんだ言っても、フィオネは気が使えるとてもいい女の子なのであると。

　きっとフィオネは、ユヅルが明日から忙いそがしくなる事に気がついてくれたのだ。

　故に彼女は、今日くらいユヅルがゆっくり入浴する時間を与あたえてくれたに違いない。

　フィオネはただの小悪魔ロリ処女貧乳ビッチではなかったのだ。

　彼女は色々と気を使ってくれる天使だったのだ。




「なんて、思っている時期が俺にもありましたとさ」




　腰こしにタオルを巻き付け浴場に立たち尽つくすユヅルが、そう呟つぶやく理由は簡単だ。

　なんせ今の彼の状況は、フィオネが口にした『一人でゆっくり』とはかけ離はなれたものなのだから。

「…………」

　ユヅルは今、ミオンやキリエ達女の子勢に体を洗ってもらっている。今はちょうど、体にボディーソープを付けてもらっているところである。

（そう、たったそれだけの事だ！　だからこうやって目を閉じて、緊張して鼻血ぶーする必要なんてないんだ！　もっとリラックス、リラックスしよう！　みんなせっかく尽つくしてくれているのに、俺が緊張していたら意味がない）

　と、ユヅルはこれまで閉じていた目を少しだけ開ける。

　すると正面に見えて来たのは、ミオンである。

　彼女は自身に巻き付けているタオル――ちょうど胸のあたりで石せつ鹸けんを泡あわ立だて、その部分をユヅルの体に押し付けたまま、体全体を上下させてくる。

「んっ……あっ……ど、どうじゃ……ユヅル？　余の洗い方は気持ちいいかの？」

　と、ミオンはぶるんぶるん激しく胸を揺ゆらし、押し付けながら言ってくる。

「あぅ……で、でもなんだか……お、おかしいのじゃ。んゅ……余、ユヅルの体を洗っているだけなのに……っ、なんだか、なんだか変な気分になって……体が熱くなってきちゃったのじゃ……あっ……ゆ、ユヅル……ゆづるぅ……」

　駄目だ、これ以上意識を前方に集中させる事は非常に危険である。

　ユヅルはすぐさまそう判断し、背中へ意識を集中させる。

　途と端たん、鋭えい敏びんになる背中の感覚――最初に感じたのは。




　おっぱいだ。




　たわわに実った大きな果実。

　見なくても一発でわかる。この大きさ、この柔やわらかさはシラハに違いない。

　そこでユヅルは確かく認にんの意味を込めて、少しばかり後ろを覗のぞく。

　見えて来たのはやはりシラハの凛り々りしくも可愛らしい顔――しかし、その顔は出たり引っ込んだり、上下運動を繰くり返かえしている。

（っ……こ、これは！）

　そして、ユヅルは今背中側で何が起きているのか唐とう突とつに理解してしまう。

　前あってこその後ろ、表あってこその裏……そう、ユヅルの背中ではシラハがミオンと全く同じ事をしているのである。

　ミオン以上に豊満でたわわな乳ち房ぶさ。それを覆おおったタオルという魅み惑わくの布に、ぬらぬらてらてらする石鹸を付け、欲望の泡あわをユヅルに塗ぬりたくっているのだ。

「ゆ、ユヅル……はぁはぁっ……ど、どうだ？　私のテクニックは……っ、フィオネから教わったボディーソープヌリヌリ術……き、気持ちい……だろうっ？」

　豪ごう快かい、巨きよ大だい、圧あつ倒とう的てき。

　ユヅルの背中に押し付けられる特大のぶるんぶるんは、思わずそんな言葉を連想させる。これは暴力である……乳の暴力に他ほかならない。

　圧倒的な乳圧、男をダメにする乳房の柔らかさ。タオルを挟はさんでいてもまるで関係――。

「っ!?」

　ユヅルはそこでとんでもない事に気が付いてしまう。

「あ、んっ……せ、せっかくユヅルを、気持ちよくさせる術すべを覚えた、のに……だ、だめだ……こ、このままでは、か、感じて……んくぅ!?」

　と、そんなシラハの声と共に、ユヅルの背中にこんにちはサクランボさん。




　ダメだ、背中も全くの論外である。

　ならば手だ。

　とりあえず左手に意識を集中させるしか――。

「ちゅるっ……んっ、ちゅぱっ……んぁ……っ」

　聞こえてくるのは何かをしゃぶるようなフィオネの声。そして、ユヅルの左手を温かく湿しめった何かが這はい回まわる謎なぞの感覚。

「っ……」

　フィオネの声。

　湿った何か。

　ユヅルはこの二つのワードからやばい予感しかしなかった。だが、一いち縷るの望みをかけてバッと自らの左手を見る。

「…………」

　結論から言うのなら、ユヅルの左手はぺろぺろキャンディになっていた。

「ん、れろ……ユヅル……指……ちゅぱっ……とっても、美味おいしいんだから♪」

　と、フィオネはぺろぺろキャンディと化したユヅルの手に、自身の舌を這わせて来る。

　彼女はユヅルの指の一本一本を丹たん念ねんに――それこそ時に「じゅぼぼぼぼっ」という淫いん猥わい極きわまりない音を立て、彼かれの指をバキュームのように吸い上げてくるのだ。

「…………」

　フィオネの人目をまるで気にしない攻せめ。正直、ユヅルはこれだけならば鼻血が垂れる程度にしか興奮しなかった。だが、彼女の攻めはそれだけではなかったのだ。

　フィオネは時折、全すべての行動をストップ。そのまましばらくユヅルの手をポーッと見ていると思いきや。

　カプッ。

　彼女はユヅルの手を甘あま噛がみしてくるのだ。そしてそのままチラッとユヅルの方を見てくるのだ。これだけでもいじらしい感じがして十分可愛いのだが。

　フィオネはその状態でユヅルと目が合うや否いなや。

「っ！」

　まるで照れているかのように、パッと目を逸らしてくるのだ。

　しかもその後、フィオネはユヅルの様子をチラチラッと何度も見てくるのである……当然、カプカプ甘噛みしたまま。

　普段おおよそ照れたりしないフィオネ。そんな彼女からは想像できない、乙女のような仕草と行動――前者と後者の激しいギャップ。

　ユヅルはそれにやられてしまった。鼻血が噴ふき出いで、クラクラと視界が回り倒たおれそうになる。完全にノックアウト数秒前である。

　だからこそ、ユヅルは最後の希望である右手にかける。

　前にミオン、後ろにシラハ、そして左にフィオネ。怒ど涛とうの如ごとき完璧な布ふ陣じんではあるが、右には穴がある可能性が高い。

　なんせ残る右手担当は、積極的にそういう事をしてくるとは思えないキリエなのだ。

（右手だ、右手に全意識を集中させる事こそが、俺がゆっくり風呂に入る唯ゆい一いつの方法だ！）

　と、ユヅルは考えながら右手に全意識を集中させる……だが。

「…………」

　何もない。

　これまでと異なり、右手に意識を集中しても何かされている感覚がないのである。

（胸や舌でごにょごにょ……はしてくるはずがないって思ってたけど、何にもないはないで気になるな。キリエの事だから、つまらなそうな顔してスポンジで手を洗ってくれてるくらいはあると思ったんだけど）

　何もないからこそ、逆に気になったユヅルは右手側をチラリと見る……すると。




　するとそこには乙女が居た。




　恥ずかしそうに胸の前で両手を重ね、やや俯うつむいているのは乙女ことキリエである。

　彼女はクールな雰ふん囲い気きはどこへやら、ユヅルに手を伸ばそうとしたり、その手をやはり途と中ちゆうで引っ込めたりを繰り返している。

「あ、あぅ……」

　しかも、キリエはその度にそんな鳴き声を上げ、瞳を強く閉じてきゅっと胸むな元もとの手に力を入れるのだ。

　これを見て可愛くないと思う事があるだろうか……いや、ない。

　しかし、もしもキリエが嫌いや々いややろうとしているならば、ユヅルとしては止める責務がある。なにせ、無む理り矢や理り女の子にこういう事を強しいるのは論外なのだから。

「あのさ、キリエ。フィオネに煽あおられてやってるんだろうけど、もしも嫌なら全然やらなくていいよ。あいつだってふざけて言ってるんだろうし。俺だって無理に――」

「ユヅルは……わたしがそういう事したら……う、嬉うれしい？」

　と、キリエはとても小さくか細い声で決まりきった事を聞いてくる。

　そんなのうれしいに決まっている。

　キリエみたいに可愛い女の子にそんな事をされて、喜ばない奴やつはもはや男かどうか疑わしいレベルである。

　故ゆえにユヅルはそんなニュアンスの言葉をキリエ返す。すると、彼女は続けて言ってくる。

「じゃあ……やるわ。ユヅルが……ユヅルが喜んでくれるなら、や、やるんだからね！」

「…………」

　キリエはなんだかやる気になってしまわれた。

　とはいえ、言っては悪いが所詮はキリエである。訓練された他三人とは――。




　ふにっ。




「ふに？」

　最初に感じたのは、とても柔らかいという印象だった。大きさはかなり小さいが、シラハやミオンと同じくマシュマロのような柔らかさ。

　触ふれているユヅルの手を包つつみ込み、甘あまく蕩とろけるワンダーランドへと誘さそう魔ま性しようの柔らかさがそこにあった。

「ゆ、ユヅル……き、きき、気持ち、いい？　ふぃ、フィオネが言ってたんだから……その、男の人は、こ、こういうのがその……好きって」

　ユヅルはそんなキリエの言葉に、自らの右手の状況を見てしまう。

「っ!?」

　ユヅルの手はキリエによって掴つかまれていた。

　そして、その掴まれた手は同じくキリエによって導かれていたのだ――キリエの胸という名のマシュマロ小山へと。

「ぶふっ……」

　ユヅルはそれを認にん識しきしたと同時、鼻から情熱を噴き出だす。

（だ、だめだ！　俺はどうすれば!?　このままでは逃げ道みちがない！　いや、嬉しいんだけど……これが俺の望んだ状況なんだけど、こんな一気に来るのはまだ早い！）

　けれどもはや、ユヅルにとって平へい穏おんと言える場所は存在しなかった。

　前後からユヅルをサンドしたまま、ぶるんぶるん上下運動してくるダブルおっぱい。

　左手を切なそうにかぷかぷと甘噛みしてくる魔性の小悪魔。

　右手をマシュマロ小山へ導き、ふにふにさせてくる魔性の小悪魔二号。

　ユヅルは自分の状じよう況きようと、自分の周囲にいる女の子たちを見て思う。

「これが……これこそがあの有名な……四面、楚そ歌か……!?」

　言ったその直後、ユヅルの意識はぷっつり途と切ぎれ、闇やみの中に堕おちていくのであった。







第七章　爆ばく発はつは芸術ですか？







　ユヅルが浴場で鼻から盛大に情熱を迸ほとばしらせながらぶっ倒れた翌日、時刻は朝。

　ユヅル、ミオン、フィオネ、シラハの四人は現在、シズネとカノンが最初に目もく撃げきされた路地裏へと歩みを進めていた。

　どうしてユヅル達たちがそこに向かっているかは、至し極ごく簡単な理由である

　それはこの街のどこかに仕し掛かけられているに違いない爆ばく弾だんを、見つけ解除するためだ。

　だが、それには問題がある。

　ユヅル達にはどこに爆弾が仕掛けられているのか、全く見当がついていないのだ。

　というより、本当に仕掛けられているのが爆弾なのかどうかさえわかっていない。

　彼らはカノンから送られてきたメールの文面から、『この街のどこかに爆弾が仕掛けられている』と判断したに過ぎない。

　もっとも、ユヅルが知る限りあのゲーム『フィールダウトα』とこの世界『フィールダウト』において、街を吹ふき飛とばせるような物は爆弾以外に考えられないが。

　さて話を戻もどすが、とにかく今現在ユヅル達には手て掛がかりというものが、決定的に欠けつ如じよしているのである。

　街のどこかにあるかもしれない爆弾を探し求め、適当に街を歩き回る。それも決して無む駄だとは言えない。

　だが、それならば可能性がある場所をピンポイントで探した方が、まだましに違いない。

　そう。つまりこういう事である。

　シズネとカノンは、どうして世紀末男を襲おそったのか――その理由が彼らを焚たき付け、ユヅルを襲わせるのが目的だったというのはわかっている。

　だが、わざわざ路地裏という入り組んだ所で、世紀末男を狙ねらった理由がわからない。

（焚き付けるのが目的なら、あいつらに限らず路地裏で狙う必要なんてないだろ。それこそ人通りが少ない通りを歩いている奴に、俺の恰かつ好こうをして喧けん嘩かを売るだけでいい……つまり、本来の目的は、世紀末男を焚き付ける事じゃなかったんじゃないか？）

　その本来の目的を達成しようとしたところ、偶ぐう然ぜんその場に世紀末男達が居た。

　そこでシズネとカノンは世紀末男を排はい除じよするついでに、本来の目的とは別に考えていたもう一つの作戦――『誰かを焚き付けてユヅルを襲わせる』というのも実行した。

　こう考えた方が、面めん倒どうな路地裏に行った理由としてはよほど自然である。

　と、ここで大事になってくるのは『本来の目的』なのだが。

（俺の予想が正しければ、これはまず間ま違ちがいなく爆弾案件に絡からんできているに違いない）

　よって、ユヅル達はこうして世紀末男達がデスらされた場所に向かっているのである。

「ところでユヅルよ、どうして世紀末男達がデスらされた場所を知っているのじゃ？」

「あ、それはフィオネも気になったわね！　だってユヅル、エース達がギルド戦の後どこで暮らしているのかなんて、知らないはずでしょ？」

　と、もっともな質問をしてくるのはミオンとフィオネである。

　確かに、ユヅルは世紀末男含ふくむ男の事を一々把は握あくしているほど暇ひま人じんではない。

　故にユヅルは彼かの女じよ達たちへ答える。

「あぁ、それなら簡単だよ。朝、キリエから聞いたんだよ。ほら、あいつはあいつで世紀末男達と合流して、街で聞き込みするって言っただろ？　その時に聞いたんだよ」

「あぁ、なるほど。そういう事なら納なつ得とくなのじゃ！　さすがユヅル、抜ぬけ目めないのじゃ！」

「ミオンの言う通りなんだから！　常に次にどう動けばいいかを考える……無駄な時間を極力減らすために、いつも最善の策を考えるユヅルはやっぱり――」

「いや、それはおかしいだろう」

　と、ミオンとフィオネの言葉を遮さえぎり言ってくるのはシラハである。

　彼女は珍しくジトーッとした目で、ユヅルを睨にらみながら言ってくる。

「別に意識してではないが、今日の私はずっとユヅルにくっついていた」

「え、えっと……だ、だから？　要するにシラハは何が言いたいんだ？」

「簡単な事だ。ユヅルはキリエとそのような会話は一いつ切さいしていない。である以上、キリエからその話を聞いたというのはおかしい」

「ぎ、ぎくぅ……っ」

「ぎく？　ユヅル……おまえ、なんだか怪あやしいぞ！　いったいどうしたというのだ!?　それにその冷ひや汗あせはどうしたのだ！　まさか、体調でも悪いのか？」

「た、体調……体調はまぁ、悪くない……かな。あ、あはははははは、は」

「…………」

　シラハの無言の視線が刺ささる。痛い。

　ユヅルは別に怪しい事などしていない。世紀末男の情報は本当にキリエから聞いたのである。ただ、聞いたのは今朝ではなく昨夜の事なのではあるが。

　と、ユヅルは昨日の夜――彼が倒れた後の事、自らのベッドで目を覚ましてからの事を思い出す。




『っ……あれ、俺って確か浴場に居たはずじゃ？』

　ユヅルはそこまで言ったところで、自分が倒れてしまった事を思い出す。

　もっとも、どうして倒れてしまったのかという事は、思い出す事ができなかったが。

『なんだろう、とんでもなく幸せだったのは覚えているんだけど。思い出そうとすると、何な故ぜか鼻の奥おくが疼うずくというか、赤い何かがこみ上げてきそうな気がする』

　と、その時ユヅルの耳に聞こえて来たのは騒さわぎ声。

　わーわーきゃーきゃー。

　などなど、女の子特有の、よく響ひびくがとても心地いい声が聞こえてくる。

『時間はもうかなり遅おそいみたいだけど、ミオン達まだ起きてるのかよ？　明日は早いって言ったのに、しょうがない奴らだな。仕方ない、顔出してもう一度早く寝ねろって――』

　ガチャリ。

　聞こえて来たのは、ユヅルの部屋の扉とびらを開く音である。

　彼がそちらの方を見てみると、そこに居たのはキリエ――いつものサイドテールをストレートにし、女の子らしいパジャマを着ているキリエであった。

　そんな彼女はユヅルが何か言う前に、やや頬ほおを染めて言ってくる。

『あ、あの、さ。ほら……結局ちゃんとお礼、言ってなかったわよね？』

『お礼？　お礼っていったい何の？』

『そ、そんなの、シズネから助けてもらったお礼に決まってるんだから！』

　シズネから助けてもらったお礼。それはつまり、あのロケット弾だんをユヅルが撃うち落おとした時の事を言っているに違いない。

『あぁ、あんなの別にいいよ。結局お前にもダメージ入っちゃったみたいだし、お礼を言われるほどの事は出来てない』

『それでも！　それでもわたしは嬉しかったんだから……自分より強い男の人にその、助けてもらうの……初めてだった、から』

　と、顔を真っ赤にして蒸気でも出しそうな様子で言ってくるキリエ。

　そこから続いたのは、互たがいの無言――なんだか妙みような気分になる不思議な一時。




「…………」

　とまぁ、ユヅルの精神衛生上その後に何があったかは置いておくとして。

　先ほどシラハ達が疑問に思っていた『ユヅルがいつ世紀末男の居場所を知ったのか』という事については、それがそのまま答えになる。

　つまり、ユヅルは昨夜やってきたキリエから、世紀末男の話を聞いたのである。

（何度も言うようだけど、別にいかがわしい事は何もなかった。俺は創世神ミオンに誓ちかって、いかがわしい事はしていないと言える。だけど、夜中に二人でキリエと会っていたとか……去り際にほっぺにキスされ――ではなく、まぁ色々あった事を言えば確実にミオンは邪じや神しん様になってしまう）

　それは避さけなければならない。

　邪神ミオンが降臨してしまえば、ユヅルの精神はクラッシュまっしぐらなのだから。

「……ル！　お……！　ユヅル！　おい！」

「っ!?」

　と、ユヅルは聞こえて来たシラハの声により、現実へと引ひき戻される。

「どうしたのじゃユヅル？　さっきシラハも言っていた通り、なんだかおかしいのじゃ。なんだかこう……すごく怪しい感じがするのじゃ」

　言ってくるのは、シラハ以上にジトーッとした目を向けてくるミオン。

　彼女はユヅルの方へたたっと走ってくると、彼の腕うでにきゅっと抱だき着つき言葉を続ける。

「ユヅルが何を隠しているのかは知らないのじゃ！　でも、ユヅルは余のユヅルなのじゃ！　余は余のものには寛かん容ようなのじゃ！　だからユヅルよ、何か隠し事があるのなら話してほしいのじゃ……余はユヅルの全てを知りたいのじゃ」

「み、ミオン……わかった。そこまで言ってくれるなら、話しておくよ。昨日キリエとの間に起きた事を」

「絶対に怒おこらないから、話してみるといいのじゃ。ユヅルは話して楽になる、余は聞いてもやもやが消える。まさに一挙両得という奴なのじゃ！」

　ここまでユヅルの事を思ってくれるミオン。

　ユヅルは恥はずかしかった。一時とはいえ、キリエとの事を話せばミオンが邪神になるなどと……そんなくだらない事を思ってしまった自分が、ユヅルは心底恥ずかしかった。

　故にユヅルは昨日、キリエとの間にあった事を話す。

「実は昨日の夜、キリエが俺の部屋に来たんだ。その時まぁおでことおでこを当てっこして熱を測られたり、頭なでなでされたり、終しまいには頬にキスされたりしたん――あれ？　ミオンさん？　ミオンさんなんか……あれ？」




　メキメキ。

　メキメキメキメキ。




　腕だ。

　先ほどまでミオンに抱き着かれていたユヅルの腕が、万力で締しめられたような音を立てているのである……というか。

「い、痛い……あの、ミオンさん。腕とか骨とか、すごい痛くて……ミシミシ言っているんですけど……あの、出来たら一回放して欲ほしいかなって、そう思ったり……」

「…………」

　ミオンは無言だ。ミオンは何も答えてくれない。

（やばい、やばいやばいやばい。腕を掴まれている状況で、これほど近くで邪神ミオンに降臨されたら、確実に終わる。腕が小枝のようにポキッとやられる）

　と、ユヅルのそんな内心を知ってか知らずか。

「やっぱりお姉ちゃんも所しよ詮せんはフィオネのお姉ちゃんね！　いくらいつもエッチな事苦手そうにしてても、好きな人が出来ると一直線なんだから！」

「あぁ。これがフィオネの以前言っていた『フィオネ因子』というやつなのだな？」

　二人仲良くそんな会話をしているフィオネとシラハは、実に気楽そうなものである。

　そして、ユヅルはそんな二人の様子を見て悟さとってしまう。

（駄目だ。二人に助けを求める事は出来ない。フィオネに助けを求めても、余計にミオンを煽ってきそうなのは目に見えてる。残るシラハも『フィオネ因子』とかわけのわからない妄もう言げんを真に受けている以上、どんなフォローをしてくるかわからない）

　ここはユヅルが自分自身の力で邪神と対たい峙じし、封ふう印いんするしかないのである。

「ミオン、よく聞いて欲しい！　俺おれは確かに昨日の夜、キリエと部屋で会っていた！　だけど、別にいかがわしい事をしてもされてもいない！」

「……キス」

　と、単語だけでぼそりと返してくるミオン。ちらりと覗く彼女の瞳ひとみはカッと見開かれているにもかかわらず、まったく光を宿していない――まるでブラックホールである。

　ユヅルはそんな彼女の圧に押され「ごくりっ」と、息を呑のむ。しかし、ここで怯ひるんでばかりもいられない。

「き、キスは頬ほっぺただったし！　ほら、欧おう米べいとかだと挨あい拶さつ代がわりにキスしたりするだろ？　あれと一緒で深い意味はない！　だからミオンが思っているような卑ひ猥わいな感じのじゃない！　それに俺も興奮したり……ま、まぁ興奮したりはそれなりにしか――」




　ポキンッ！




「あふんっ」

　その日その時、ユヅルの何かはミオンの凄すさまじい力により小枝のように折れたのだった。

　なお、折れた何かがユヅルの腕なのか。はたまた、邪神を鎮しずめようとするユヅルの心であったのかは、言うまでもない事に違ちがいない。





●●●






　時はユヅルのハートブレイク事件から数分後。

「ここが世紀末男の住んでいたところか。なるほど、こんなところに住んでいるのだから、心もあのように荒すさんで当然というものだな」

「余は荒んだ心どうこう以前に、まずあのセンスをどうこうした方がいいと思うのじゃ。あんな恰好をしているから、心も外見に引っ張られる事になるのじゃ」

「ちょっと、あんた達！　エース達の悪口言わないでよね！　確かにものすごくバカで、すぐに感情的になって暴力行動起こす難点があるけど、いいところだってあるんだからね！　あと、世紀末男って呼び方はやめなさいよね！　……確かに世紀末っぽいけど」

　と、シラハ、ミオン、そしてフィオネ。

　彼女達の会話からわかる通り、現在ユヅル達は路地裏へとやってきていた。

　ユヅルがさっそく周囲を見てみると。

（たき火の跡あとに散らかった雑誌。瓶びんや散乱した食べ物……本当にここで生活していたみたいだな。世紀末男達は今キリエと行動してるから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、鉢はち合あわせしたくもないし。なるべく早くここを去りたいもんだな）

　とはいえ、ユヅルがざっとこの場を確認した限り、妙な物――少なくとも爆弾のような不ふ審しん物ぶつは全く見つからない。

　今見た中で一番危険なものはせいぜい、マッチョな男が全ぜん裸らでマッスルポーズを決めている表紙の本くらいである。

「…………」

　あの本の用よう途とは不明である。ひょっとすると世紀末男達はボディビルダーを目指している可能性がワンチャンある。だけど……。

（いや、余計な事は考えるな。少なくとも、世紀末男が何に興味あるかなんて、今は全く関係ない。世紀末男はボディビルダー目指してる！　今はそれでいい。っていうか、あいつらはフィオネに憧あこがれてたから、一いつ瞬しゆん俺おれが考えたうほっ！　な事は誤解に違いない！　そうだ、そういう事にしよう！）

　と、ユヅルが頭をぶんぶん振ふって脳内からいらん考えを追い出していると。

「だが、世紀末男の心が荒む問題を置いておいたとしても、もう少しまともなところに住んだ方がいいと思うのだが」

「あれは金使いが荒あらそうなタイプなのじゃ。大方、宿屋を取る金がないか……そんなもの取るなら酒って考えなのじゃろうな。とはいえ、こんなネズミや最強生物Ｇが出そうなところには住みたくないのじゃ」

　聞こえてくるのはシラハとミオンの声である。

　彼女達は彼女達で路地裏を探たん索さくしながら、順に会話を続ける。

「最強生物Ｇ？　なんだそれは？」

「シラハは最強生物Ｇを知らないのじゃな……きっと、知らない方が幸せなのじゃ。でも、あえて教えるなら最強生物Ｇとは、沢たく山さんいて知らない間に忍しのび寄よってきて、いつのまにかさらに増ぞう殖しよくし始める悪あく魔まのような存在の事なのじゃ！」

「な、なんだそれは!?　増える最強悪魔……本当にそんな凶きよう悪あくな生物がいるのか!?　だとしたら、ここは危険だ！　そんな生物が出る場所を、こうして探索している事ほど危険な事はない！」

「まぁ、落ち着くのじゃ。まだここに最強生物Ｇが出ると決まったわけでは――」

「出るわよ」

　と、ミオンとシラハと会話に割り込んできたのはフィオネである。

　彼かの女じよは、脅おどかしてやろうというのが露ろ骨こつに見える態度で二人へと言う。

「実はこの路地裏を少し進んだ先に下水道へ通じる扉があるんだけど……そこには住んでいるの。大量の最強生物Ｇとネズミが……だから、ここにも最強生物Ｇとネズミがたくさん……例えばほら……あんた達の後ろにもっ！」

「「ひ、ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」」

　言って、抱き合あうミオンとシラハ。

　彼女達は「よ、余の背中にくっついていないか!?」「だ、大丈夫だ！　私は!?」と言って、ビクビクしながら互いの確認をしている。

（あんなにビックリするなら、そもそもそんな話しなければいいのに。そうすれば、ゴキブリとネズミに意識が向く事なんかなかったわけだし……っていうか、この先には下水道へ通じる扉があるのか）

　下水道。

　あのゲーム『フィールダウトα』において、下水道はとても入り組んだ迷めい路ろのようになっていた。しかも、なかなか強力なエネミーが数多く徘はい徊かいしているのである。

　下水道をダンジョンとして捉とらえるならば、その攻こう略りやく難度はそれなりに高い。

（あのゲーム『フィールダウトα』で下水道を攻略した時のワクワク感は、忘れる事が出来ない思い出だけと……下水道、下水道か）

　ユヅルはそこでとある可能性に思い至る――それは爆弾が下水道に仕掛けられているのではないだろうかという事である。

　ユヅルがそのように考えた理由は三つある。

　一つ目は、カノンが街を吹き飛ばすと言った事。

　二つ目は、下水道が始まりの街トランタ全体の地下を、クモの巣のように通っている事。

　三つ目は、二つ目から考えるに下水道へ爆弾を仕掛ければ、一つ目が達成できる事。

「…………」

　これはもうほぼ確定ではないだろうか。

　街全体の地下に走る下水道。そこの各所に大量の爆弾を仕掛けまくれば、街全体を吹っ飛ばす……とまではいかなくても、街を陥かん没ぼつさせるくらいは出来るに違いない。

「下水道だ」

　故にユヅルは言う。

「カノンが爆弾を仕掛けた場所は下水道で間違いない。人目につかない場所かつ、街全体へ被ひ害がいを出せる。そんな条件から考えると、下水道以外に爆弾の仕掛け場所として適当な所はない！」

「下水道……なのじゃ!?」

「げ、下水道……か。う、うぅむ」

　と、ユヅルの言葉に対し、露骨に嫌いやな顔をするミオンとシラハ。

　二人が嫌な顔をしている理由は、ユヅルにだってわかっている。

　そして、それと同時にユヅルだって下水道なんて場所には行きたくない。

　なんせ、ここはあのゲーム『フィールダウトα』とは違うリアルな世界。

　そう、この世界『フィールダウト』が現実である以上、ゲームではなかったものが存在しているに違いないのだ。

　臭におい……というものが。

　それにユヅルだって正直に言うと、ゴキブリもネズミも嫌きらいだ。

　まぁこちらに関して言うなら、それらに似た形をしたエネミーが出るというだけなので、我が慢まんできなくはない。だがそれでも……と、そう思ってしまう心は否定できない。

　けれど、ユヅルは領主として逃にげ出すわけにはいかないのである。

「俺たちギルド『エクリプス』はこの街の支配者だ。そうである以上、情けない事は言っていられない。ミオン、シラハ、フィオネ……行こう。心配する事ないって。何が出ても俺が余よ裕ゆうで倒してやるから」

「ユヅル、やっぱりおぬしは頼たのもしいのじゃ」

「そ、そこまで言われてしまえば、断る事など出来るはずがない」

「フィオネは最初から怖こわくなんてなかったんだからね！」

　そうして、ユヅル達は下水道へ向けて歩き出すのだった。





●●●






「うぅ……臭いのじゃ。臭いしジメジメするし、最悪なのじゃ」

　と、そんなミオンの言葉からわかる通り、現在ユヅル達は下水道に居る――暗く見通しの悪い道を、ポツポツと灯ともっている壁かべの灯あかりを頼たよりに進んでいた。

　ユヅルの考えが正しいのならば、カノンはこの下水道の複数個か所しよに爆弾を仕掛けているに違いない。

　そしてそうであるならば、そろそろそれらしきものを発見してもよい頃ころだ。

（最悪の場合、下水道は全くの見当はずれって可能性もないではないけど。そうしたら、別動隊であるキリエ達が聞き込みをしている意味が出てくる……下水道にあるかもしれないっていう可能性を潰つぶせただけでも――）

「ユヅル！　あれ、何か点てん滅めつしていないか？」

　と、ユヅルの考えを断たち切きるように言ってくるのはシラハである。

　彼女は前方の柱を指さし。

「この下水道にはあのように点滅する何かが、元からあったりするのか？」

「いや……あのゲーム『フィールダウトα』において、下水道にあんな風に赤く点滅する光なんてなかった。エネミーの目でもないし、通路を照らす明かりでもない」

「そ、それはつまり、まさか本当に？」

「あぁ、爆弾の可能性が高いだろうな……とりあえず見に行ってみよう」

「だ、だが爆弾に近寄って大丈夫なのだろうか？　急に爆発したりは」

「大丈夫だよ。カノンの目的が『俺を負かす為ために街を人ひと質じちに取る』である以上、このタイミングで爆発させる事はあり得ない。あと、忘れているかもしれないけど、この下水道はトランタの真下。万が一急に爆発してデスしたからといって、どっか別のフィールドとかでリスポーンしたりはしないよ。つまり、ここでデスしても最後に寄った街――真上のトランタのどこかでリスポーンするから」

　と、ユヅルはわかってはいるものの若じやつ干かんの緊きん張ちようを持って、謎の点滅物体に近寄っていく。

　すると、次し第だいにハッキリしてくる点滅物体の正体は。

「爆弾……で、間違いないな」

　下水道の天てん井じようを支える大きな支柱に貼はり付つけられていたのは、ピッピッと音を立てて赤い光を点滅させる小型の爆弾。

　だが、いくら小さいからといってその破は壊かい力りよくを侮あなどる事は出来ない。しかも、設置されている場所が、明らかに下水道の要かなめの一つとわかる支柱なのだから、なおさらである。

「……っ」

　ユヅルは早々に爆弾を見つけられた事に喜びはしたが、やはり舌を鳴らさざるを得ない。

（この支柱みたいのが下水道のどこに何本あるかなんて、さすがの俺も把握してない。それに多分、この支柱みたいのをたくさん破は壊かいされたら。破壊されでもしたら、下水道の上にあるトランタの街がどうなるかなんて目に見えてる）

　大崩落だ。

　極きよく端たんな言い方をすれば、トランタの街はこの支柱達によって支えられているのだ。それを爆弾によって次々に破壊されれば、街は支えを失う……地じ盤ばんを失う。

　その結果待っている事こそが大崩落。街は下水道のある場所へと、雪崩なだれ落ちる事になるに違いない。

　そして、それこそがカノンの策と見て間違いないのだ。

（だけど、この早いタイミングで爆弾を発見できたのはよかった。今からなら下水道を探索して、爆弾を解除して回る時間は十分に残されて――）

「ユヅル、敵よ！　ジャイアントＧと、ジャイアントラットがたくさん！」

「ひ、ひぅ!?　ほ、本当に最強生物Ｇが出たのじゃ！　い、嫌じゃ！　余はまだ死にたくないのじゃ！」

「あ、あれが最強生物Ｇ……で、でっかいゴキブリではないか！」

　と、聞こえてきたのはフィオネ、ミオン、シラハの声。

　ユヅルはその声に弾はじかれるように《リベルテ》を抜くと、すぐさま三人に指示を飛ばしながら応戦する。

　彼かれの行動は冷静かつ的確なものであったが、内心はそれと正反対であった。

（そうだ、バカか俺は！　下水道はエネミーの巣そう窟くつだ。やられる事は絶対にないにしても、エネミーを倒しながら爆弾を探して解除したら時間がかかり過ぎる）

　始まりの街トランタ地下下水道。

　先も述べた通り、ここは一応ダンジョンと言っても差し支えのない場所。そして、それなりの攻略難易度を誇るダンジョンである以上、敵の数も多いし構造も複雑だ。

　故に、爆弾を解除するのに四人では間に合わない。

　時間がかかり過ぎるのである。

「く、そっ……一時撤てつ退たいだ！　地上まで戻るぞ！　俺が最さい後こう尾びで殿しんがりを務めるから、フィオネは先導を頼む！　シラハは中衛から俺を居ないものと思って、エネミーに弾だん幕まく張ってくれ！」

　ユヅルは指示を飛ばし、次々にエネミーを葬ほうむりながら考える。

（それにしても敵の数が多いな。カノンはどうやって爆弾を仕掛け――いや、そうか。あいつには《オメガ狐きつね化ばかし》とかいうクソダサいネーミングの能力がある。大方、それでエネミーに化けて爆弾を設置して回ったってところか）

　カノンには単独で容た易やすく出来るが、ユヅル達は四人でも容易く出来ない。

　ここに来てユヅルはカノンの評価をようやく改める。

（性格と喋しやべり方かたから少しアホそうだったけど、なかなか考えているみたいだな……面おも白しろい）

　しかし、いくら面白いとはいえ、やられてばかりで満足するユヅルではない。

「こっちだって考えはあるんだよ」

　ユヅルは笑えみを浮うかべ、より早く、より正確にエネミーを撃ち抜いていくのだった。







第八章　始まりの街の底力







「悪いな、タオ。急に無理言って酒場を貸し切りにしてもらって」

「そんな事ないよ！　最初は何事かと思ったけど、ユヅルくんの話を聞いてたら納得いったし！　それにこの事はあたしにも、この街に住む人全員に関係してるんだもん！」

　と、言ってくるのはルシアンの酒場の店主――ピンク色メイド服を着た、アホ毛がトレードマークの少女、タオ・ルシアンである。

　現在、ユヅル達四人はタオが経営するこのルシアンの酒場へとやってきていた。

　もちろん、ここに居る理由は別にタオと駄だ弁べるためではない。

　というのも、下水道から出てからここへ来るまでの間、ユヅルは未いまだ聞き込みを続けているキリエ達にとある頼み事をしておいたのだ。

　故に今はここでこうして、その時が来るまで待っているというわけである。

「ねぇねぇ、ユヅルくん。ただ待ってるのもなんだし、少し聞きたい事があるんだけど」

　と、ひょこりとユヅルの前に出てくるのはタオである。

　彼女はまるで幼おさな馴な染じみを思わせる人ひと懐なつっこさで、ユヅルの隣となり――彼が現在座っているカウンターの横へ腰こし掛かけてくると。

「シラハさんとはその、どこまで行ったのかな？」

「ぶふっ……」

「え、あれ!?　その反応を見ると、ひょっとしてまだそういう事やってない？」

「女の子がそういう事言っちゃいけません！」

「えーでも、女の子はこういう話に結構興味があるんだよ？　フィオネさんとはこういう話ばっかりしてるし……もっとも、フィオネさんのせいであたしが染まっちゃった可能性は否めないけど……」

「あ、あぁ……」

　恐おそろしきは小こ悪あく魔まロリ処女ビッチ、フィオネ・フィルハート。

　ユヅルには容易に想像できてしまった。フィオネがタオにエロい話題ばかり振る事により、タオのエロ防壁を徐じよ々じよに削り取っていく様子を。

「フィオネ因子は本当に存在するとでもいうのか？　そして、フィオネ因子は人に感染するとでもいうのか？」

　だとしたら非常にまずい事である。

　常にフィオネと一いつ緒しよに居るユヅル達は、すでに全員がフィオネ因子に感染しているという事になる。それはつまり、全員がすでにビッチ化しているという事で――。

「フィオネ因子？」

　と、どうやら思わず口に出してしまっていた単語にタオが反応してくる。

　彼女は、テーブルを囲んでわーわーきゃーきゃー話している三人――ミオン、フィオネ、シラハを見ながら、楽しそうに言ってくる。

「なにそれ？　ユヅルくんって時々おかしな事言うよね」

「ま、まぁタオは知らないほうがいいよ。世の中には知らない方がいい事も沢山ある」

「ふーん……でもさ、ユヅルくんたちって本当に仲良くなったよね。特にシラハさんとフィオネさんが、ああやってじゃれてるのなんて、今見てもたまに信じられないもん！」

「いや、それはタオもだろ。このまえフィオネと一緒に二人で出かけてたの見たぞ」

「あ、バレてた？」

　と、タオは子犬のように舌をペロッと出してくる。

　タオ・ルシアン。

　彼女は出会った当初から大分親しみやすかった。だが、共に過ごす時間が長くなるにしたがって、親しみやすさはどんどん大きくなっていく。

　ユヅルはもうタオの事を、数年来の友達と錯さつ覚かくしつつあるといってもいい。

　それほどまでにタオは親しみやすかった。

　そしてこれはタオと、より親しくなってから知った事なのだが。

「あーあ、でもユヅルくんの本命が誰だれなのか気になるな～……もっとも、ただの酒場の店主であるあたしには、全く関係ない話だけどね～……でしょ？」

　言って、ユヅルの方に寄りかかってくるタオ。

　そう、タオは結構あざとかった……だが、そこがいい。

（あざとい幼馴染属性のわんこキャラ。正直これはやばい。何がやばいか言語化不可能なくらいにやばい。だけど、一つだけ思った事はそう、タオを是非とも仲間にしたい）

　ユヅルがここで言っている仲間とは、一緒にこうして話したりおでかけしたりするといった意味の仲間ではない。

　そういう意味の仲間ならば、もうすでにタオは仲間だ――彼女はもうユヅル達にとってかけがえのない仲間となっている。

　だが、そうではない。

　ユヅルが言っている仲間とは、ギルドメンバーの事である。

　ユヅルはタオをギルド『エクリプス』に是非とも入れたいのだ。
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　とはいえ、それには大きな問題がある。

（タオが戦せん闘とう能力皆かい無むなのは大した問題じゃない。俺のギルドは可愛かわいい女の子なら、戦闘能力皆無でもなんでも、喜んで受け入れる。問題はタオのやりたい事だ）

　タオがこの世界に来たのは、酒場を経営してみたいといった理由から。

　そうである以上、安易にギルド『エクリプス』へ誘えるわけもない。

　そんな事をすれば、暗にタオへ夢を諦あきらめてくれないかと言っているのと、同じ事になってしまう。

　女の子至上主義であるユヅルとしては、そんな事を言えるはずがない。

　要するにここは我慢。

　なんでもかんでも欲張らずに、我慢する事も大事という事だ。

「さっきから黙だまってどうしたの？　あ、ひょっとしてユヅルくん……本命の選考対象の一人として、あたしも入れてくれてたりするのかな？」

　と、ユヅルの我慢を容易く崩ほう壊かいさせそうな、小こ狡ずるい笑みを浮かべて言うのはタオである。

　彼女は子犬がいたずらするときのように、ふりふりアホ毛を振って。

「ちなみにだけど、当然あたしはフリーだよ！　ユヅルくんみたいのは、割と好みかな。なにより、この店の恩人なわけだしね！」

「お前の場合、本気で言ってるのかわからないんだよ、いまいち」

「え～、あたしはいつも本気だよ？　この世界で本気で生きてるんだもん！」

　と、タオがそう言ったその時だった。




「待たせたわね！　街にいる腕利き、全員連れてきたんだから！」




　バンッと酒場の扉が開かれる音と共に聞こえてくるキリエの声。

　そしてそれと同時、彼女の後ろには続々と屈強そうな者達たちが続くのだった。





●●●






　現在、ユヅル、ミオン、シラハ、フィオネの四人はカウンターの前へと並び、集まった人々――ユヅルのお願い通り、キリエが集めてきてくれたトランタの住民たちと向かい合っていた。

　なお、集まった住民は当然ただの住民達ではない。

　つまり、タオやあの屋台の店主のような、営業を本業とする者ではない。

　ここに集まったのは、いわゆる戦いを生業なりわいとする者。そして、その中でも腕利きと呼ばれる部類に入る者達である。

　やや話は前後するが、ユヅルはあの下水道から出たのち、キリエにとあるメールを飛ばしたのである。

　そのメールの内容とはこんな感じである。




『爆ばく弾だんのありかがわかった。ただ、俺達だけで全部解除するには下手したら数日以上かかる。つまり、大勢の協力が不可欠だ。領主であるモガミ・ユヅルの命令……って名目で、トランタを拠点にしている腕利きだけに、ルシアンの酒場に集まるよう伝えてくれ』




　このメールで大勢の協力が必要と書いておきながら、集めるのを『腕利きだけ』と限定したのには理由がある。

　それは万が一文字通りの大勢で動くと、カノンに気け取どられる可能性があるからだ。

　バレたからといって爆弾を爆発させるとは、彼女は言って来ていない。

　しかし、爆弾を解除しようとしているのを黙って見過ごすとも到とう底てい思えないのである。

　故ゆえに大勢は大勢でも、腕利きだけを集めさせてもらった――集めてもらった数はざっと見て三十人。

　百人、二百人と動員して、下手にバレるリスクを高めるよりは、大分効率的に違いない。

「…………」

　ざわざわ。

　ざわざわざわ。

　ユヅルが耳を澄まさなくても聞こえてくるのは、集まった人々の声。黙っていても感じるのは、向けられる視線。

（やっぱり人前で話すのは緊張するな。キリエを倒たおした後に、ギルドハウスで演説みたいのした時も思ったけど、そもそもこういうのは向いてないんだよな。リアルでもこういう人前で演説系はやってこなかったし）

　正直、ユヅルは気を抜くと、手足が緊張でぷるぷる震えてきそうだった。

　あのギルドハウスでの演説の際は、ミオンが手を握ってくれた事により、なんとか平常心を保てた。そして、きっとそれは今回も同じに違いない。

　今回もミオンが手を握ってくれれば、ユヅルは不思議と心が落ち着き平静を保てる。

　だがそれでは駄だ目めなのだ。

　ギルド『エクリプス』のギルドマスター。そして、この街トランタの領主として、もっとしっかりしなくてはならない。

　不安な時、いつも手を握ってくれるミオン。

　現に今もユヅルの方を心配そうに、そわそわとした様子で見てくれる彼女には、常に感謝している。

　だが、先も述べた通りそれでは駄目なのだ。

　女の子に手を握ってもらわなければ人前で話せない領主。

　そんなのダサ過ぎる――領主でなかったとしても、そんな男はヘタレもいいところだ。

　故にユヅルはミオンへ「大丈夫」という視線を送った後、集まった者たちへとタイミングを見計らって言う。

「最初に言っておく事が二つある。まず俺の呼びかけに集まってくれて、最大限の感謝を。次にこれは話の核心にもなるんだが、隠かくし隠し引き延ばしても意味はない……だから、言わせてもらうけど、落ち着いて聞いて欲しい」

　ユヅルは話す――先ほど下水道で見た光景を脳裏に思い浮かべながら。

「今、この街の地下には爆弾が仕し掛かけられている。爆発すればほぼ確実に街は大崩落を起こす。つまり、もう始まりの街トランタは街としての運営が困難になると、そう言わざるを得ない」

　ユヅルがそこまで言うと、案の定ざわざわとこれまで以上に騒さわぎだす住民達。

　だがそれも仕方ない事だ。自分達が爆弾でデスするだけならば、多少痛いだけで済む。しかし、街が崩壊するとなればそのダメージは比較にならない。

　なんせ彼らはこの街に住み、この街に居を構えている住民なのだから。

「…………」

　それにしても、集まった住民達のざわめきが収まらない。

（俺の想定以上にパニック起こしてるな。時間をあんまり無む駄だにしたくない以上、今のこの状じよう況きようはまったくもって好ましくない……さて、どうやってこの混乱落ち着かせるか）

　と、ユヅルが考えたその時。

「あんた達！　わたし達の領主であるユヅルが話しているんだから、ちゃんと最後まで聞きなさい！」

「おう！　情けねぇだろうがよぉ！」

「俺おれ達たちはトランタの精鋭を集めたつもりだけどよぉ、とんだ見込み違いだろうがよぉ！」

「爆弾に怯おびえていても、事態は何も変わらねぇだろうがよぉ！　今は黙ってあいつの言葉を聞く……それが最善だと思うのは、俺だけかぁ!?」

　キリエと世紀末男達である。

　ユヅルから向かって右側――集まった住民達の一角に陣取っていたキリエ達が、パニックを鎮しずめるためにそんな事を言ってくれたのである。

　キリエはともかく世紀末男まであんな事を言ってくるのは、ユヅルとしてはありがたい限りである。なんせ、彼らはユヅルに悪感情すら抱いだいているに違いないのだから。

（街の危機だから、あいつらも協力してくれているんだ。俺が頑張らなくてどうする）

　ユヅルはキリエと世紀末男達に視線を向け、ゆっくりと頷うなずき礼をする。

　そして、彼は続けて本題の説明――現状わかっている事と、始まりの街トランタが直面している事態についての説明に入る。

　その要点をまとめると、以下の通りである。





・ユヅルはシズネという人物と、翌日爵しやく位い戦せんをしなければならない。

・同時、カノンという人物から『その爵位戦において負けなければ、街を吹き飛ばす』と脅されている。

・爆弾がどこにあるのか調べたところ、爆弾は下水道に設置されている。

・確かく認にんした爆弾は街の支柱に設置してあった。もしも、他ほかの爆弾も支柱に設置されているならば、爆発すれば街は大崩落を起こす。

・爆弾を解除するためには、エネミーが多く生息する下水道に突とつ入にゆうする必要がある。

・また、爆弾を解除するとなったら、シズネとの戦いが始まる前に解除しきる必要がある。






　といった感じの説明をユヅルは行った。

　すると真っ先に来た質問は。

「一ついいかな？　領主であるあなたにこういう事は言いたくないんですけど、わざと負けるデメリットは？　だって、わざと負ければ爆弾は爆発させられないわけですよね？　だったら、わざと負けて爆弾を爆発させなければ済むだけ――」

「ちょっとあんた！　そんな事言って恥はずかしくないの!?」

「こんな不当な圧力に屈しろとでも言うのか!?」

「そうなのじゃ！　ユヅルはおぬし達のために頑がん張ばっているのじゃ！」

　と、質問をしてきた男に向けて猛反発するフィオネ、シラハ、そしてミオンの三人。

　ユヅルのために怒おこってくれるのは嬉うれしい事この上ないが、これ以上は話がこじれる。

　そう判断したユヅルは三人へ手をかざし、彼かの女じよ達たちを制して。

「その質問はもっともだ。とてもいい質問をしてくれたと思う」

　そう、もっともな質問なのだ。

　なんせ、男が発言した内容はユヅルも一度考えたのだから。

　そもそもこの街への被害を抑えたいのであれば、シズネに負けるのを許容すればいい。

　一ゲーマーとして、そんな八や百お長ちよう試合に乗るのは正直嫌だ。しかし、街のためを思うならば、シズネにわざと負けるのが最も簡単かつ安全な選択肢なのだから。

　仕掛けられているのが爵しやく位い戦せんでなければの話だが。

　先ほどの男の質問だが、ユヅルがわざと負ける事にデメリットはあるのである。

　シズネがユヅルに爵位戦を仕掛けてくる以上、その勝敗には爵位の変動がある。

（シズネはともかくとして、そのバックにカノンが付いている以上。そう簡単にシズネを男爵にするのが良策とは思えない。あいつは俺と戦って勝つという事以外に興味がない以上、確実に街の運営はカノンに投げる）

　そうなった場合、あのカノンが――すでにめちゃくちゃやらかしているカノンが、どんな運営をしてくるかわかったものではない。

　下手をすれば、政治的な意味での崩壊をもたらす可能性すらある。

　故にユヅルは先ほどの男へ向けて言う。

「俺おれが負ける事はいい。だけど、その後が問題だ。シズネに挑まれているのは爵位戦……俺が負ければ、シズネがこの街の領主になる。そうなったら、街の破壊を盾たてにするような危険人物に、この街を任せる事になるが……お前はそれでいいのか？」

「ぅ……そ、それは」

　と、男は何度か言い返そうとはしたものの、最終的には黙って引き下がる。

　要するにそれがその男の答えである。彼もそれは危険だと判断したのだ。

「ここまで出した情報について、他に何か質問がある奴やつはいるか？」

　…………。

　………………。

　……………………。

　ユヅルの問いに対し返ってきたのは、しばしの沈ちん黙もく。

　どうやらこれ以上、情報についての質問は無いに違いない。

　そして、それと同時皆みながシズネとカノンと対たい峙じし、この街を守るという方向に納なつ得とくしてくれたのは、火を見るより明らかである。

「じゃあ、次にここにみんなを集めて、わざわざこんな話をした理由なんだけど。当然、爆弾の事を教えて、いたずらに恐きよう怖ふ心しんを植え付けるためじゃ――」

「爆弾だろ？」

　と、集まった住民の一人の言葉が聞こえてくる。

　故にユヅルはそれに対し返し、続ける。

「今言ってくれた人の言う通り。みんなには爆弾を解除してほしい。口で言うと簡単そうだけど、爆弾があるのは下水道。そう簡単に爆弾を解除出来る場所じゃない。下水道はダンジョンのような構造になっているだけでなく、エネミーが沢山いる……しかも俺がシズネと戦う前に解除しなければならない。と、そんな条件がある以上、難易度は結構高い」

　下水道を探索し、爆弾を解除する。それだけならば、時間を膨ぼう大だいにかければユヅルでなくても、二人パーティーくらいで出来るに違ちがいない。

　だが、何度も言うように今回は条件が多いのだ。

「今から十五分で三人、もしくは四人のパーティーを作ってほしい。出来た人は俺のところまで言いに来てくれ……あと一つなんだけど、パーティーができたからといって、報告なしに勝手に下水道には向かわないでほしい」

　これはカノンに気取られないための方策である。

　作られたパーティーを一気に送り出すのではなく分散して送り出す――例えば、数分おきにルシアンの酒場から出発させたり、違う道を通ったりして下水道に向かわせるのだ。

　たいした策ではないもの、ゾロゾロ同じ道を通らせ、次々にパーティーを下水道に送るよりは幾分ましであるに違いない。

（本当はバグらせた《戦術マーカー》を全員に配ってから、その所有権を各おの々おのに変更。その後、そのバグらせた《戦術マーカー》を箱とかに入れて回収。代表者一名がその箱を持って下水道に向かって、その床ゆかに《戦術マーカー》をぶちまける……とかやった方が早いんだけどな）

　そうすれば、ここに居る全員は戦術マーカーバグによって瞬時に、誰にも見つかる事なく下水道へ移動出来るのだから。

　しかし、それには難点がある――戦術マーカーバグを使うためには装備スキル《スカイウォーカー》が必要不可欠なのだ。

（本格的に話し始める前に一応聞いてみたら、やっぱり不人気スキル《スカイウォーカー》を買っている者はゼロに近かった。数人はいたけど、それじゃあ全く意味がない。買いに行かせようにも、それはそれですごく目立つからな……結局今の方針のままがベストなんだよな。それに今はいちいち買いに行かせている時間すら惜おしい）

　ユヅルがシズネと戦う日まで、まだおよそ一日ある。けれど全く油断出来ない。

　なぜならば、下水道にある支柱がそもそもそう簡単に見つからない可能性や、爆弾解除に手間取る可能性などなど……不安要素は沢山あるのである。

　故に今ユヅルに出来る事といえば。

「みんな！　協力してこの街を守るんだ！　俺もシズネと戦う直前まで、みんなと一緒に爆弾の解除をする！　この街を守るのは俺だけじゃ無理だ……みんなで協力して、この街を――俺達の街を守ろう！」

　みんなを鼓こ舞ぶする事。

　それが今のユヅルの出来る事にして、領主としての役割だ。

「この街の領主として、この街に住む一人の人間として頼む！　俺に協力してくれ……この街を救うのを手伝って――」

「言われるまでもねぇよ！」

　と、ユヅルの声を遮さえぎって聞こえてくる声。

　それはここに集まった者達の声であり、彼らの声はなおも続く。

「シズネって奴と戦う直前まで、あんたも手伝ってくれるってんなら余裕だろ！」

「おう、そうだそうだ！　みんなで爆弾をちゃちゃっと解除しちまおうぜ！」

「解除しちゃったら、あとは領主さんが何とかしてくれるのよね？」

　ユヅルはそんな彼らの声に後あと押おしされるように言う。

「あぁ、爆弾を解除出来さえすれば、あとは全すべて俺に任せてくれ。俺は絶対に負けない……この街のためにも、みんなのためにも、俺はこの街の領主として絶対に勝つ」
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　直後、巻き起こったのは酒場が揺れるほどの大歓声であった。





●●●






　時は翌日、シズネとの戦いの一時間前。

「状況は芳かんばしくないか……」

　現在、ユヅルは街の外へ続く道へ立ち、ミオン達ギルドメンバーと話していた。

　その会話の内容とは当然、昨日から今も引き続き行われている爆弾の解除作業である。

　そう、爆弾の解除作業は今も行われているのである。

　つまり、爆弾の解除はまだ終わっていないのだ。

「芳しくはないけど、寝ねないで作業しただけあって、爆弾の解除はかなり進んでるわ！」

「フィオネの言う通り、作業そのものは進んでいる。特にトラップ察知の固有スキルを持っている奴が居てくれたのは、かなり大きかったな」

　と、フィオネに続いて言ってくるのはシラハである。

　そんな彼かの女じよは「うむうむ」と頷きながら、言葉を続けてくる。

「あれのおかげで、爆弾があと何個仕掛けられているのか、容易に把は握あくする事が出来る――とはいえ、あの固有スキルがトラップの仕掛けられている場所を把握するスキルではなく、トラップの有無とその総数を知らせるだけのスキルだったのは少し残念ではあるが」

「まぁ、その点は無い物ねだりだよ。あっただけ良しとしよう」

　シラハの言っているトラップ察知の固有スキル。それによると、下水道に残っている爆弾は残り十五個――そのもう少しがなかなか見つからないのだ。

　見つからないまま、ついにユヅルがシズネと戦う時間が来てしまった。

　しかし、ユヅルは逃げるわけにはいかない。こうなった以上はシズネとの戦いを出来るだけ引き延ばし、その間に爆弾の解除を進めてもらう以外に方法はない。

　要するに持久戦だ。

　ユヅルはあのシズネ相手に、手加減をしたまま戦わなければならないのだ。

「ユヅルよ」

　と、声をかけてくるのはずっと黙っていたミオンである。

「無理はしないでほしいのじゃ。ユヅル、昨日から爆弾を探していたせいで、ずっと寝ていないのじゃ。余は心配なのじゃ……勝ち負けもそうなのじゃが、ユヅルの体が心配で仕方ないのじゃ。余は――」

「何度も言うけど俺は大だい丈じよう夫ぶだよ、ミオン……あ、そうだ」

　ユヅルはそこで心配しているミオンの気を紛まぎらわすため。そして、万が一のために備えて、彼女へとある物を渡す。

「これ、は？」

　と、当然の質問をしてくるミオン。

　故に、ユヅルはそんな彼女の頭へポフッと手を乗せながら答える。

「俺の十八番《戦術マーカー》だよ。もちろんすでに固有スキル《タイラント》を使ってバグらせてある。シズネとの戦いでもしもの事があるかもしれないから、ミオンにはそれを持っていて欲ほしいんだ。あと所有権をミオンにすると色々困るから、システム的な所には仕舞わないでほしい」

「なんだかよくわからないけど、わかったのじゃ。これがユヅルを守る事になるかもしれない……そういう事なのじゃろ？」

「あぁ、そういう事だ。まぁ万が一なんてないと思うけど、使うタイミングになったらシラハの固有スキル《パンデオン》で指示するから――」

「任せてほしいのじゃ！　余はユヅルのためなら、どんな事でも頑張るのじゃ！」

　と、とても幸せそうで元気な様子のミオン。

　ユヅルはそんな彼女を撫なでたまま、フィオネとシラハへと視線を順に移し言う。

「じゃあ、俺は行ってくる。フィオネとシラハも、引き続き頼たのむ」

「任せないさいよね！　フィオネが居れば全部丸く収まるんだからね！」

「固有スキル《パンデオン》は常に使っておく、安心してほしい。ユヅル、頑張ってくるのだぞ」

　そんなフィオネとシラハの声を聞きながら、ユヅルは歩き出す。

（大丈夫だ。確かに作業は予定より遅おくれているけど、ミオンにフィオネ、そしてシラハ……それと、この街に住む人たちが頑張ってくれているんだから、大丈夫に決まっている）

　みんなが頑張ってくれているのだから、ユヅルだって頑張らなければならない。

「いや……みんなが頑張ってくれているから、俺も安心して頑張れる。こう言った方が正しいか」

　向かう先はシズネとの約束の場所。

　みんなが頑張ってくれている以上、今のユヅルには心配する事など何一つありはしないのだった。







第九章　ＶＳモガミ・シズネ







　朽くち果て崩れかかっているにもかかわらず、荘そう厳ごんさが今も残るこの城。

　ゲームで言うなら某ぼう死にゲー『ダック・ソウル』に出てくる『アソーレ・ランド』辺りの城にそっくりである。

　と、ユヅルはそんな事を考えながら、その廃はい城じようの中をゆっくりと進む。

　そして、どれくらい進んだ頃ころか。気が付くと、ユヅルは大きな扉とびらの前に立っていた。

「…………」

　ユヅルは黙って古めかしく重い扉を開き、その中へ入る――ゲームならばボスでも待ち受けていそうな雰ふん囲い気き。シズネが居るとするならば、この場所に違いない。

　すると。

「兄さん……遅おそいです、待ちくたびれました」

　聞こえて来たのは、聞きなじみのあるシズネの怠だるそうな声。

　そこには彼女が居た。

　扉を開いた先、古びた絨じゆう毯たんが敷かれ、朽ち果てた柱が立ち並ぶ空間。

　そこにモガミ・シズネは静かに立っていた。

　そんな彼女はユヅルのすぐそばまで歩いて来ると、続けて言ってくる。

「兄さん、来ないのかと思いました……兄さんはとっても気まぐれですから。てっきりわたしとの勝負はどうでもいいのかと……そう思ってしまいました」

「まぁ、遅れたのにはちょっとした事情があるんだよ。来たからいいだろ？」

「はい、来てくれたからいいです……でも、いつも勝負事には遅刻しない兄さん……そんなイメージがあったので、少し心配になりました」

　シズネはそのまま何を考えているのかわからない目で、ユヅルをしばらく見ると。

「ところで兄さん……その事情について聞いてもいいですか？」

「自分の事より事情を優先されて焼きもちか？　シズネは変わらないな」

「っ……や、やめてください。あ、頭をポフポフするのは……だ、だめです。は、ハズかしいからダメです……に、兄さん、やめて、ダメです」

　などなど、ジタバタし始めるシズネ。

（こうしているとただ可愛いだけの妹なんだけど。俺との勝ち負けの事になると、ほんっと何も考えずに動き始めるからな……そんなに俺に勝ちたいもんかね？）

　と、ここでユヅルはとある事を思い出す。

　それはシズネに対し、どうしても聞いておかなければならない事である。

「シズネ、お前に一つだけ聞いておきたい事があるんだけど……お前は今回の件、全部知っているのか？」

　その質問の意図は要するにこういう事である――カノンが街に爆弾を仕掛け、それを盾にユヅルにわざと負けるよう迫っているのを知っているのか。

　正直な話、ユヅルはその答えがわかっている。

　相手はあのシズネ。正々堂々戦って勝つ事しか頭にない猪ちよ突とつ猛もう進しんシズネである。

　血のつながりはないとはいえ、ユヅルはそんなシズネの兄。

　彼女にこんな質問をしなくてもその答えはわかってはいるのだが……どうしても、彼女自身の口から答えを聞いて安心しておきたかったのだ。

　さて、その答えはというと。

「……？　今回の件とは、どういう事ですか？　あぁ……あのマッチョさん達をデスらせてしまった事ですか……あれは、すみません。犯人はわたしです。カノンさんの頼みでしたので、断りづらくてやってしまいました……迷めい惑わくをかけてすみませんでした」

　と、シズネは見当はずれの事を言ってくる。

　そう、ユヅルが聞きたかった答えとは、全くもって異なる答え。

　だがしかし、ユヅルはこの答えをもって確信した。

（この感じからして、シズネは本当にカノンがやっている事を知らないと見て間ま違ちがいないな。俺が知っているシズネは、こんな器用なとぼけ方をするような奴じゃない）

　となると、ユヅルがシズネに聞いておかなければならない事は、あと一つである。

「カノンは今どこで何をしているんだ？」

「カノンさんですか？　カノンさんなら……っ、兄さんとりあえず一回ポフポフするのをやめてください……これ以上はいくら兄きよう妹だいでもいけません……背徳的です」

　シズネはユヅルの腕うでを払いのけ言ってくる。

「カノンさんがどこで何をしているのか、それはわかりません……わたしも今朝から見ていないので」

「今朝から見ていない？」

「はい……わたし達はこの廃城で寝ね泊とまりしているのですが、起きたら居ませんでした」

「ふーん、カノンを見てない……って、ちょっと待て！　お前ここで寝泊まりしてるの？」

「……はい、それが何か？」

「いや、それが何かってお前な！　はぁもう、だからお前は放っておけないんだよ」

　シズネはおおよそなんでもできる万能人間ではあるが、こういうところが抜ぬけているのだ。シズネとカノンは女の子。それがこんな場所で寝泊まりしていいわけがない。

　とはいえ、今はそれよりも先に解決しなければならない事がある。

（カノンを見ていないってシズネは言っていたけど、確実に傍そばに居るだろうな。どこかに隠れて、俺がシズネと戦う様子を見ているに違いない。そうじゃないと、街に爆弾しかけた脅きよう迫はくの意味がないからな）

　となると、やはり今現在ユヅルがしなければならない事は、シズネとの勝負をなるべく引き延ばす事。

　故にユヅルは今話すべきでない、どうでもいい話題もどんどん口にする。

「それにしてもさ、まさかシズネとこの世界で会うとは思ってなかったよ。っていうか、お前が追いかけてくるとは思わなかった。そういえば覚えてるか？　小さいとき――」

「兄さん……どうしたんですか？」

　と、シズネの冷たい言葉によって、ユヅルのどうでもいい話題は断ち切られる。

　そして、そんなシズネは先ほどよりやや機き嫌げんが悪そうに言ってくる。

「兄さんはいつも好戦的です……普ふ段だんと違って、戦いのときは凄く楽しそうに……とても肉食的な感じになりますよね？」

「そ、そうか？」

「そうですよ……さっきだって正直、この部屋に入ると同時に攻こう撃げきしてくる……いえ、入る前から攻撃を仕掛けてくる事すら考えていました。それなのに、今日はよくお喋しやべりに付き合ってくれますね……嬉しいですけど」

「嬉しいならもっと話そうぜ？　久しぶりに兄妹水入らずで話すのも楽し――っ」

　ユヅルがそう言おうとしたまさにその瞬しゆん間かんだった。




「わたしを楽しませたいなら……全力で戦ってみてください」




　そんな言葉と同時、シズネがフィオネの物によく似たサブマシンガンを二丁召しよう喚かんしてきたのは。

　まずい。

　ユヅルがそう思うよりも先も、体は勝手に動いていた――シズネがユヅルに向けつつあるサブマシンガン。その射線から外れた位置へ、体は全力で行動を開始していた。

「くっそ、が！　いきなりかよ、シズネ！」

　だが、悪態を吐ついている暇ひまはない。

　シズネはサブマシンガンを使いこなしているようで、その銃じゆう弾だんの軌き跡せきは凄すさまじい速さでユヅルへと近づいて来る。

（本来なら牽けん制せいで攻撃をしたいところだが、まぐれ当たりも考えるとそれも出来ない）

　となれば、ユヅルに出来る事は一つである。

　ユヅルは体勢を立て直すや否いなや、全力で走る――目指す場所はこの部屋に数あま多たある柱の裏側である。

　彼かれはすぐさまそこの陰に滑すべり込み、サブマシンガンの銃弾から身を隠す。

　しかし、今回に限っては彼の目もく論ろ見みは甘あまかったと言わざるを得ない。

　なぜならば。

「甘いですよ……兄さん」

　シズネのそんな言葉が聞こえたと同時、銃声が変わったのである。

　これまでのこの世界のサブマシン特有の軽く隙のない連射音から、重くやや間かん隔かくを空けての連射音に変わったのである。

　そして、ユヅルはその連射音がどんな銃が発するものなのか知っていた――それはライトマシンガンだ。

　この世界におけるライトマシンガンの銃声。今聞こえてきている音は、その特とく徴ちように一致しているのだ。そうである以上、ユヅルにとってこのままではまずい事がある。
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「やっぱりこの廃城の朽ちた柱じゃ、ライトマシンガンの威い力りよくと連射に耐たえられないかっ」

　そう、ただでさえボロボロだった柱が、ライトマシンガンの怒ど涛とうの攻撃を耐えられるわけがない――すなわち、柱がどんどん削れ、崩ほう壊かいしつつあるのだ。

　このままではあっと言う間に、柱は壊れてしまうに違いない……ならば。

　ユヅルが取り出したのは、もはやお馴な染じみとなった、バグらせた《戦術マーカー》である。

　彼はそれを隣となりの柱の陰の辺りに落下するように、狙ねらいを定め投げる。すると、やってきたのは戦術マーカーバグで移動する時特有の感覚。

　そしてちょうどその時、ユヅルが今まで隠れていた柱が崩壊する。

　けれどユヅルはすでにそこにはいない――戦術マーカーバグにより、別の柱の陰に移っているからだ……とはいえ。

「兄さんが……消えた？」

　バグの事を全く理解していないシズネには、その事がわからない。

　もっとも、これもあくまで一時しのぎである。

　シズネほどの実力者ならば、ユヅルがどこに潜ひそんでいるかなどすぐに見つけてくるに違いない。実際、《戦術マーカー》が飛んで行った方向という大きなヒントが――。

『ユヅル、聞こえるか!?』

　とその時、ユヅルの考えを断たち切きるように聞こえたのは、固有スキル《パンデオン》によるシラハからの通信である。

『下水道の最さい奥おう、そのボス部屋にひときわ大きな支柱があったんだ！　そこに残りの爆弾が全部ついていた！』

『今、フィオネとキリエを筆頭に、全員がボスと戦っているのじゃ！　もう少し、もう少しだけ耐えるのじゃユヅル！　ボスを倒せば、爆弾解除はもうすぐなのじゃ！』

　と、そんなシラハの言葉に続くミオンの言葉。

　シラハもミオンも、そしてフィオネもこことは違うところで頑張ってくれているのだ。

　ユヅルはそんな三人に感謝を込めて『了りよう解かい』と返し、改めて時間までシズネの攻撃を防ぎきる覚かく悟ごを決め――。




「兄さん……見つけましたよ」




　ふいに聞こえてくるシズネの声。

「っ！」

　ユヅルはすぐさま通信から意識を外し、声が聞こえて来た方を見る。

　するとそこにあったのは銃じゆう口こう――見慣れた愛銃《リベルテ》の暗い銃口が、ユヅルを覗のぞき込んでいた。

「何をボーッとしていたのか知りませんが……チェック、これで終わりというやつです」

　そして響ひびく銃声。

　だが、聞こえて来たのはシズネが勝利を喜ぶ声ではなかった。

「銃弾を、躱かわした？　いえ……あのタイミングでそんな事が出来るわけがありません。なるほど、発はつ砲ぽう前に銃口をずらしたわけですか……そうやって」

「あぁ、そうだ。こうやって、銃口をずらさせてもらった」

　と、ユヅルはシズネの言葉に応じる。

　今何が起きたのか、それは簡単である。

　シズネが発砲するよりも先に、空手で言うところの上段受けの要領――すなわち、彼女の腕の内側にユヅルの腕を通し、外側へと銃口が向くように弾はじかせてもらったのだ。

　これにより、シズネが放った銃弾は見けん当とう違ちがいの方向へ飛んで行ったというわけである。

「面おも白しろいですね……兄さん。銃の戦いに格闘技術も織り交ぜるなんて……すごいです」

　皮肉ではなく、心の底からこの戦いを楽しみ、同時に心の底からユヅルを称賛している様子のシズネ。

　彼女はユヅルからバックステップで数歩離れ、やや崩れ気味だった体勢を立て直すと。

「せっかくです……接近戦でもしてみますか？　兄さんとわたし、どちらが優すぐれているか」

「接近戦、銃を使ってさっきみたいにか？　上等だ、やってやるよ」

「それこそ兄さんです……存分に試ためしましょう、どちらの性能が上か」

　シズネのそんな提案を断れるはずがない。

　なんせそれは、ユヅルの方から提案したいくらいのものだったのだから。

（このままありきたりな銃撃戦を続ければ、俺はどうしても不利だからな）

　というのも、ユヅルは前提条件としてシズネを倒す事が出来ないのである。

　それはつまり、通常の攻撃はおろか、先ほどのように牽制のための攻撃すらまともに出来ないという事だ。

　要するに、このままオーソドックスな銃撃戦をし続けるのならば、ユヅルは逃にげる以外の選択肢が残されていないのである。

　シズネを確実にデスらせない前提で出来る事と言えば、物陰に隠れたりバグ技などを使ったりして、ひたすら彼女が放つ銃弾を避よけ続けるしかない。

　もしも、戦っている相手が単なる有う象ぞう無む象ぞう。雑ざ魚こであるのならば、ユヅルはそれでも余裕で戦いを引き延ばせる自信がある。

　だが、今戦っている相手はシズネなのである。

　ユヅルの妹にして、唯ゆい一いつユヅルが『自分と同じ程ほど強い』と認めたゲーマーなのである。

（シズネの射撃精度は見る限りかなり高い。そうである以上、どうしても避けきれない弾たまが出てくる可能性は充分にある）

　しかし、接近戦を行う場合に限って言うならばそうではないのだ。

「では……そろそろ」

　ユヅルの思考を断ち切り言ってくるのはシズネである。

　彼女は心を落ち着けるためか、一度深呼吸をし。

「行かせてもらいます……兄さん」

　と、シズネは《リベルテ》を片手に構え、凄まじい速さでユヅルの方へと突とつ貫かんしてくる。

　一方、ユヅルはというと。

「…………」

　ただ黙だまって待ち受ける。

　ユヅルは片手にシズネと同じ《リベルテ》を構え、シズネがより近づいて来るのをただ待ち続けて……ついにその時は来る。

「っ！」

　聞こえてくるシズネの呼吸。

　彼女はユヅルへと接せつ敵てきすると共に、すぐさまその銃口を彼の頭部へと向けてくる。

　当然、このままシズネの銃撃を許せばユヅルはデスって終わりである。

　そしてさらに言うなら、通常の者はここまで近づかれ、銃口を向けられた時点でこう考えるに違いない――この勝負は自分の負けであると。

　けれどユヅルは違う。

　ユヅルが黙ってシズネを待ち受けていたのは、この時のためだったのだから。

（ここだっ！）

　ユヅルは心の中で強く叫び、シズネへと――彼女の手首へと手を伸のばし、また先ほどと同じ上段受けの要領で銃口を逸そらす。

　すると再びシズネの《リベルテ》から放たれた銃弾は、見当違いの方向へ飛んでいく。

　しかし、今回のユヅルはそれだけで終わらない。

　彼はすぐさまシズネの手を弾いたのと反対の手。すなわち、銃を持つ手を跳ね上げるように動かし、シズネへと銃口を向ける。

（もちろん撃うつ気はない……だけど、接近戦に限って言うなら、銃口を向けるだけで遠距離で言うところの弾だん幕まく並みの効果がある）

　銃弾を外す事などありえないゼロ距きよ離りでの銃撃戦において、銃口を向けられる事＝デスなのは当然だ。

　要するに、近距離戦は銃弾を撃たずに相手に明確なデスの脅きよう威いを与え、牽制する事が出来るのである。

　そして、これこそがユヅルがシズネとの近距離戦を望んだ理由なのだ――銃弾を撃たなくていいのであれば、相手をデスらせる心配も皆かい無むなのだから。

（さてシズネ、お前はどう動いて来る？）

　と、ユヅルがそんな事を考え、形だけとはいえトリガーを引こうとした瞬間。

「っ!?」

　突とつ如じよ、ユヅルの銃が肘ひじごと上へと跳ね上げられる。

　シズネである。

　シズネがユヅルの肘に衝しよう撃げきを加え、上へと跳ね上げるように銃口を逸らしたのだ。

　もちろん、事はそれだけでは済まない。

　シズネはユヅルの銃口を逸らし終えると共に、すぐさま銃口を彼へと向けてくる。

「こっ……の！」

　ユヅルは悪態を吐きながらも、シズネの銃へと手を伸ばし再び銃を弾く。

　そして、それと同時にユヅルは銃口をシズネへ向けるが、それも弾かれる。

　片方が銃を向ければ、片方が弾く。

　片方が弾けば、その隙に片方が銃を向ける。

　この戦いの本質はいかに速く、そして正確かつ虚きよをついて相手に銃口を向けられるか。

　故ゆえに戦いはどんどん加速し、手数も比例するようにどんどんと多くなっていく。

　向けられるのは数多の銃口。ユヅルはそれをあらゆる手段で捌さばく。

　時には上段受けに似た動作で弾き、同じく空手の下段払いに似た動作で弾く。そして、またある時には単純に手刀で叩き落とす。

　何度も何度も、ユヅルはシズネの攻撃を防ぎ続ける。

　だが、防いでばかりというわけではない――いくら攻撃出来ないとはいえ牽制は出来るのだ。そのために行っている接近戦でもあるのだから。

　ユヅルはシズネの隙をついて銃を向ける。

　時にはオーソドックスに銃を向け、時にはフェイント――銃を向け終わる直前、もう片方の手へと銃を移し、反対の手による攻撃にスイッチさせたりもする。

　だが、シズネはやはり防いで来る。

　そして、彼女は戦いの中でユヅルの行動を見るや否や、どんどんと成長していく。

　ユヅルがフェイントを使いだせば、シズネもフェイントを使い始める。

　ユヅルが攻撃、防御の手を速めればシズネも相応に速くなる。

　そんな戦いは続く。

　加速し、複雑になる戦い。

　おおよそ常人では、もはやついて行く事が出来ないレベルに達した戦い。

　それはなおも続き、激化し続ける……と、思われたその時。

「「っ!!」」

　ユヅルのものと重なって聞こえるシズネの呼気。

　さらに、それと同時聞こえてくるのは、ガッと何かがぶつかりあう音である。

　複雑になり、どんどん加速していた戦い。それがついに止まった音である。

　現在、ユヅルとシズネは互たがいの銃を刀のように打ち合わせた状態で止まっている――当然だが、意図してこの形になったわけではない。

　激化する戦いに互いの技が完全に重なったのだ。

　そのため、このように銃を打ち合わせる形で、動きが止まってしまったというわけである。

　完全なる膠こう着ちやく状態。

　互いに互いへ銃口を向けるため、互いに互いの銃を銃で押し合うこの状態。

「さすがですね……兄さん」

　そんな膠着状態の中、声をかけて来たのはシズネである。

　彼女はギリギリと凄まじい力で、ユヅルの銃を押しながら言ってくる。

「こんなに楽しいなんて……兄さんと踊るのがこんなに楽しいなんて、やっぱり素敵です。あとは優劣を決めるだけですね……兄さんとわたし、どちらが優れているのか」

「優劣、ね。前から聞いてみたかったんだけどさ、ゲーム以外はお前の方が全部優れてるだろ。頭の出来も、運動神経も、何もかもお前の方が上だ。それじゃあダメなのか？　自分で言うのもなんだけど、優劣はついてる。お前の方が――」

「違いますよ、兄さん……優劣はついていない。兄さんは本気を出せていないだけです……頭の良さも、運動神経も。何から何まで、兄さんは凄いんです……誰だれも、兄さんですらそれに気が付いていないだけです」

　などなど、べた褒ぼめしてきてくれるシズネ。

　ユヅルとしても、そこまで褒められるといい気分がしないでもない。けれど、今は街の命運のかかった戦いの最中。そんな事で気分を良くしている場合ではない。

　と、そんなユヅルに再び聞こえてくるのはシズネの声。

「実際、兄さんはわたしと互ご角かくじゃないですか……この世界で、現実でわたしと互角じゃないですか」

「それは――っ」

「兄さんは自信がなかっただけです……ゲームという世界でしか自信を持てない。自信がないから才能をリアルで十全に発揮できない。本当の兄さんは誰にも負けません……自分自身ですら気が付かないほど鋭い爪を持った鷹たか……わたしはそれに憧あこがれ嫉しつ妬としたんです」

「随ずい分ぶん恥はずかしい事言ってくれるな。ったく、それにしても今日はよく喋るなシズネ」

「えぇ、そうですね……少し喋り過ぎました」

　と、シズネは言うや否やバッと身をかがめ、ユヅルに足払いを仕し掛かけてくる。

　シズネはそれによって、ユヅルの体勢を崩し、その隙に銃口を向けようとしたに違いない。

　しかし、ユヅルはそんな彼女の攻撃を何とかかわす。そして、体勢を立てなおしたのとほぼ同時、すぐさま銃口を前――シズネが居る方向へと向ける。

　するとユヅルが向けた銃口の先、再びできた距離の先で立っているのはシズネ。

　同じくユヅルに銃口を向けてくるシズネである。

「兄さん……そろそろ終わりにしましょう。わたしはここで兄さんに勝って、妹のわたしこそが優れた人間であると……そう証明します」

「…………」

　ユヅルはシズネに対しどう返せばいいか迷っていた。

（どうする。流れからして、これ以上戦いを引き延ばすのは無理だ。シズネはもう完全に勝負を決める気でいる。これ以上は――）

　と、ユヅルの頬ほおを汗が伝ったその時だった。

『爆ばく弾だんの解除成功だ！　ユヅル、待たせたな！』

『フィオネがボスを倒たおしたんだから！　あとでいっぱいご褒ほう美びちょうだいよね！』

　聞こえてくるシラハとフィオネの声。

　こことは違ちがう場所で、ユヅルと一いつ緒しよに戦ってくれていた大切な仲間の声。




『ユヅル、思う存分やるといいのじゃ！　おぬしの強さをカノンに見せつけてやるのじゃ！』




　最後に聞こえて来たのは、ユヅルにとって一際大切な存在。

　ユヅルをこの世界に導き、いつも励ましの声をかけてくれるミオンの声である。

「あぁ……いいタイミングだよ、本当に」

　ユヅルは誰にともなく一言そう零こぼした後、シラハとフィオネ、そしてミオンに言うのだった。

『了解、あとは俺おれに任せてゆっくり休んでくれ！』

　こうなった以上、あとはもう簡単だ。

　ユヅルがシズネを倒せば、それで全てが丸く収まる。

　街は守られ、カノンの卑ひ怯きよう極まりない企たくらみも木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕ける。

「シズネ、わかった。そろそろ決着をつけよう、ここからは俺も本気でいく」

「これまで本気じゃなかったみたいな言い方ですね……でもいいです。兄さんがこれから本気を出すというなら、それを打ち砕くまでなので」

　と、相変わらずやる気のなさそうな気け怠だるい雰囲気のシズネ。

　ここに居るのがユヅルでなければ、その雰囲気のせいで油断してやられてしまうに違いない。

　ユヅルはそんな事を考え、苦笑して緊きん張ちようを取り除く。

　そして、すぐに自らが持てるすべての集中力を愛銃《リベルテ》へと注ぎ込む。

（勝負は一いつ瞬しゆん、シズネの性格からして真正面から撃ってくる。なんの仕掛けもなしに、何かきっかけがあればすぐにも撃ってくるに違いない）

　そのきっかけが何になるかはユヅルにもわからない。

　…………。

　………………。

　……………………。

　わからないまま数秒、感覚にしてみれば数時間が経たったその時。

　音がした――数多の銃撃を受け損壊した室内。その何かが割れ、床ゆかへ転がる音が。




「「っ!!」」




　ぶつかりあうユヅルとシズネの気迫。

　ほぼ同時に聞こえる、二つの《リベルテ》から放たれた轟ごう音おん。

　再び訪れる静せい寂じやく。

　それらの後に立っていたのは。

「俺の、勝ちだ」







第十章　ＶＳ創世神カノン







「兄さんにはやっぱり、勝てませんね」

　悔しそうに、どこか弱々しい様子で言ってくるのはシズネである。

　彼かの女じよはユヅルによる銃撃を受けた右みぎ肩かたを押さえ、続けてくる。

「今の兄さんの攻撃……見事でした。わたしが銃弾を一発放つ間に、兄さんは三発もの銃弾を……一発はわたしが放った銃弾に、二発目はわたしの銃に、そして最後の三発目でわたしの肩に……この精密な射撃、狙ってやったんですか？」

「狙ってやった。といっても、一発目に関してはお前の銃弾を狙ったわけじゃない」

　何度も言っているように、銃弾を目で追う事など不可能だ。

　変態的な動体視力を持っているキリエならば、それが出来るに違いない。だが、普ふ通つうの人間にはそんな超ちよう人じんめいた事はできない。

　ましてや、銃弾を目で追うどころか、その銃弾に銃弾を当てるなど不可能だ。

「俺はシズネが俺の銃を狙ってくると思っていた。俺の《リベルテ》の銃口を狙い、俺から銃を奪ったうえで、完全なる勝利を狙ってくると思っていた」

　そう、ユヅルは別に銃弾を狙ったわけではない。

「俺はお前の《リベルテ》の銃口を狙ったんだ。お前が狙っていたのは俺の銃口、そして俺が狙っていたのはお前の銃口。そうである以上、結果はわかるな？」

「っ……滅め茶ちや苦く茶ちやですね、兄さん。わたしが最初から兄さんの体を狙っていたら、わたしの勝ちでしたよ？」

　と、シズネは呆あきれた様子である。

　確かにその通りだ。シズネが呆れるのも無理はない。

　けれど、ユヅルは苦笑しながら彼女へと言う。

「まぁ、俺はお前の兄だからな。お前の考えている事くらいだいたいわかるよ」

「そういうもの……ですか？」

「そういうものだ」

「そう、ですか……いずれにしろ、今回はわたしの負けですね。あの精密かつ高速の三連射、わたしには到とう底てい真ま似ねできそうに――」




「まだですし！　まだ負けてないわけですし！」




　と、シズネの声を遮さえぎって聞こえて来た声。

　それは今回の件けんの元げん凶きよう、創世神カノンの声である。

　彼女はこれまで天てん井じように潜ひそんでいたに違いない――シズネのすぐ傍にシュタッと音を立てて降りると言ってくる。

「爆弾が爆発しない……全部解除するとはやってくれたわけですし！　でも、これで終わりだと思ったら、考えが甘々すぎて可哀かわい想そうになってくるわけですし！」

「カノンさん……ちょっと待ってください、爆弾ってどういう事ですか？」

「シズネは黙ってればいいわけですし！　所しよ詮せんは人間、下等生物なわけですし！」

　カノンはシズネの疑問にそんな言葉を返し、彼女の顔を手でつかむ。

　いったいカノンが何をするつもりなのか、それをユヅルに理解する事は不能である。しかし、妹に手荒な真似をされて黙っている彼ではない。

「おい、シズネから手を離せ！　この勝負はカノン、お前の負けだ！」

「だからまだですし！　そう、まだまだ……勝負はここからなわけですし！」

「っ……兄さ――」

　カノンの声と、不自然に途と切ぎれたシズネの声。

　それと同時に巻き起こったのは、周囲を塗り潰つぶすほど凄まじい発光。

「くっ、なんだこの、光は!?」

　眩まぶしくて目を開けていられない光の奔ほん流りゆうがユヅルを襲おそう。

　けれど、そんな光は決して長くは続かなかった。

　光が収まった後、そこに居たのは。




　見た事もない人物だが、見慣れた特徴のある人物であった。




　顔つき、髪かみ形がた、髪色、体格。

　それらはシズネに間違いないのだが、これまでとは部分部分が異なっていた。

　例えば羽織っていたコートが袖そでの一部を残して消え去り、片方の足や臍へその下あたりに不可思議な文様が浮かんでいるのだ。さらに、瞳ひとみの色も金色に変化している。

　それになにより、狐きつね耳みみと狐きつね尻尾しつぽが生えていた。

　大事だからもう一度言おう、違う言葉を使って同じニュアンスの事を言おう。

　シズネは狐娘になっていた。

（え、どういう事……あいついつから狐娘にクラスチェンジしたんだ？）
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　ユヅルは最初平和な事を考えていたが、すぐにそんな状じよう況きようでない事を思い知る。

「さぁ、ここからわたくしが相手なわけですし！」

　シズネが喋ったのである――彼女が普段決して口にしない特とく徴ちよう的てきな語尾を付け、小こ狡ずるそうな笑えみを交えて。

　ユヅルはその瞬間、理解してしまった。

（まさ、か……いや、それしか考えられない。辺りを見回してもカノンが居ないし、シズネの様子がおかしいのが俺の考えを裏付けている）

　その考えとは。

「お前まさか、カノン……なのか？」

「ぷぷっ！　正解ですし！　人間にしては理解が早くて助かりますし！」

　と、シズネの姿をしたカノンは、尻尾しつぽをふりふりさせながら言ってくる。

「わたくしの能力の一つ《オメガ狐きつね憑つき》で、シズネの体に取り憑かせてもらったわけですし！　女め神がみはこの世界で戦せん闘とうは行えない……そこの穴を突つけるのがこの能力なわけですし！」

「そこの穴……だと？」

「そう、穴ですし！　わたくしが戦えなくても、シズネの体なら戦える。つまり、わたくしがシズネに取り憑けば、普通に戦えるわけですし！　もっとも、そうすると女神の無敵性は消えてしまうけど、戦いで負けても死なないこの世界では関係ないわけですし！」

　要するにカノンの《オメガ狐憑き》を簡単にまとめると、こういう事に違いない。




▲女神専用スキル《オメガ狐憑き》


対象に取り憑く形で、対象の体を自由に操作する事が可能になる。

取り憑く相手が不死でない人間などの場合、女神としての無敵さはなくなり、死の概がい念ねんが付与されてしまう――ただし、戦いでの死＝デス（リスポーンあり）のこの世界『フィールダウト』においては、真の意味での死は訪れない。






「…………」

　名前が相変わらずクソダサいのは置いておくとして、正直強いのか弱いのかよくわからない能力である。

　その理由は簡単である――対象の体を操れる代わりに、女神の無敵能力がなくなってしまうのだ。いくら何でもデメリットが大きすぎる。

　ユヅルがそんな事を考えつつも、いつもの癖くせでそのスキルの有効活用方法や、面白い利用法を編み出そうとしていると。

「そして、この《オメガ狐憑き》の能力は単純に相手に取り憑くだけじゃなく、真骨頂とも言える最強無敵なとある特性があるわけですし！」

　カノンは自信満々といった様子でそこまで言うと、ユヅルの方へと手をかざしてくる。

（いくらカノンがポンコツそうでも、ここまで自信を持って宣言するって事は、それなりに強力な能力のはずだ……注意くらいはしておかないとな）

　と、ユヅルがそう考えたまさにその時だった。

　カノンの周辺の空間が揺らぎ歪わい曲きよくしたかと思うと、数を数えるのも億おつ劫くうな量のライトマシンガンが、どこからともなく出現したのである。

　それらは滞たい空くうしたまま動き、ユヅルの方を除いたあらゆる方向へと銃口を向け。




　直後、文字通り銃弾の雨がこの空間を襲った。




　無数のライトマシンガンから放たれる圧あつ倒とう的てきな銃弾。

　弾幕を超えた嵐あらしのような銃撃――それは瞬またたく間に周囲の壁かべや床を削り、撃ち砕くだいていく。

「まだまだですし！」

　カノンは楽しそうに言うと、今度は全すべてのライトマシンガンを一いつ斉せいに消し去る。そして、次は五丁ほどのスナイパーライフルを周囲に展開してくる。

　ユヅルはカノンが今度こそ攻撃に移って来る可能性を考こう慮りよし、一瞬身構える。けれど、彼女の狙いは彼ではなかった。

　なんと、カノンは五丁のスナイパーライフルを、それぞれ別の挙動で操作し始めたのだ。

　まるでスナイパーライフル一つ一つが、異なる意思を持っているかのように宙を舞う光景――カノンはこれからいったい何を見せてくるのか。

　ユヅルが戦いの最中だというのに、若じやつ干かんの期待を覚えていると。

　ガラガラ。

　ガラガラガラ。

　特徴的な音を響かせたのは瓦が礫れきだ。

　そう、先ほどの銃撃の影えい響きようで天井や壁が損壊――その破は片へんが落下してきたのである。

　ユヅルは瓦礫を躱し、撃ち落とすために動こうとするが。

「さぁ、働け働けですし！」

　それよりも先にカノンが動く。

　彼女は指をパチンッと鳴らし、まるで合図を送るような仕草をしたのだ。

　すると、これまで宙を舞っているだけだったスナイパーライフル達。彼らは次々降り注いで来る瓦礫に銃口を向けると、それぞれが意志でも持っているように銃撃を始める。

　複数の銃が宙を舞い、別個の獲え物ものを仕留めていくその光景。それはまるで、スズメバチが獲物を攻こう撃げきするのを見ているようであった。

　よりわかりやすく例えるならば、某ロボットアニメ『カソタム』に出てくる『ファソヌル』や『ドラコーン』と言うのがわかりやすいに違いない。

「とまぁ、こんな感じですし！」

　と、ユヅルの思考を遮さえぎって聞こえてくるのはカノンの声である。

　彼女は勝ち誇るように、狐耳と狐尻尾をぴこぴこふりふりさせながら言ってくる。

「わたくしの《オメガ狐憑き》は対象に取り憑くだけでなく、取り憑いた相手の固有スキル……その真の力を解放させるわけですし！」

「つまり、今の攻撃がそうだと？」

「そういうわけですし！　銃を無限に滞空召しよう喚かんさせ、その状態からの一斉掃射。さらにはさっきの念移動による攻撃――おまえが元いた世界で言うところの、ドローンみたいな挙動をさせる事も可能なわけですし！」

　ドヤァ！

　そんな音が聞こえてきそうな見事なドヤ顔のカノン。

　シズネの顔でそんな表情をしてくるので、違い和わ感かんが凄すさまじい。

（だけど、たしかに凄まじい能力だな。瓦礫を撃ち落おとした射撃の精確さから考えると、シズネの銃撃の腕うで前まえも引き継いでるみたいだし、これは結構てこずるかもな……まともに戦ったらだけど）

「人間！　おまえ、ビビってるわけですし？　でも残念、わたくしの《オメガ狐憑き》のブーストはそれだけじゃないわけですし！」

　と、ユヅルの考えを断ち切るように言ってくるのは当然カノンである。

　彼女はふふーんっと鼻息荒く、狐尻尾をぶんぶんさせて。

「わたくしの《オメガ狐憑き》はなんと、あらゆる身体能力を九倍にするわけですし！　つまり、今のわたくしなら素手で壁を破は壊かいする事も可能！　おっと、驚おどろくのはまだ早いわけですし！」

「…………」

「なんと、今のわたくしはいわゆるヒットポイント的なものも、九倍になっているわけですし！　つまりつまり、通常なら致ち命めい的てきなダメージを受ける攻撃も、今なら少ししか効かないわけですし！」

「…………」

「おっとおっと！　まだまだあるわけですし！　今のわたくしはなんと、壁を透視する事も可能なわけですし！　つまり、先の銃念移動能力と透視を組み合わせれば、壁の向こうに隠かくれていようと、銃を回りこませて余よ裕ゆうで攻撃できるわけですし！」

　ブンブンブン！

　カノンの狐尻尾はもはやちぎれそうなほどに、高速で振られている。自らの俺ＴＵＥＥＥＥＥＥＥＥ！　トークをするのが楽しいに違いない。

「…………」

　ユヅルとしては正直もう付き合っていられない。

　カノンのスキル説明は最初こそわくわくしたが、あまりにも能力盛り盛りすぎて、もはや本当の意味でのチートになってしまっている。

「やりすぎると、何事もつまらなくなるんだよな。もうこれ以上は楽しくなさそうだし、終わらせるか……一瞬で」

　言って、ユヅルは《インパクトグレネード》を取り出し、それを固有スキル《タイラント》でバグらせる。

　その後、彼かれはミオンに合図を送ったのちカノンへと言うのだった。

「随ずい分ぶんとそのスキル……そして、今の自分の強さに自信があるみたいだけどさ。まさかそれだけで俺に勝てると思ってないよな？」

「ついに狂ったわけですし!?　そんなの当然、思ってるに決まってるわけですし！」

「ははっ……あっそ。ところで話は変わるけどさ、カノン。インパクトグレネードバグって知ってるか？」

「……？　それがなんですし！　なんであるにしろ、わたくしの勝ちは揺らがないわけですし！」

　どうやら知らない様子のカノン。

　けれど、この世界に詳くわしくないカノンが知らないのは当然だ。

　インパクトグレネードバグ――それは投げる速度によって威い力りよくと爆ばく発はつ範はん囲いが変わるというバグ。そしてそれはある一定の壁を超こえなければ、全く威力の出ないバグ。

　けれど、一つだけ一定の壁を超える手段があるのだ。

　人の腕わん力りよくでインパクトグレネードバグにある威力の壁を越えられないならば、人の腕力ではないものでそこにアプローチすればいい。

「果たして、インパクトグレネードバグに銃じゆう弾だんを撃ち込むとどうなるんだろうな？」

　ユヅルは笑う。

　勝利を確信した笑みを浮うかべ、《インパクトグレネード》を放る。




「シズネ風に言うなら、チェックメイト……これで終わりってやつだ」




　言って、ユヅルは《リベルテ》の銃じゆう口こうを、放物線を描えがいて飛ぶ《インパクトグレネード》へと向け引き金を引く。

　はたしてインパクトグレネードバグに銃弾を撃ち込むと、何が起こるのか……答えは。

　爆発である。

　廃はい城じようを跡あと形かたもなく消し去り、周囲に暴風を巻き起こし、上空の雲すら消し飛ばすほどの超爆発であった。







エピローグ１　女神の罪は女神が裁く







　時はシズネとの戦いの翌日、時刻は昼少し前。

　場所はギルド『エクリプス』のギルドハウス、そのユヅルの部屋。

「悪さをしたかと思えばちょこちょこ逃にげ回って、もう逃がさないのじゃ！」

　響ひびき渡わたるのはだいぶお怒いかりな様子のミオンの声。

　彼女はベッドの上に不ふ貞て腐くされた様子で座るカノンへと言う。

「あのゲーム『フィールダウトα』に興味がない者を勝手に連れてきただけでなく、あげく女神であるおぬしまでもが何の用もなくこの世界『フィールダウト』に干かん渉しよう……散々悪さをしたあげく、転移者に取り憑くなんて……余は姉として恥はずかしいのじゃ！」

「ふ、ふんっ！　そんなのわたくしの勝手なわけですし！　ミオンなんかにいちいち怒おこられる理由はないわけですし！　それにそこの人間――ユヅルとの戦いの後、わたくしが逃げ回ったのは、ミオンから怒られるのが怖こわいからじゃないわけですし！」

「じゃあ何なのじゃ？　おぬしはシズネと一緒にデスした後、一人だけすたこら一日中逃げていたのじゃ。大人しく出頭――というか、爆弾の事情を聴きに来たシズネとは大違いなのじゃ！　同じ妹属性の持ち主なのに……まったくおぬしは……よよよ、なのじゃ」

　と、あざといウソ泣きをするミオン。

　カノンはそんな彼女を見ると、尻尾をビチビチベッドに叩き付けながらミオンへ言う。

「あざとすぎてムカつくから、さっさとやめて欲ほしいわけですし！」

「じゃあなんで逃げたのかさっさと言うのじゃ……いや、どうせおぬしの事だから、余に怒られるのが怖くて逃げたのじゃろ？」

「うっ……だ、だから違うって言ってるわけですし！」

「今ならお姉ちゃん、そこまで怒らないからちゃんと謝あやまるのじゃ。ユヅルに謝った後、この街の人にちゃんと謝るのじゃ。今ならお姉ちゃんも一緒に謝ってあげるのじゃ」

「つ、つーん……ですし」

　と、カノンはミオンの言葉に対し、そっぽを向いて口をとがらせている

　ユヅルが見てもわかる。カノンは素直に反省するつもりは全くないに違いない。

　そして、そんな事は姉であるミオンも分かっているに違いない。

　彼女は一度深くため息を吐つくと。

「じゃあ、予定通り罰ばつを与あたえるのじゃ」

　言って、ミオンはカノンを押おし倒し、覆おおいかぶさるようにベッドへ倒れ込む。

「な、なにするわけですし！　やめ……離れろですし！　おまえなんかと百合ゆりはごめんなわけですし！　おまえと百合百合するなら、シズネとした方がまだマシですし！」

　当然文句を言ってくるのはカノンである。

　だが、こちらも当然であるが、ミオンはそんな彼女の言葉など聞かない。

　ミオンはジタバタするカノンを右手と足だけで巧たくみに押さえつける。そして、空いている左手をカノンの胸へと持っていき。




　揉もんだ。




「ひにゃっ!?」

　上がるカノンの悲鳴。

　ユヅルは当初、カノンの性格から考えて彼女は余計に暴れると考えていた。

　しかし、実際の彼女の行動は。

「は、はゎ……む、むにぇっ……っあ……くす、くすぐった、は、なにゃせ、でしゅし！」

　カノンは胸を揉まれるのがよほどくすぐったいに違いない――くたっと、手足の力を抜くと、もどかしそうに体を揺ゆらし官能的な声を漏もらし始めたのである。

　一方のミオンはというと、満足そうな表情を浮かべてユヅルへと言ってくる。

「カノンは昔から胸と後一か所、とある場所が敏びん感かんで、すぐにこうなるのじゃ。それでユヅルには手て筈はず通り、もう一か所を攻せめて欲しいのじゃが……」

「いや、まぁそれはいいんだけどさ。本当にやっちゃっていいのか？　一応ミオンの妹なわけだし……こういう事しちゃって問題は――」

「大だい丈じよう夫ぶなのじゃ。これはカノンへの罰でもあるのじゃ。それに女神を罰する機会など、人間であるユヅルには早々ないのじゃ。存分に楽しむといいのじゃ！」

「そこまで言うなら、引き下がれないな」

　ユヅルは両手を顔の前でわきわきと、まるで軟なん体たい生物のように動かしながらカノンへと近づいてく。

　すると、そんなユヅルを見たに違いないカノン。

　彼女は蕩け、まともに呂ろ律れつの回らない口でユヅルへと言ってくる。

「なっ……に、人間のくしぇに……わた、わたくしに……んっ！　な、なにをする気……っです、し！」

「べ、別に大した事……ふひゅ、たいした事じゃないお……はぁはぁ」

「なんだかこの人間……あっ、こ……怖いわけですし！」

「…………」

　ユヅルは緊張から変な喋しやべり方かたになり、カノンに怖がられてしまった事にやや落ち込む。だが、勝負はこれからである。

（よし、気をとり直していこう。俺は女の子が好きだけど、実際に体に触ったりしたら鼻から情熱を出す可能性が高い……だけど、今からするこれは割と健全だから問題ないはずだ）

　ユヅルはゆっくりカノンの方へ近づき、ミオンと代わりベッドへあがる。

　そして、彼はその手をカノンの敏感な個所――狐娘であるカノンにとって、とても大事な場所へと伸ばす。




　もふん。




　尻尾である。

「ひゃわっ!?」

　と、再び悲鳴を上げるカノン。

　そう、ユヅルは彼女の尻尾をぎゅっと握ったのである。

　もちろん握っただけでは終わらない。終わらせるわけがない、これは罰なのだから。

　ユヅルは自らの鼻がまだ耐たえられる事を確かく認にんし、狐尻尾にぎにぎもふもふを繰り返す。

「んっ……あっ……わ、わたくしの尻尾、が……っ、人間……なん、か……に！　く、くやしい…で、もっ」

　言って、何やら恥ずかしそうに身をくねらせるカノン。

　ユヅルはその様子をずっと見ているのは危険だと判断し、より集中して尻尾をイジメる。

　時には優やさしく、時には激しく。

　その度たびにカノンは「にんげ、んの……くせ、にぃ」と言って、心底悔しそうにユヅルを罵ば倒とうしてくる。

　しかし、ユヅルからしてみればそれも可愛かわいく見える。

　だからこそ、ユヅルは普ふ段だんよりもノってしまった――攻めている部位が尻尾という事もあり、割と健全なのでいつもより調子にノってしまった。

　ユヅルは狐尻尾のイジメ方を、これまでのにぎにぎ主体から変えたのである。

　シュッシュッシュッ。

　シコシコシコ。
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　ユヅルはカノンの尻尾の付け根を掴み、先せん端たんまでしごき上げる……それを何度も繰り返すイジメ方に変えた。

　その結果。

「そ、それ――あっ……だめっ、それ以上は、に、人間……に、んげん……あっ、人間の手……き、きもち……きもぢぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

　と、カノンは小刻みに体をピクピク何度も痙けい攣れんさせたまま、手足をピンッと突っ張った後。クタッと、まるで全身の力を抜くように意識を失ってしまったのである。

「…………」

　ユヅルはそれを見て思うのだった。

「やりすぎた……」







エピローグ２　最強のライバル登場？







「今回のユヅルも、やっぱりすごかったんだから！　バグらせた《インパクトグレネード》は人間が投げても威力の壁を超える速度が出せない。言い換かえるなら、威力を出せるほどの衝撃を《インパクトグレネード》に与えられない……でもユヅルは」

「あぁ、そこでユヅルは《インパクトグレネード》を銃弾で貫いたのだな。《インパクトグレネード》を投げる事により衝撃を加えるのではなく、銃弾で貫く事により衝撃を加えた」

「そうなのじゃ！　それにより、インパクトグレネードバグの威力の壁を容た易やすく打ち破り、あの《インパクトグレネード》は凄まじい威力が出たのじゃ！」

　時刻は昼過ぎ、場所はギルド『エクリプス』のギルドハウス、そのリビング。

　聞こえてくる声はフィオネ、シラハ、そしてミオンのものである。

　先ほどユヅルは彼かの女じよ達たちに、シズネを倒した時の戦いについて聞かれたのだ。そこで彼は一連の流れと、使ったバグコンボなどを話したら……ものすごく盛り上がった。

　特にミオンはまだ語り足りないに違ちがいない。

　彼女は興奮した様子でフィオネとシラハへ言う。

「でも一番すごいのは、余にバグらせた《戦術マーカー》を渡していた事なのじゃ！」

「確かにそれを聞いた時は、フィオネも思わず『おぉ～』ってなったんだからね！」

「えーと、たしか事前にインパクトグレネードバグを使うと見み越こしたユヅルは、自らが爆発に巻き込まれないために、ミオンへバグらせた《戦術マーカー》を渡したのだったか？」

「その通りなのじゃ！　だから、インパクトグレネードバグを使う前にユヅルは余に固有スキル《パンデオン》で合図を送ってきたのじゃ！」

「それであの大爆発からユヅルだけ無傷で逃れられたんだからね！」

「お、おぉ～～～！」

　などなど、ひたすらに盛り上がり続けるミオン、フィオネ、そしてシラハの三人。

　ユヅルがそんな三人を見て苦笑しているその時だった――ユヅルのもとに一通のメールが届いたのは。

「ん、誰だれからだ？」

　ユヅルが特に何も考えずそのメールを開く。

　するとそこに書かれていたのは。

「…………」

　ユヅルはメールの内容を見たのち、一人席を立つと三人へ言うのだった。

「悪い、ちょっと用事が出来たから出掛けてくる」





●●●






　ユヅルがやってきたのは、シズネと戦った廃はい城じよう跡あと地ちである。

「……それで？　急に呼び出してなんだ？　まさかまた戦いたいとかじゃないよな？」

　ユヅルはそんな廃城跡地で待っていた人物――件のメールによって彼を呼び出したシズネへと声をかける。

　すると彼女は、いつもの気だるそうな視線をユヅルへ向けたのち。

「兄さん……すみませんでした」

　シズネはそう言って、一度頭を深く下げると続けてくる。

「カノンさんがあんな事をしているなんて……わたしは知らなかったとはいえ、兄さんと街の人に迷めい惑わくをかけてしまいました。しかも……結果的に人ひと質じちを取ったまま兄さんと戦ってしまいました……わたしは」

　と、シズネはそこで珍めずらしく元気なさそうに顔を俯うつむける。

　シズネの正々堂々を好む性格からするに、今回の事はよほどショックだったに違いない。

　そうでなければ、基本ユヅルに勝つ事しか考えていない彼女が、こうも落ち込むはずはないのだから。

　故ゆえにユヅルはため息一つ、シズネの方へ近づいてく。そして、シズネの頭にぽふっと手を乗せ、軽く頭を撫なでながら彼女へと言う。

「お前は悪くない……とはもちろん言わないけど、今回の件は仕方ない面もあるだろ。けど、やってしまった事はやってしまった事だ……後でちゃんとみんなに謝ろうな」

「兄さんも……その、一いつ緒しよに……」

「謝ってやるよ、それが兄妹ってやつだろ？」

「ありがとう、ございます……兄さんはやっぱりとても強くて、とても優しいんですね」

「感謝してるなら、これからは所かまわず勝負を挑むのはやめ――」

「嫌いやです」

　ん、あれ。今何か想定と違う言葉が返ってきた気がした。

　と、ユヅルがそんな事を考えている間にもシズネは言ってくる。

「みなさんに迷惑をかけてしまった事は反省します……それはこれからも気を付けます。ですが、それと兄さんに挑む事をやめるのは全く関係がありません」

「え、いや。そうだけど、俺おれに挑む云うん々ぬんからこの件に発展したわけで、少しは自重的な――」

「兄さんに戦いを挑み、兄さんを超えようとする事はわたしのアイデンティティーです。それを自重するような事になれば、わたしのアイデンティティーはクラッシュします……兄さんは妹のアイデンティティーがクラッシュしてもいいんですか？」

「いや、よくないけど」

　当然、兄としては妹のアイデンティティーがクラッシュするところなど見たくない。

　しかし、なんだかうまくシズネの口車に乗せられているのは気のせいだろうか……いや、きっと気のせいだろう。気のせいに違いない。

　ユヅルが難しい顔をしてうんうん唸うなっていると、シズネはさらに言葉を放ってくる。

「カノンさんから聞きました。兄さんはミオンさん……女神と組んでこの世界の頂点を目指していると……なら」

　そう、シズネは言葉を放ってくる――ユヅルにとって決定的となる言葉を。

「わたしはカノンさんと組みます。もちろん悪さはさせません……正々堂々と、わたしのやり方でカノンさんと共に、この世界の頂点を目指します」

「おまえ、自分が何を言ってるのかわかっているのか？　それはつまり俺と――」

「わかっていますよ、兄さん」

　シズネは最後、ユヅルの手を払いのけると、挑ちよう発はつ的てきな雰ふん囲い気きを纏まとう可愛らしい笑え顔がおで言ってくるのであった。




「勝負です、兄さん……どちらが先にこの世界の頂点に到とう達たつするか。さぁ……準備はできていますか？　どちらが優すぐれているか、存分に性能を比べあう時です」







あとがき







　ＦＰＳ……それは我が命にして青春。

　どうもお久しぶりです。この作品が発売する頃には、フィールダウトの名前の由来になった某オープンワールドゲームをやっているに違いないアカバコウヨウです――すごい関係ないですが、その某作品今回はオンラインみたいなのですごく楽しみですね。その世界で会ったらどうぞよろしくお願いします！

　さて、早速ですが今回のこの作品。私的にはテーマを二つに絞らせていただいております――一つはもちろん狐娘です。

　知っている読者様は知っていると思いますが、私は昔から狐と狐娘が大好きです。最近、様々な所で狐娘を目にする機会が増えてきて（アカバ体感）、とても嬉しいです。

　なので、今作では私もついに自作に狐娘を登場させる事が出来て、自らが狐娘になりそうなほどに喜んでいます――私が理想とする狐娘は全て詰め込みましたので、読者様も狐娘パラダイスを味わっていただけると思います！

　もう一つのテーマは銃による格闘戦になっております。某反逆映画の銃による格闘戦が死ぬほどカッコイイと思い、作中にも出してみたりしました。

　こちらはまだ読んでない読者様のためにも深くは書きません。けれど、かなり手に汗握る戦闘シーンをかけたかな……とは思っていますので、読者様にもそう感じていただけると狐娘になるくらい喜びます。

　では、ここからは真面目モード……というと語弊がありますが、とにかく謝辞を。

　手に取ってくださった読者の皆様――久しぶりの方も初めましての方も、ありがとうございます。この作品、楽しんでいただけたなら幸いです。

シナリオはもちろんですが『狐娘萌え』、『ＦＰＳって面白そうじゃん』などなど、そういうところにも興味を持っていただけたなら、なおの事幸いです。

　そして、ＨＪ文庫編集部の皆様、担当者様。この作品を世に出してくれてありがとうございます。迷惑かけると思いますが、これからも頑張っていきたいと思います。

　そしてそして、イラストを担当してくださった手島ｎａｒｉ。様……尊いイラストありがとうございます。狐娘がマジ狐娘でもふもふでした、控えめに言っても最高です。

　最後に、私が執筆に集中できるよう頑張ってくれる家族。いつも支えてくれる友人達……今後ともよろしくお願いします。普段言いませんが、感謝の気持ちでいっぱいです。
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